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まえがき

本リリース・ノートは，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5
(DECwindows Motif)に関する修正点，既知の問題，および制限事項について
説明しています。

また本リリース・ノートでは，DECwindows Motifの以前のバージョンからの問
題点で，既存のドキュメントでは改訂されておらず，このソフトウェアにまだ該当
する問題点について説明しています。各説明に記載されているラベルは，修正点や
問題が最初に発生したときのバージョン番号を示しています。

対象読者

本書は，DECwindows Motifソフトウェアで作業を行う一般ユーザ，システム管
理者，プログラマ用の情報を提供するものです。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

• 第 1章では，現在のリリースの概要を説明しています。

• 第 2章は，一般ユーザを対象としたリリース・ノートです。

• 第 3章は，システム管理者を対象としたリリース・ノートです。

• 第 4章は，アプリケーション・プログラマとシステム・プログラマを対象とし
たリリース・ノートです。

• 第 5章では，DECwindows Motifドキュメント・キットの訂正事項について説
明しています。
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• 第 6章では，日本語機能に関する新規機能および制限事項について説明してい
ます。

• 付録 Aは，OSF/Motifリリース 1.2を対象としたリリース・ノートです。

• 付録 Bでは，DECwindows Motifに含まれているOSF/Motifのサンプル・プ
ログラムについて説明しています。

関連ドキュメント

OpenVMSやDECwindows Motifの製品およびサービスについての詳細は，次の
Webサイトを参照してください。

http://www.hp.com/go/openvms

表記法

本書では，OpenVMSはHP OpenVMSオペレーティング・システムを意味しま
す。

特に指定がないかぎり，OpenVMS Cluster， VMScluster，クラスタは，HP
OpenVMS Clusterを意味します。

また，本書では次の表記法も使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポイン
ティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上で
そのキーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角
で囲まれていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲
まれています。
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表記法 意味

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省
略されていることを示します。このように項目が省略されるのは，
その項目が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択
した場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないこ
とを示しています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオ
プションです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選
択しても，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし，
OpenVMSファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の
部分文字列指定の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略でき
ません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオ
プションを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないこと
を意味します。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプ
ションです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりませ
ん。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示していま
す。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，シス
テム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライ
ン (たとえば/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえ
ばdevice-name)などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファ
イル保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示
を示します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの
文字は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファ
イルの名前，構文の要約，または例に示される変数または識別子へ
の参照などを示します。
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表記法 意味

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインに
おいて，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを
示します。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数
以外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
本書の概要

この章では，DECwindows Motif Version 1.5ソフトウェアに関する修正点，制限
事項，既知の問題について要約します。表 1–1に，本リリースで追加あるいは修
正されたすべての注意事項を示し，それらが本書のどの項に記述されているかを示
します。

本リリースで導入された新機能および機能の拡張についての詳細は『HP
DECwindows Motif forOpenVMS New Features』を参照してください。

表 1–1 DECwindows Motif Version 1.5のリリース・ノート一覧

タイトル セクション

一般ユーザ向けの注意事項

Webブラウザのサポート 第 2.2.1項

拡大/縮小された白黒イメージの表示に関する問題 (Alphaのみ) 第 2.2.2項

非常に長いサーバ要求を発行するアプリケーションにおける応答
時間の問題の解決 (Alphaのみ)

第 2.2.3項

ローカル・トランスポートで実行しているアプリケーションにお
ける処理遅延の解決

第 2.2.4項

GKSを使用するアプリケーションのフェール 第 2.2.5項

New Desktop環境に関する注意事項

電卓のデフォルトの幅の増加 第 2.3.1項

大量のファイル・コピーあるいはファイル移動の際にファイル・
マネージャがハングする問題の解決

第 2.3.2項

ファイル・マネージャのリストア操作の適切な取消 (Alphaのみ) 第 2.3.3項

(次ページに続く)
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表 1–1 (続き) DECwindows Motif Version 1.5のリリース・ノート一覧

タイトル セクション

アプリケーションに関する注意事項

Clock:システム時刻リセット後の時計の正しいアップデート
(Alphaのみ)

第 2.4.3.1項

DECterm: ReGISを使用するグラフィックス・アプリケーション
が原因で DECtermがクラッシュする問題の解決 (Alphaのみ)

第 2.4.4.1項

DECterm: DECtermウィンドウの位置に関する問題の解決
(Alphaのみ)

第 2.4.4.2項

DECterm: CREATE/TERMINAL/DETACHによるブロードキャ
スト・メッセージの表示

第 2.4.4.3項

DECterm: CREATE/TERMINALによる IPv6サポートの有効化 第 2.4.4.4項

ツールおよびユーティリテイに関する注意事項

fsinfo:フォント・サーバ情報ユーティリティ起動時のフェール 第 2.5.2.1項

インストレーションおよびアップグレードに関する注意事項

DECwindows Motifのサポート・バージョンと互換性 第 3.1.1項

他社製 TCP/IP製品のサポートに関する制限 (Alphaのみ) 第 3.1.2項

DECW$STARTUPで必要な SHARED特権 第 3.1.3項

セキュリティおよび認証に関する注意事項

GENPWDフラグの正しい処理 (Alphaのみ) 第 3.3.1項

hostListリソースの手動設定 第 3.3.3項

デスクトップ管理に関する注意事項

トラステッド・アンポーズ機能のサポート (Alphaのみ) 第 3.4.1項

ACMEログイン機能の非サポート (I64のみ) 第 3.4.2項

フォントおよびキーマップ管理に関する注意事項

TrueTypeフォントのプロパティの問い合わせでディスプレイ・
サーバがリセットされる問題の解決 (Alphaのみ)

第 3.5.1項

(次ページに続く)

1–2 本書の概要



表 1–1 (続き) DECwindows Motif Version 1.5のリリース・ノート一覧

タイトル セクション

X Display Server管理に関する注意事項

ATI RADEONグラフィックス・カード付きシステムでのピクセ
ル深度の調整

第 3.7.1項

XINERAMAマルチヘッド・システムでの性能の低下 第 3.7.2項

プログラミングに関する一般的な注意事項

OSF/Motifツールキットのサポートと互換性 第 4.1.1項

ランタイムおよびプログラミング環境 第 4.1.2項

アップコールが有効なマルチスレッド・アプリケーションでアド
レスの間違いが発生する問題の解決 (Alphaのみ)

第 4.1.3項

すべてのトランスポート・バッファが使用中の場合に
DECwindowsディスプレイ・サーバが書き込み操作をブロッ
クする問題

第 4.1.4項

getaddrinfoおよび getnameinfoを呼び出す関数が TCP/IP接続
でスレッドセーフでない問題

第 4.1.5項

OpenVMSシステムでの変換イメージの実行 (Alphaのみ) 第 4.1.12項

アプリケーション・プログラミングに関する注意事項

DEClinks: DEClinks共有ライブラリが提供されない (I64のみ) 第 4.2.2.1項

OSF/Motif Toolkit (Xm)に関する注意事項

OSF/Motifリリース 1.1.3プログラミング・サポートと XUI 第 4.3.3項

カスケードおよびトグル・ボタンにおけるメモリ・リークの解決
(Alphaのみ)

第 4.3.4項

Bulletin Boardにおけるメモリ・リークの解決 (Alphaのみ) 第 4.3.5項

サンプル・プログラム用 UIDファイル 第 4.3.8項

X Window System Toolkit (Xt)に関する注意事項

XtGetValues関数とヌル引数値 第 4.5.1項

(次ページに続く)
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表 1–1 (続き) DECwindows Motif Version 1.5のリリース・ノート一覧

タイトル セクション

X Window System Library (Xlib)に関する注意事項

XPutImageによる大きなグラフィック・イメージの正しい表示 第 4.6.1項

Xlibルーチンによる再帰的ロックの使用 第 4.6.2項

XOpenDisplayおよび XCloseDisplayにおけるメモリ・リークの
解決 (Alphaのみ)

第 4.6.3項

XOpenDisplayで Pending Wake状態が発生する問題の解決
(Alphaのみ)

第 4.6.4項

イベント・フラグ番号 63の状態が保管なしに変更されてしまう
問題の解決 (Alphaのみ)

第 4.6.5項

Xpoll.hヘッダ・ファイルと ConnectionNumberマクロの制限 第 4.6.6項
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2
一般ユーザ向けリリース・ノート

この章では，DECwindows Motifに関する一般ユーザ向けの情報について説明し
ます。

2.1 OpenVMSディスプレイ・デバイスとレイヤード・プロダ
クトのインタフェース

この節は，OpenVMSディスプレイ・デバイス (SET DISPLAY)とDECwindows
Motifレイヤード・プロダクトのインタフェースに関するリリース・ノートです。

2.1.1 OpenVMSディスプレイ・デバイス (SET DISPLAY)

この項は， SET DISPLAYコマンドと SHOW DISPLAYコマンドを使用して作成
および管理されるOpenVMSディスプレイ・デバイスに関するリリース・ノート
です。

2.1.1.1 誤解を招きやすい SET DISPLAY/REVOKEのエラー・メッセージ

V1.3

タイムアウトによるクッキーの無効化に関するエラー・メッセージは，誤解を招き
やすいものになっています。%SYSTEM-F-BADPARAMというエラー・メッセー
ジは，不正なパラメータ値があることを示しています。しかし，これはエラーの本
質を示すものではありません。
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2.1.1.2 SET DISPLAY/REVOKE使用時に入出力エラーが表示される問題

V1.3

SET DISPLAY/REVOKEコマンドを使用して，生成されたトラステッド・クッキ
ーを破棄すると，次のような入出力エラーが発生することがあります。

XIO: fatal IO error 65535 (connection aborted) on X server ":0.0"
after 10 requests (8 known processed) with 0 events remaining.

このエラーは， SET DISPLAY/REVOKEコマンドがサーバへ接続するときに使用
していたクッキーが原因で発生します。このクッキーを破棄すると，ディスプレ
イ・サーバへの接続が中断されます。

このエラーは致命的に見えますが，取り消し操作は実際には正常に完了していま
す。

2.1.1.3 終了時にディスプレイ・デバイスが削除されない問題

V1.2–6

DCL SET DISPLAYコマンドでユーザ・モードのディスプレイ・デバイスを作成
する際に，DECwindows Motifからログ・アウトしたときに，未使用デバイスが
削除されないことがあります。 SET DISPLAYで作成されたディスプレイ・デバ
イスは， Xクライアント・アプリケーションが使用するまで恒久的デバイスと見な
されるため，終了時に破壊されません。

この問題を回避するには，スーパバイザ・モードのディスプレイ・デバイスを作成
してください。

2.1.2 DECTPU

この項は，DECTPUのDECwindows Motifインタフェースに関するリリース・
ノートです。
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2.1.2.1 小さなディスプレイ・モニタと DECTPU

V1.0

小さなディスプレイ・モニタ上でDECTPU for DECwindows Motifを実行してい
る場合，メイン・ウィンドウが完全には表示されないことがあります。

この状態を解決するには，次の手順に従います。

1. 次のリソースを Xリソース・ファイルのDECTPUセクションに追加します。

Tpu.Tpu$MainWindow.X: 0
Tpu.Tpu$MainWindow.Y: 0
Tpu.Tpu$MainWindow.Rows: 21
Tpu*condensedFont: on
Tpu*fontSetSelection: 1

2. SYS$LIBRARY:EVE.DATからリソース・ファイルをコピーして，前述の行を
追加します。

3. 論理名 TPU$DEFAULTSを使用して，新しいリソース・ファイルをポイント
します。

次の例では，ログイン・ディレクトリ内の eve_small_window.datという名前
の Xリソース・ファイルを使用して EVE DECwindows Motifユーザ・インタ
フェースを起動し， LOGIN.COMファイルを編集します。

$ DEFINE TPU$DEFAULTS SYS$LOGIN:EVE_SMALL_WINDOW.DAT
$ EDIT/TPU/INTER=DECWINDOWS LOGIN.COM

2.2 一般的なDECwindows Motif環境

この節は，一般的なDECwindows Motifユーザ環境に関するリリース・ノートで
す。ここでは，New Desktop環境と従来のDECwindows Desktop環境の両方に
共通の修正，制限事項，および既知の問題について説明しています。
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2.2.1 Webブラウザのサポート

V1.5

HP OpenVMS AlphaおよびHP OpenVMS I64オペレーティング・システムで
正式にサポートするWebブラウザは，HP Secure Web Browser (SWB)です。
SWBは標準への準拠，性能，および移植性を考慮してMozilla Webブラウザをベ
ースにしたブラウザで，その使用ライセンスはオペレーティング・システムのライ
センスに含まれています。

OpenVMS Alpha版のブラウザは，次のURLから入手できます。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/ips/cswb/cswb.html

上記のページには，インストール手順と実行手順の他，ハードウェアとソフトウェ
アの前提条件，システム・パラメータ，アカウント・クォータ，および障害報告に
関する情報が掲載されています。

OpenVMS I64版のブラウザはOpenVMS I64 Operating Environment (OE)の
一部として提供されており，キットはOEの配布メディアに含まれています。
OpenVMSのそれぞれのOEに含まれるコンポーネントについての詳細は『HP

OpenVMS I64 Software Product Description (SPD)』を参照してください。

注意

SWBから Javaアプリケーションを実行するようなインスタンスではシス
テムが短時間フリーズする場合があります。これは，要求元のクライアン
ト・アプリケーションに対するブロックされていない書き込み操作を，
DECwindows Xディスプレイ・サーバが正しく処理する際に発生します。
この制限事項の詳細は第 4.1.4項を参照してください。
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2.2.2 拡大/縮小された白黒イメージの表示に関する問題 (Alphaのみ)

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以上のシステムで，拡大/縮
小された白黒イメージが正しく表示されないという問題がありました。問題の内容
は，イメージの右上の角が左上の部分と重なるというものです。

この問題はDECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で修正されています。

2.2.3 非常に長いサーバ要求を発行するアプリケーションにおける応答時
間の問題の解決 (Alphaのみ)

V1.5

サーバからの非常に長い応答が必要となるような複数の要求を発行する
DECwindows Motifクライアント・アプリケーションで発生する応答時間の
問題は解決されています。このような処理の例としては，スクリーン全体の内容の
要求や，フォント・サーバにアクセスが必要なフォントのリスト要求などがありま
す。

この問題は，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で修正されていま
す。

2.2.4 ローカル・トランスポートで実行しているアプリケーションにおけ
る処理遅延の解決

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以降で，ローカル・トラン
スポートを使用しているクライアント・アプリケーションが，通常の待ち状態に
入るべき時に計算限界 (compute-bound)状態になるという問題は解決されていま
す。
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この問題は，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で解決されていま
す。ただし，複数のカーネル・スレッドを使用するクライアント・アプリケーショ
ンでは，マルチスレッド・サポートが有効になっているかどうかに関係なく，この
問題が発生する場合が稀にあります。

2.2.5 GKSを使用するアプリケーションのフェール

V1.3

HP Graphics Kernel System for OpenVMS (GKS)を使用するアプリケーション
をDECwindows Motifから実行すると，アプリケーションがフェールする場合が
あります。この問題は，読み取りイベントと応答イベントの間の ASTレベルでの
競合が原因で発生します。このような状況が発生すると，アプリケーション・プロ
セスがハングし， "unexpected asynchronous reply"というエラー・メッセージが
表示されます。

2.2.6 要求が集中したアプリケーションがクローズ前に一時停止する問題

V1.3

ローカル・ネットワーク・コネクション上で動作していて，要求が集中しているア
プリケーションがウィンドウ・マネージャによって強制的にクローズされた場合，
多少の遅延が発生することがあります。たとえば，DECW$EXAMPLES:ICOアプ
リケーションをローカル・ディスプレイからクローズしようとすると，アプリケー
ション・ウィンドウがクローズするまでに少し時間がかかります。

この現象は，ウィンドウ・マネージャ (DTWM)とサーバ・プロセスの間のリソ
ースの競合によって発生します。この問題を回避するには，DECW$SERVER_
PRIORITYパラメータを使用してサーバ・プロセスの優先順位を下げます。詳し
くは『HP DECwindows Motif for OpenVMS Alpha New Features』を参照して
ください。
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2.2.7 Display PostScriptのサポートの終了

V1.2–6

1998年 8月 1日から， Adobe Display PostScriptソフトウェアはサポートされな
くなりました。これは， Adobe Systems社がDisplay PostScriptのサポートを打
ち切ったことに伴う措置です。

この措置により， Adobe Display PostScriptソフトウェアを使用していた
DECwindows Motifアプリケーションの動作に及ぼした影響はさまざまです。た
とえば，日本語DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.2–6から，ブックリ
ーダは PostScriptフォーマットのグラフィックスを表示することができません。

この措置により個々のDECwindowsアプリケーションに及ぼした影響について
は，次のリリース・ノートを参照してください。

• ブックリーダ—第 2.4.1.1項

• CDA— 第 2.4.2.2項

• DECwindowsメール— 第 2.4.6.1項

DECwindows Motif環境用に設計されたユーザ作成のアプリケーションやサー
ド・パーティ製のアプリケーションに及ぼすおそれのある影響については，第
4.1.9項を参照してください。

2.2.8 「テア・オフ」メニューのサポートの制限

V1.2–3

次のアプリケーションは「テア・オフ」メニューをサポートしていません。

• CDAビューア

• ノートパッド

• 画面印刷
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2.2.9 "System Menu Bar: Pseudo Mouse Not Available"のメッセージの意
味

V1.2–3

"System Menu Bar: Pseudo Mouse not available"は，セッションを実行したとき
に SYS$LOGIN:DECW$SM.LOGファイルに書き込まれる情報メッセージです。
これはエラー・メッセージではありません。 Xディスプレイ・サーバでは自動的に
疑似マウス・モードが提供され，矢印キーを使用してマウス・カーソルを動かすこ
とができます。

2.2.10 OSF/Motifリリース 1.1.3に対してリンクされたアプリケーション
からの印刷

V1.2

プリント・キューを持たないシステム上で印刷を実行しようとしたとき，OSF
/Motifリリース 1.1.3にリンクされているアプリケーションが異常終了することが
あります。OSF/Motifリリース 1.1.3のライブラリにリンクされ，DECwindows
標準の印刷ダイアログ ([印刷ウィジェット])を使用するレイヤード製品も影響を受
けます。

考えられる解決策としては，DECwindows印刷ダイアログを表示しないようにす
るか，自分のシステムでプリント・キューを定義するようにします。プリント・ジ
ョブを受け付けるだけであれば，プリント・キューがプリンタに接続されている必
要はありません。プリント・キューがプリンタに接続されていないことを意味する
キューの名前 (例: NULL_PRINTER)を指定してください。

2.3 New Desktop環境

この節は，New Desktop環境に関するリリース・ノートです。
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2.3.1 電卓のデフォルトの幅の増加

V1.5

New Desktopの電卓アプリケーション (DtCalc)のデフォルトの横幅が大きくなっ
ています。固定長の表示フォーマットを選択した場合に，すべての桁をを表示する
のに充分な大きさになっています。

2.3.2 大量のファイル・コピーあるいはファイル移動の際にファイル・マ
ネージャがハングする問題の解決

V1.5

1回の操作で大量のファイル (ファイル名の長さに依存して 30～ 50)をコピーある
いは移動する際にファイル・マネージャ (dtFile)が RWMBX状態でハングすると
いう問題は解決されています。

ただし，大量のファイルを 1回の操作で移動する方が，同じファイルを複数回に分
けて移動するより処理時間はかかります。

2.3.3 ファイル・マネージャのリストア操作の適切な取消 (Alphaのみ)

V1.5

ごみ箱からファイルを元に戻す際に同じファイル名の既存ファイルがある場合，フ
ァイル・マネージャはダイアログ・ボックスを表示し，リストア操作を継続するか
あるいは中止するかを確認するためのプロンプトを表示します。以前のバージョン
で発生した，取消操作を選択した場合にファイル・マネージャがクラッシュすると
いう問題は解決されています。
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2.3.4 マルチヘッド・システムでスタイル・マネージャが誤ったセキュリ
ティ・オプションを表示する問題

V1.3

スクリーン 0以外のスクリーンから，スタイル・マネージャを使用して[スタイ
ル・マネージャ—セキュリティ]ダイアログ・ボックスにアクセスすると，このダ
イアログ・ボックスに表示される設定が誤っていることがあります。

この現象を回避するには，[スタイル・マネージャ—セキュリティ]ダイアログ・ボ
ックスを必ずスクリーン 0から表示します。アプリケーション・マネージャから起
動される[デスクトップツール]に含まれている[デフォルト画面の設定]ツールを使
用して，スタイル・マネージャを表示するスクリーンを選択します。

この問題は， XINERAMA無しで構成したマルチヘッド・システムでのみ発生し
ます。 XINERAMAの場合，論理スクリーンは 1つしかありません。

2.3.5 デフォルトで設定されるスクリーン・セーバとスクリーン・ロック

V1.2–6

DECwindows Motifの初期起動時に，スクリーン・セーバ (タイムアウトは 10分)
とスクリーン・ロック (タイムアウトは 30分)はデフォルトで有効に設定されま
す。

これらのデフォルト値は変更できます。スタイル・マネージャにアクセスし
て，[スクリーン・セーバ]の設定を変更 (および保存)してください。

2.3.6 セッション・マネージャのロギンクの問題

V1.2–5

ディスクの空き領域がなくなるまで，New Desktopセッシュション・マネージ
ャ (DtSession)がログ・ファイルにエラーを記録し続ける場合があります。た
とえば，DECW$DISPLAYを不正な値に設定している場合や CDE$SYSTEM_
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DEFAULTS:[BIN]DTSCREEN.EXEが正常にインストールされていない場合など
に，この問題が発生する可能性があります。

New Desktopセッション・マネージャ (DtSession)は，スクリーン・セーバ
(DTSCREEN)を起動できない場合，ログ・ファイルdevice:[user.DT]ERRORLOG
にエラーを記録します。DtSessionは，スタイル・マネージャの "ロック画面の切
り替え時間 "パラメータで指定された間隔でこのエラーを書き込みます。この間隔
はユーザによる設定が可能です。

この問題を回避するには， "ロック画面の切り替え時間 "パラメータの値を大きく
して最大値 (120分)にします。あるいは，この問題が発生した場合には，画面をロ
ックする代わりにNew Desktopを終了します。

2.3.7 拡張ファイル指定でのファイル・マネージャの問題

V1.2–5

以下に示すのは，ファイル・マネージャに関する既知の問題点あるは制限事項と拡
張されたファイル指定の処理です。

• [ファイル/フォルダの新規作成]メニュー項目では，パス名の長さが 255文字を
超えると，フォルダの新規作成は行えますが，フォルダを画面に表示すること
はできません (非表示となります)。これらのファイルは，DCLレベルで表示す
ることができます。

• [ファイル/検索/ファイル]メニュー項目では，ダイアログのフォーム・フィール
ドに完全なファイル名を入力したとき，ファイル名が 235文字を超えるファイ
ルの検索はできません。この問題を回避するには，ワイルドカードを使用して
検索を実行します。

2.3.8 DECwriteアイコンで DECwriteプログラムが起動しない

V1.2–5

New DesktopにはDECwriteアイコンがありますが，これをクリックしても何も
起こりません。
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2.3.9 TPUウィンドウをオープンしたままでセッションを終了したときの
遅延

V1.2–4

セッション終了時またはホーム・セッション保存時に，DECwindowsテキスト・
プロセッシング・ユーティリティ (DECTPU)のウィンドウが表示されるまでに 1
分間の遅延が発生します。

DECTPU (EVEエディタ)のDECwindowsインタフェースは，状態を保存する必
要があるかどうかの通知を必要としますが，セッション・マネージャから送信され
る通知には応答しません。セッション・マネージャは， 1分間だけ応答を待ってか
ら処理を継続します。このために遅延が発生します。

2.3.10 dximageviewによる TIFファイルの参照

V1.2–4

dximageviewを使用して， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.HELP.C.
GRAPHICS]ディレクトリから TIFフォーマットのファイルを表示しようとした場
合，次の警告メッセージが表示されます。

TIFFOpen: Warning, unknown field with tag 34209 (0x85a1) ignored.
TIFFOpen: XResolution: Rational with zero denominator (num = 200).

このエラーは， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.HELP.
C.GRAPHICS]ディレクトリ内にある TIFファイルが対象の場合にのみ発生しま
す。これは単なる警告メッセージで，ファイルはイメージ・ビューアによって正し
く表示されます。

2.3.11 テキスト・エディタの制限事項

V1.2–4
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New Desktopに組み込まれているテキスト・エディタについては，『共通デスク
トップ環境:ユーザーズ・ガイド』の第 10章で説明しています。現在，次の問題と
制限事項があります。

• テキスト・エディタのリファレンス・ページに，「テキスト・エディタにはク
ライアント/サーバ機能が備わっている」という説明がありますが，本バージ
ョンのテキスト・エディタは「スタンドアローン」オプションのみをサポート
し，クライアント/サーバ・アプリケーションとしては構成されていません。

• 「スペルミスの語を修正するには」の節で説明しているスペルチェック機能
は，本バージョンのテキスト・エディタには組み込まれていません。

• New Desktopのテキスト・エディタのベースであるテキスト・ウィジェット
は，タブ幅を厳密に 8文字に設定しているわけではありません。通常， 8文字
よりやや多くなります。スペースとタブの組み合わせでテキストを表示する
と，行が縦に揃わなくなることがあります。

2.3.12 UNIX形式で表示されるファイル名

V1.2–4

アプリケーション・マネージャの[検索]ダイアログ・ボックスおよびヘ
ルプ・ビューアによって報告されるエラー・メッセージは，ファイル名
がOpenVMS標準形式でなくUNIX形式で表示されます。たとえば，
SYS$SYSROOT:[SYSMGR]LOGIN.COMは，/sys$sysroot/sysmgr/login.com
と表示されます。

2.3.13 フロントパネルの時計はアイコンのみ

V1.2–4

New Desktopのフロントパネルの時計は，アナログ時計表示でシステムの現時刻
を表示するアイコンです。このアイコンにはその他の機能はなく，このアイコンを
クリックまたはダブル・クリックしても何も起こりません。
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2.3.14 ToolTalkアクションの未サポート

V1.2–4

『共通デスクトップ環境:上級ユーザー及びシステム管理者ガイド』の説明にあ
る，アクション定義ファイル (*.dt)への ToolTalkアクションの定義は，サポート
されていません。本バージョンでインストールされているアクション定義ファイル
には， ToolTalkアクションの一部が入っていますが，これらのアクションの変更
はサポートされていません。このため，変更した場合にはNew Desktopの一部の
機能が動作しなくなる可能性があります。

2.3.15 セッション・マネージャの保存および復元の制約

V1.2–4

New Desktopで提供するセッション・マネージャでは，ブックリーダ，漢字端末
エミュレータ，カレンダに対してWM_SAVE_YOURSELFプロトコルをサポート
します。

このプロトコルを活用するよう作成されたアプリケーションでは，次の処理が可能
です。

• ユーザがセッションを終了したときに，その時点の状態を保存

• ユーザが新しいセッションを開始したときに，保存した状態を復元

New Desktopの各アプリケーションは保存および復元機能をサポートしてい
ますが，既存のDECwindows Motifアプリケーションの多くは，WM_SAVE_
YOURSELFプロトコルをサポートするように変更されていません。

既存のアプリケーションと新しいアプリケーションの違いは，次のようなログイン
およびログアウト時に見られます。

• 保存および復元機能をサポートしているアプリケーションでは，ユーザのログ
アウト時にそのアプリケーションを実行中であれば，メイン・ウィンドウを作
成します。
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• 保存および復元機能をサポートしていないアプリケーションでは，ログイン時
に自動的に再起動されません。

保存および復元機能をサポートをサポートする既存のDECwindows Motifアプリ
ケーションの例としては，DECwindowsメールがあります。

注意

このセッション・マネージャ・アプリケーションと DECwindows X11ディ
スプレイ・サーバの一部である X Session Managementプロトコルとを混
同しないでください。

2.3.16 ファイル・マネージャのサーチ・リストの制約

V1.2–4

ファイル・マネージャ・アプリケーションには，New Desktop環境でのサーチ・
リストについて，次のような制約があります。

• サーチ・リストを使用してディレクトリの内容を表示させようとすると，サー
チ・リストの最初のディレクトリだけが表示されます。

• 装置名がサーチ・リストになっているディレクトリを表示した場合，指定した
ファイル名が付いているすべてのファイルが表示され，ユーザはそのファイル
がどのディレクトリに入っているか判別することができません。

たとえば， SYS$SPECIFIC:[SYSMGR]TOOLS.DIR;1というファイルと
SYS$COMMON:[SYSMGR]TOOLS.DIR;1というファイルが存在しているシ
ステムでは，ユーザが SYS$SYSROOT:[SYSMGR]ディレクトリに切り替える
と， TOOLS.DIRファイルを表すアイコンが 2つ表示されます。この 2つのア
イコンのラベルは同一で区別がつかず，どちらかのアイコンをクリックして起
こる動作は予測できません。

この問題を回避するには，重複する可能性があるファイルに SYS$SPECIFIC:
[SYSMGR]または SYS$COMMON:[SYSMGR]のように，完全なディレクトリ
名を指定するようにしてください。
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2.3.17 [ログイン]画面と[一時停止]画面のテキスト・フィールドの制限

V1.2–4

以降の各項では，[ログイン]画面と[一時停止]画面のテキスト・フィールドについ
て説明します。

2.3.17.1 ユーザ名入力時に認識されない制御文字

New Desktopは，ログイン・ユーザ名のテキスト・フィールドでの制御文字の
入力を受け付けません。制御文字を入力しても破棄されます。これに対して，
DECwindowsのログイン・ユーザ名テキスト・フィールドは，次のキー・シーケ
ンスをサポートしています。

• Ctrl/U， Ctrl/Jまたは F13 (行頭まで削除)

• Ctrl/Hまたは F11 (行頭にカーソル移動)

• Ctrl/E (行末にカーソル移動)

New Desktopは， Ctrl/Uをサポートしています。ログインでのパスワード入力時
または画面の一時停止の解除時に Ctrl/Uを入力すると，その位置までの入力文字
がすべて消去されます。

2.3.17.2 RETURNキーを使用した[ログイン]テキスト・フィールド間の移動

New Desktopでは，[ユーザ名]テキスト・フィールドと[パスワード]テキスト・
フィールドは異なるダイアログ・ボックスであるため，[ユーザ名]から[パスワー
ド]のテキスト・フィールドに移動する場合は， RETURNキーを使用します。
Tabキーでは，次のテキスト・フィールドにカーソルが移動しません。 Tabキーで
は，[確認]ボタンが強調表示されるだけです。

2.3.17.3 [一時停止]画面でのパスワード入力時の最初の文字の無視

ワークステーションが一時停止しており，[パスワード]ダイアログ・ボックスが
表示されていない場合，入力した最初の文字は無視されます。これに対して，
DECwindowsの[一時停止]画面では，入力した文字はすべて受け付けられます。

New Desktopの使用時には，実際の文字を入力しない Shiftなどのキーを使用する
か，あるいはマウスを使用して[一時停止]ダイアログ・ボックスを再表示させてか
ら，パスワードを入力してください。入力した文字が不明な場合には， Ctrl/Uを

2–16 一般ユーザ向けリリース・ノート



使用して[パスワード]テキスト・フィールドに入力した文字を消去することができ
ます。

2.3.17.4 最初の画面に文字が表示されない

Xサーバのフォント・パスに 100 dpiフォントが入っていない場合，ログイン直後
の青い最初の画面に「ようこそ」の文字が表示されません。リモートの Xサーバに
セッションを表示している場合にも，この問題が発生する可能性があります。

2.3.18 フォント選択の制約

V1.2–4

New Desktopでは，フォント・サイズを選択するダイアログ・ボックスを表
示する機能が備わっています。これで設定した新しいフォント・サイズはNew
Desktopのアプリケーションにのみ適用され，既存のDECwindows Motifのアプ
リケーションには適用されません。

2.3.19 省略時のワークスペースの制約

V1.2–4

New Desktopでは省略時の 4枚のワークスペースに対して省略時の背景が設定さ
れています。ワークスペースの背景は，スタイル・マネージャの[背景]機能で変更
したり，[背景なし]を選択することができます。

[背景なし]を選択すると，デスクトップの背景にアイコンをドラッグしてドロップ
することができなくなります。アイコンをドラッグしてボタンを放しても，そのア
イコンはファイル・マネージャあるいはアプリケーション・マネージャに戻ってし
まいます。

[背景なし]を選択する前に背景にドロップされたアイコンはそのまま残り，正常に
機能します。

一般ユーザ向けリリース・ノート 2–17



2.4 アプリケーション

この節は，個々のDECwindows Motifアプリケーションに関するリリース・ノー
トです。

2.4.1 ブックリーダ

この項は，ブックリーダ・アプリケーションに関するリリース・ノートです。

2.4.1.1 Display PostScriptのサポートの終了

V1.2–6

DECwindows MotifでDisplay PostScriptがサポートされなくなったため，ブッ
クリーダでは，オンライン・マニュアルの PostScriptの図の表示がサポートされ
ていません。ブックリーダが PostScriptの図を検出すると，フルサイズの図のウ
ィンドウに大きな "X"を表示するとともに，エラー・メッセージ・ボックスに次の
メッセージを表示します。

Unable to display PostScript(R) graphic.
This feature is no longer available.

これに対する回避策はありません。

2.4.2 CDA

この節は，DECwindows Motifの CDA (Compound Document Architecture)ラ
ンタイム・サービスおよび CDAビューア構成要素に関するリリース・ノートで
す。

2.4.2.1 eXcursion V7.1による色付きの大きな DDIFファイルの表示

V1.3

eXcursion Xサーバ・セッションから CDAビューアを実行しているときに，色付
きの大きなDDIFファイルを表示できない場合は，次の手順のいずれかを実行する
ことをお勧めします。
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• eXcursion外にあるローカル・トランスポートまたはDECnetトランスポート
を使用する CDAビューア・セッションからDDIFファイルを表示する。

• HP PATHWORKS 32ソフトウェアを， V7.2またはそれ以降にアップグレー
ドする。このソフトウェアの入手方法については，OpenVMSのWebサイト
(http://www.hp.com/go/openvms)を参照してください。

2.4.2.2 Display PostScriptのサポートの終了

V1.2–6

DECwindows MotifからDisplay PostScriptのサポート機能が削除されたため，
CDAは PostScriptソースの表示をサポートしていません。 PostScriptオプション
は CDAビューアから削除されています。文字セル・インタフェースの CDAビュ
ーアから PostScriptファイルを表示しようとすると，ビューアは次のようなメッ
セージを表示します。

%CDA-E-UNSUPFMT, unsupported document format.

これに対する回避策はありません。

2.4.3 時計

この節は，時計アプリケーションに関するリリース・ノートです。

2.4.3.1 システム時刻リセット後の時計の正しいアップデート (Alphaのみ)

V1.5

システム時刻の日付や時間を以前の時刻に戻した場合に，時計アプリケーションが
正しくアップデートされないという問題が解決されました。これまでは，アナロ
グ，デジタル，および日付表示は，マウスを時計ウィンドウ上に動かした場合のみ
アップデート情報が渡されていました。

2.4.4 漢字端末エミュレータ

この項は，漢字端末エミュレータ (DECterm)に関するリリース・ノートです。
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2.4.4.1 ReGISを使用するグラフィックス・アプリケーションが原因で DECterm
がクラッシュする問題の解決 (Alphaのみ)

V1.5

DECwindows Motif Version 1.3以降のシステムで， ReGISを使用するクライア
ント・グラフィックス・アプリケーションがスレッド・スタック・オーバーフロ
ーのために DECtermをクラッシュさせるという問題は，DECwindows Motif for
OpenVMS Version 1.5で解決されています。

2.4.4.2 DECtermウィンドウの位置に関する問題の解決 (Alphaのみ)

V1.5

DECtermウィンドウはDECW$TERMINAL.xおよびDECW$TERMINAL.yリソ
ースで指定した位置に正しく表示されるようになり，WM_NORMAL_HINTSが
正しく設定されるようになりました。

ウィンドウの正しい配置のためにMwm*clientAutoPlace (従来のDECwindows
Desktop)あるいはDtwm*clientAutoPlace (New Desktop)のリソースを FALSEに
リセットする必要はなくなりました。

2.4.4.3 CREATE/TERMINAL/DETACHによるブロードキャスト・メッセージの表
示

V1.5

デフォルトでは，DECtermウィンドウはサブプロセスとして作成されます。プロ
セスの設定には関係なく，それらのサブプロセスはブロードキャスト・メッセージ
を受けとることはできません。これは，OpenVMSが，それらのサブプロセスが
端末デバイスとして接続されていると認識しないためです。

DECtermウィンドウにブロードキャスト・メッセージを表示させるためには，
CREATE/TERMINAL/DETACHコマンドを使用して，DECtermウィンドウを切
り離されたプロセス (detached process)として手動で生成します。
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2.4.4.4 CREATE/TERMINALによる IPv6サポートの有効化

V1.5

プロセス・テーブル (あるいはジョブ・テーブル)でDECW$IPV6_SUPPORT論理
名が TCP_IS_IPV6と定義されている一方で，システム・テーブル (あるいはグル
ープ・テーブル)ではそのように定義されていない場合， CREATE/TERMINALコ
マンドがフェールする場合があります。この問題は，指定した表示が TCP/IPトラ
ンスポートを使用し，ノード名が IPv6形式のアドレスの場合 (あるいは IPv6サポ
ート・トランスポートでのみアクセス可能な場合)に発生します。

この場合，切り離されたプロセスのターミナル・コントローラはDECW$IPV6_
SUPPORT論理名の値がわからず，デフォルトの TCP/IPトランスポート値 INET
を割り当てます。

矛盾が発生した場合は，表示デバイスのネットワーク・トランスポートの値を
INETあるいは INET6に変更し， CREATE/TERMINALコマンドを繰り返してく
ださい。利用できるトランスポート値の一覧は，『日本語DECwindows Motif for
OpenVMS環境設定の手引き』を参照してください。

2.4.4.5 eXcursionまたはマルチヘッド XINERAMAシステムで漢字端末エミュレー
タを表示する場合の ignoreVisibilityリソースの使用

V1.3–1

eXcursionを使用して漢字端末エミュレータを表示する場合あるいは XINERAMA
マルチスレッド・システムで漢字端末エミュレータを表示する場合にスクロールの
問題が発生するのを防止するために，新しいリソースであるignoreVisibilityが追
加されました。これらの問題の発生を防止するには，次の行を漢字端末エミュレー
タのオプション・ファイルに挿入します。

*.ignoreVisibility: True

設定を保存して有効にするには，[オプションの保存]を選択し，ディスプレイ上で
すべての漢字端末エミュレータをいったん閉じた後，再起動してください。
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2.4.4.6 Kerberosが有効な場合に漢字端末エミュレータの起動が失敗する問題

V1.3

Kerberos認証を使用している場合，DECtermコントローラを起動できないこと
があります。この問題を回避するには， SYLOGIN.COMのMODE_OTHERセク
ション内でKerberosが初期化 (@SYS$MANAGER:KRB$SYMBOLS.COM)され
るように SYLOGIN.COMを変更します。

2.4.4.7 eXcursion使用時にユーロ通貨記号が正しく表示されない問題

V1.3

eXcursionとDECwindows Motifでのユーロ記号のサポート方法の違いにより，
eXcursion経由で起動された漢字端末エミュレータ・ウィンドウにはユーロ記号が
正しく表示されないことがあります。漢字端末エミュレータは Latin-9フォント
を，同等の Latin-1フォントに置き換えます。これにより，ユーロ記号の表示で問
題が発生します。

フォントの置き換えが起こらないようにするには， eXcursionのフォント・エイリ
アス・ファイルを， eXcursionのリリース・ノートで説明されているように変更し
ます。このリリース・ノートには，エイリアス・ファイルの編集方法の他，ユーロ
通貨記号のサポートに関連するその他の制限事項が説明されています。

2.4.4.8 Powerstorm 4d02グラフィックス・カードを使用した XINERAMAマルチ
ヘッド・システムでテキストが正しく表示されない問題 (Alphaのみ)

V1.3

XINERAMA拡張と Powerstorm 4d20グラフィック・カードを使用するマルチヘ
ッド構成では，漢字端末エミュレータ・ウィンドウにテキストが正しく表示されな
いことがあります。ただしそれでも，キーボード入力は処理されます。

この問題を解決するためには，各ウィンドウから xrefreshユーティリティを実行
して，影響するDECtermウィンドウのテキストをリフレッシュしてください。

$ RUN DECW$UTILS:XREFRESH
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2.4.4.9 漢字端末エミュレータ・ウィンドウが縮む問題

V1.2–5

XUIウィンドウ・マネージャの使用時に，[端末の自動サイズ変更]をオンにして
いるときに，マウスを使用して漢字端末エミュレータ・ウィンドウをサイズ変更
すると，漢字端末エミュレータ・ウィンドウが縮んでしまいます。この問題を回
避するには，漢字端末エミュレータのリソース・ファイルDECW$TERMINAL_
DEFAULT.DATあるいはDECW$TERMINAL_DEFAULT_JA_JP.DATファイル
に次の行を追加します。

DECW$TERMINAL.main.terminal.useWMHints: false

この変更を行うと，ウィンドウ・マネージャが文字数でなくピクセル値で漢字端末
エミュレータ・ウィンドウのサイズを表示するようになることに注意してくださ
い。また，漢字端末エミュレータ・ウィンドウを最大化すると，正常に元のサイズ
に戻らない場合があるかもしれませんが，縮んでしまうことはなくなります。

2.4.4.10 漢字端末エミュレータのリソース・ファイル名

V1.2–4

現在は，ディスプレイのロケールを使用して，漢字端末エミュレータのリソース・
ファイル名を作成します。たとえば，ロケールが「ja_JP」に設定されている場合
は，デフォルトのリソース・ファイル名はDECW$TERMINAL_DEFAULT_JA_
JP.DATになります。

ただし，ユーザが特定のロケールで 1回以上「保存」オプションを選択するまで，
漢字端末エミュレータでは古いリソース・ファイル名を使用します。漢字端末エミ
ュレータのデフォルトのリソース・ファイル名はロケールが次のいずれかに該当す
る場合，継続してDECW$TERMINAL_DEFAULT.DATとなります。

• "C"の場合

• "en_US"で始まる場合

• "8859-1"が入っている場合
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2.4.4.11 漢字端末エミュレータのウィンドウ数の上限

V1.2–4

漢字端末エミュレータのコントローラは，漢字端末エミュレータのウィンドウを最
高 23枚まで作成できます。これは，使用する各ウィンドウについてイベント・フ
ラグ 1個が必要で，漢字端末エミュレータは 23個までイベント・フラグを使用で
きるためです。イベント・フラグ 0とイベント・フラグ 24～ 32は，漢字端末エミ
ュレータでは使用することができません。

ウィンドウを 24枚以上必要とする場合は，新しいコントローラを作成する必要が
あります。新しいコントローラを作成するには，次のコマンドを入力してくださ
い。

$ MCR DECW$TERMINAL

このコマンドは最後のウィンドウが閉じるまで戻らないため，このコマンドを実行
するウィンドウはこれ以外の用途には使用できないことに注意してください。この
方法でコントローラを起動した後は，DCLコマンドの CREATE/TERMINALで
新たに 23枚のウィンドウを作成することができます。

2.4.4.12 端末のサイズ変更

V1.2–3

[端末ウィンドウの自動サイズ変更]オプションを有効にして漢字端末エミュレー
タ・ウィンドウを最大化すると，最も近いセル境界までウィンドウが拡大します
が，必ずしも全画面に拡大されるわけではありません。[元のサイズに戻す]オプシ
ョンの機能は従来どおりです。

2.4.4.13 漢字端末エミュレータ・ウィンドウ・サイズの報告

V1.2–3

ウィンドウ・マネージャの[ワークスペース・オプション]ダイアログ・ボックス
で[フィードバックを表示]オプションを有効にして，漢字端末エミュレータ・ウィ
ンドウのサイズを変更すると，ピクセル値ではなく文字数でウィンドウ・サイズが
報告されます。
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2.4.4.14 オート・リピート設定の変更

V1.2–3

漢字端末エミュレータの[キーボード・オプション]ダイアログ・ボックスでは，[オ
ート・リピート]設定を変更することはできません。設定を変更する場合は，セッ
ション・マネージャ (従来のDECwindows Desktop)あるいはスタイル・マネージ
ャ (New Desktop)の[キーボード]ダイアログ・ボックスを使用してください。

2.4.4.15 著作権についての注意書きの表示のタイムアウト

V1.2–3

著作権についての注意書きは，端末に表示されてから 10秒間キーボードまたはマ
ウスの操作がないと，漢字端末エミュレータの画面から消えます。

2.4.4.16 フォントの選択

V1.2

漢字端末エミュレータでは，正しく動作しないフォントもあります。漢字端末エミ
ュレータは文字セル端末をエミュレートしているため，各グリフが同じピクセル幅
を処理し，アセンダーとディセンダーがバウンディング・ボックスの境界を越える
ことのない，モノスペースの等幅フォントであることを前提に実装されています。
このため，プロポーショナル・フォントを選択することもできますが，その結果を
保証することはできません。

さらに，漢字端末エミュレータのフォントは 26種の関連するフォント・ファミリ
として提供されます。この中には太字，横倍画，縦横倍画，通常，縮小等の種類が
あります。また，漢字端末エミュレータには，線画文字および弊社技術文字セット
などの特殊文字が含まれています。漢字端末エミュレータのフォント・ファミリ
は，フォント名の表記法によって識別されます。

関連するすべてのフォント・ファミリ変形文字を持たないフォント，必要な特殊文
字を含まないフォント，漢字端末エミュレータのフォント・ファミリの表記法に従
わないフォント・ファミリでは，表示その他の面で望まれる結果が期待できない場
合があります。
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選択したフォントをDECtermが見つけられない場合，あるいは選択したフォン
ト・ファミリに存在しないフォントに遭遇した場合，フォントが見つからないこと
を示す警告メッセージが表示されます。この場合DECtermは，指定したフォント
の代わりに別のフォントを使用して処理を進めます。

2.4.4.17 漢字端末エミュレータの論理名のサポート

V1.1

表 2–1には，漢字端末エミュレータがサポートする論理名が記載されています。
これらの論理名が LOGIN.COMファイルで定義されていない場合，コントローラ
は省略時の値を使用します。

表 2–1 漢字端末エミュレータがサポートする論理名

論理名 説明

DECTERM_DIAG 診断メッセージを可能にします。

DECTERM_SHOW_PARSING 構文解析どおりに文字を表示します。

DECW$DECTERM_OUTPUT 診断出力ファイル名。デフォルトは
SYS$OUTPUT。

DECW$DECTERM_REGIS_CURSOR ReGISに使用するカーソルを指定します。

DECW$TERMINAL_NODENAME コントローラが別の名前を見つけられない
ときに使用するノード名。

DECW$DECTERM_CTRL_SSRWAIT コントローラ用の SSRWAITフラグに 1を
設定します。

DECW$DECTERM_CTRL_PSWAPM コントローラ用の PSWAPMフラグに 1を
設定します。

DECW$DECTERM_CTRL_WSEXTENT コントローラ用にWSEXTENTクォータを
設定します。

DECW$DECTERM_CTRL_WSQUOTA コントローラ用にWSQUOTAクォータを
設定します。

DECW$DECTERM_DISABLE_QUOTA_CHECKING クォータ・チェックをオフにします。

DECW$DECTERM_MEM_DIAG コントローラのクォータ計算を表示しま
す。
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2.4.4.18 接続されたプリンタへの印刷

V1.1

ポート装置への画面印刷サービスを使用するには，そのポート装置に対する読み込
みおよび書き込み特権が必要です。コントローラが装置に対するアクセスを必要と
するため，装置を割り当てただけでは画面印刷を行うことはできません。その装置
をWORLD:RWに設定してください。

たとえば， VAX 3100のプリンタ・ポートを使用する場合は，特権アカウントから
次のコマンドを入力するか，システム・スタートアップ・ファイルに含めておかな
ければなりません。

$ SET PROTECTION=WORLD:RW TTA3:/DEVICE

2.4.4.19 画面ホールドの応答時間の改善

V1.1

画面ホールド・キーの応答時間が遅すぎる場合には，使用している
DECW$TERMINAL_DEFAULT.DATあるいはDECW$TERMINAL_DEFAULT_
JA_JP.DATファイルに次の行を追加します。

DECW$TERMINAL.main.terminal.syncFrequency: 1
DECW$TERMINAL.main.terminal.batchScrollCount: 1

これらのリソースの使用によって，漢字端末エミュレータ・ウィンドウの性能が影
響を受ける場合があります。影響の度合いはサイトによって異なります。スクロー
ルの速度を犠牲にして画面ホールドの反応時間を向上することができます。画面ホ
ールドの反応速度を速めると，スクロールの速度は遅くなります。省略時には，こ
れらのリソースは，それぞれ 10と 0に設定されています。

2.4.4.20 漢字端末エミュレータのグラフィックス

V1.1

次は，漢字端末エミュレータのグラフィックスに固有の情報です。

• 状況により，漢字端末エミュレータで専用のカラーマップが作成される場合が
あります。ウィンドウに ReGISまたはシクセル・グラフィックスが表示され，
省略時のカラーマップから十分なカラー数をそれらに割り当てることができな

一般ユーザ向けリリース・ノート 2–27



い場合，この専用のカラーマップが作成されます。結果的に，漢字端末エミュ
レータ・ウィンドウが入力フォーカスを持つと，全ワークステーション用のカ
ラーマップが変更されます。省略時のカラーマップは， 4プレーン・システム
またはモノクロ・システムでは 4色であり， 4プレーンより上のカラー・シス
テムでは 16色です。

漢字端末エミュレータ・ウィンドウを省略時のカラーマップに戻すには，[コマ
ンド]メニューから[画面消去]を選択してそのウィンドウを消去し，さらに[コマ
ンド]メニューから[端末リセット]を選択して端末をリセットしてください。

• 漢字端末エミュレータが専用のカラーマップを使用中に作成されたダイアロ
グ・ボックスはどれも黒く見えます。これを防ぐには，漢字端末エミュレータ
が省略時のカラーマップを使用している時にダイアログ・ボックスを作成 (つま
り，初めての作成)してください。

• グラフィックス・バッキング・ストアには，グラフィックスしか書き込めず，
テキストは書き込めません。ウィンドウの一部を漢字端末エミュレータに描き
直す必要があった場合，まず最初にそのウィンドウのグラフィックス部分が描
かれ，続いてその上にテキストが重ね書きされます。結果的に，最初の表示と
同一にはなりません。

• ReGISは，正確に 24行× 80桁のウィンドウではないウィンドウを指定しま
す。したがって，テキストとグラフィックスの関係は， VT330または VT340
の状態と必ずしも一致しません。

• ReGISの次の機能は使用できません。

コマンド表示モード

スクローリング

出力カーソル

2.4.4.21 漢字端末エミュレータのリソース使用

V1.1

システムのリソースおよびクォータに許可された数よりも多くの端末ウィンドウを
作成することはできません。前バージョンの漢字端末エミュレータでは，クォータ
を超えた場合に漢字端末エミュレータのコントローラ・プロセスがクラッシュし，
すべての漢字端末エミュレータ・ウィンドウが消えてしまいました。本バージョン
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では，リソースが不足した場合は，ダイアログ・ボックスが表示されて，これ以上
は漢字端末エミュレータ・ウィンドウを増やせないことを示すメッセージが通知さ
れます。

各漢字端末エミュレータ・ウィンドウのメモリ要求を減らして，新しい端末ウィン
ドウを作成するには，[表示]ダイアログ・ボックスの[保存行]の数を減らし，各漢
字端末エミュレータ・ウィンドウの桁数を減らしてください。

リソースの上限に達した場合は，一旦ホスト・システム上で実行しているすべての
漢字端末エミュレータ・ウィンドウからログ・アウトしないかぎり，端末ウィンド
ウの数を増やすことはできません。

2.4.4.22 診断クラッシュ・ファイルおよびメッセージ

V1.1

致命的な重大度レベルの状態コードが返されると，漢字端末エミュレータは診断
ファイルを作成します。漢字端末エミュレータが異常終了した場合は，ファイル
DECTERM_ERROR.LOGがログイン・ディレクトリに作成されます。漢字端末エ
ミュレータに問題が発生した場合は，弊社のサービス担当者にログ・ファイルのコ
ピーを提出してください。問題がなくてもログ・ファイルが作成される場合がある
ので，ログ・ファイルが作成されたからといって問題が発生しているとはかぎりま
せん。したがって，ログ・ファイルだけが単独で作成された場合は，問題が生じた
とはいえません。

DECTERM_DIAGという論理名またはシンボルを定義することによって，追加レ
ベルの診断メッセージを使用することができます。これを定義した場合，拡張され
た診断メッセージが漢字端末エミュレータによって表示されます。このモードは問
題の診断にのみ使用してください。このモードでは，セッション・マネージャから
新しい漢字端末エミュレータを作成するたびに，セッション・マネージャのメッセ
ージ・ウィンドウが作成されます。

論理名DECW$DECTERM_OUTPUTをファイルを指すように定義して，通常の
漢字端末エミュレータ診断を有効にすることもできます。
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2.4.4.23 デバッガの使用

V1.0

デバッガからの出力を漢字端末エミュレータ・ウィンドウにリダイレクトするに
は，次のコマンドを入力します。

$ CREATE/TERMINAL/NOPROCESS/DEFINE=xxx

このコマンドが生成する漢字端末エミュレータには対応するプロセスはありません
が，端末を指す論理名 "xxx"があります。この手法によって，アプリケーションを
実行していない別の漢字端末エミュレータに出力をリダイレクトすることが可能と
なります。出力をリダイレクトするには次のコマンドを入力します。

$ DEFINE /USER DBG$INPUT xxx:
$ DEFINE /USER DBG$OUTPUT xxx:
$ RUN /DEBUG application.EXE

2.4.4.24 仮想端末のサポート

V1.0

仮想端末を使用するプロセスを作成するには，次のコマンドを入力します。

$ CREATE/TERMINAL/NOPROCESS

続いて新しく作成したDECtermにフォーカスを設定し， Returnキーを押してロ
グインします。/DEFINE修飾子は必要でないことに注意してください。

2.4.4.25 VT330および VT340端末エミュレータの制限事項

V1.0

漢字端末エミュレータには， ReGISおよびシクセル・グラフィックスなどの
VT330および VT340シリーズ・ビデオ端末の機能のいくつかが組み込まれまし
た。しかし，漢字端末エミュレータは，完全な VT330および VT340端末エミュレ
ーション機能を提供するものではありません。

漢字端末エミュレータには次の制限があります。

• ユーザ読み込み可能文字 (DRCS:User loadable characters)，ローカル・モード
および制御表現モードの機能はありません。
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• チェッカー盤文字 (弊社の特殊グラフィックス文字セットの文字 97)が，逆疑問
符の代わりにエラー文字として使用されます。

• 漢字端末エミュレータは， 8プレーン以下のサーバでのシクセル描画の省略時
の設定として，置換モードを使用します。 8プレーンよりも多くのプレーンを
持つサーバでは置換モードは機能せず，漢字端末エミュレータは上書きモード
を使用します。

2.4.4.26 CREATE/TERMINAL/DETACHED/PROCESSの使用

V1.0

ユーザ名と同一のプロセス名を持つプロセスがシステム上で実行されている場合を
除き，修飾子/PROCESS=procnamは，修飾子/DETACHEDとともに使用すると正
常に機能しません。

この問題を避けるには，次のコマンド・プロシージャを使用してください。

$! CREATE_TERM_PROC.COM
$!
$! Invoke as SPAWN/NOWAIT @CREATE_TERM_PROC procname
$!
$ SET NOON
$!
$! Set Process name to username
$!
$ X = F$CONTEXT("PROCESS", PID, "PRCNAM", "’’F$PROCESS()’","EQL")
$ NAME = F$EDIT(F$GETJPI(X,"USERNAME"),"COLLAPSE")
$ SET PROCESS/NAME="’’NAME’"
$ CREATE/TERMINAL/DETACHED/PROCESS="’’P1’"
$!
$! Allow new process to RUN LOGINOUT before exiting subprocess
$ WAIT 00:00:10

修飾子/PROCESS=procnamにすでに使用されているプロセス名を指定した場合，
漢字端末エミュレータは作成されますが，漢字端末エミュレータ内部のプロセス作
成に失敗します。この場合，DCLコマンドの CREATE/TERMINALから次のエ
ラー・メッセージが通知されます。

%SYSTEM-F-DUPLNAM, duplicate name
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2.4.4.27 ReGISロケータ・レポート

V1.0

漢字端末エミュレータが R(P(I))コマンドに応じて，あるいは複数の入力モードで
ReGISロケータ・レポートを送信し，そのロケータ位置がアドレス可能な領域を
外れていた場合，漢字端末エミュレータは座標を省略してロケータ・レポートを送
信します。たとえば， Aキーを押すと次のレポートを生成します。

A[]<CR>, where <CR> is a carriage return (ASCII code 13).

2.4.5 DECwindows CDプレーヤ

この項は，DECwindows CDプレーヤ・アプリケーションに関するリリース・ノ
ートです。

2.4.5.1 必要な特権

V1.1

DECW$EXAMPLESディレクトリのDECwindows CDプレーヤ (DECW$CDPLAYER)
アプリケーションでは， PHY_IOおよびDIAGNOSE特権がないと， CDプレー
ヤのハードウェアを動作させることはできません。ユーザのプロセスまたはイメー
ジのいずれかにこれらの特権が必要です。

2.4.6 電子メール

この項は，電子メール・アプリケーションに関するリリース・ノートです。

2.4.6.1 Display PostScriptのサポートの終了

V1.2–6

DECwindows MotifでDisplay PostScriptがサポートされなくなったため，電子
メールでは PostScriptコードのみのメッセージの表示をサポートしていません。
電子メールの以前のバージョンでは， PostScriptを含むメール・メッセージがあ
ることを検出すると，Display PostScriptを使用してそのメッセージを表示してい
ました。
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現在では，電子メールで PostScriptコードのみのメッセージを検出すると，次の
エラー・メッセージを表示します。

[This PostScript® message cannot currently be displayed.]

回避策としては，[ファイル]メニューで[Extract]オプションを使用し，
([Extract]ダイアログ・ボックスで[Include Header Information]の選択を解除
して)，取り出したファイルをプリントします。

2.4.6.2 ディレクトリ・ウィンドウからのメッセージのペースト

V1.2–4

電子メールでは，ユーザがMB1を使用してディレクトリ・ウィンドウで 1つ以
上のメッセージを選択してから，漢字端末エミュレータなどの別のウィンドウで
MB2をクリックすると，選択したメッセージ全部がこの別のウィンドウにペース
トされます。選択したメッセージはディレクトリ・ウィンドウでは反転表示されて
いますが，別のウィンドウにペーストされたテキストは反転表示になりません。

2.4.6.3 キーボード操作への応答

V1.2–3

OSF/Motifスタイル・ガイドへの適合性をさらに高めるためにDECwindows Mail
アプリケーションが拡張されたことで，キーボード操作に対するアプリケーション
の応答の一部が変更されました。

次の変更点に注意してください。

• [作成/送信]ウィンドウで Tabキーを使用してテキスト入力ボックス間を移動
する場合，カレント・フィールドが強調表示されなくなりました。フィール
ドを選択するには，MB1のダブル・クリックまたはトリプル・クリック，
Shift+Alt - >キー・シーケンスなど標準的なMotif操作アクションのいずれか
を使用してください。

• いくつかのダイアログ・ボックスでは， Selectキーまたはスペース・バーのい
ずれかを押すことで，キーボードからプッシュ・ボタンをアクティブにするこ
とができます。 Returnキーと Enterキーはダイアログ・ボックス内のほかの
ウィジェットにバインドされています。従来どおりMB1をクリックしてプッ
シュ・ボタンをアクティブにする方法もあります。
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2.4.6.4 電子メールでカラー・カスタマイザを使用する

V1.2

DECW$EXAMPLESディレクトリに入っているカラー・カスタマイザのサンプ
ル・プログラムを使用してDECwindowsメールの色を調節する場合，色の変更に
使用するDECwindowsメールの[カラー設定]ダイアログ・ボックスが，現在のカ
ラー値を正しく反映しないことがありますが，これは正常な動作です。これらの値
の変更には，DECwindowsメール[カラー設定]ダイアログ・ボックスではなく，
カラー・カスタマイザを使用してください。別の方法としては，カラー・カスタマ
イザを終了して，DECwindowsメールを再起動します。

2.4.7 ノートパッド

この項は，ノートパッド・アプリケーションに関するリリース・ノートです。

2.4.7.1 ノートパッドとOSF/Motifリリース 1.1.3ツールキットとのリンク

V1.2–3

ノートパッド・アプリケーションは，OSF/Motifリリース 1.1.3ツールキットとリ
ンクされています。OSF/Motifリリース 1.2.3ツールキットとリンクするようには
修正されていません。このため，次の制限があります。

• OSF/Motifリリース 1.2のドラッグ・ドロップ機能は，サポートされていませ
ん。解決策として，標準クリップボード操作 (カット，コピー，ペースト)を使
用して，テキストをノートパッドに移動してください。

• OSF/Motifリリース 1.2の「テア・オフ」メニューはサポートされていませ
ん。

2.4.8 ペイント

この項は，ペイント・アプリケーションに関するリリース・ノートです。
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2.4.8.1 個人のカラーマップ

V1.1

カラー・イメージを表示および編集するためのカラーマップ・エントリがワークス
テーションに不足している場合は，個人のカラーマップが作成されます。この場
合，ペイント・イメージの本来の色は保持されますが，ワークステーションの残り
の色は変更されてしまいます。色を元の状態に戻すには，別のウィンドウをクリッ
クして，入力フォーカスを別のウィンドウに移動してください。

2.4.8.2 特定のペイント操作の性能が遅い

V1.0

GPXシステムの場合，ブラシ・ストロークを描くなどの簡単な基本操作でも処理
に時間がかかることがあります。この理由は，オブジェクトを描くときにピックス
マップがピックスマップ・メモリにスワップされるからです。ペイントの処理に時
間がかかる場合は，鉛筆ツールをクリックし，鉛筆でイメージ領域に点を描きま
す。こうすれば，最初に鉛筆をクリックした後の性能が向上します。

イメージ (特にカラー・イメージ)を編集するとき，[オプション]メニューから[絵の
サイズ...]項目を選択することによって，イメージ領域のサイズを変更することがで
きます。サイズを小さくすると，イメージ領域に必要なピックスマップ・メモリ量
が減ります。

2.4.9 セッション・マネージャ

この項は，セッション・マネージャ・アプリケーションに関するリリース・ノート
です。

2.4.9.1 [ユーザの構成]への，予約文字を含むノード名の指定

V1.2

Xサーバにアクセスできるユーザのリストを[ユーザの構成]ダイアログ・ボックス
に指定するとき，ノード名に次のいずれかの文字が入っている場合は，引用符で囲
んでください。

• 予約文字:スペース，タブ，コンマ (,)，二重引用符 (")
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• コロン 2つ (::)

• ノード名の最後の文字としてのコロン (:)

セッション・マネージャは，ノード名が二重引用符で始まらない場合，必要であれ
ばノード名に自動的に引用符を付加します。ノード名が二重引用符で始まっている
場合，セッション・マネージャは，ユーザが既にそのノード名に引用符を付けてい
るものと見なして変更を行いません。

引用符に囲まれた文字列の中の二重引用符は， 2つの二重引用符 ("")に置き換えて
ください。たとえば，DEC:.zko."my node"という文字列は次のように変更します。

("DEC:.zko.""my node""").

2.4.9.2 セッション・マネージャでのカラー・カスタマイザの使用

V1.2

DECW$EXAMPLESディレクトリに入っているカラー・カスタマイザのサンプ
ル・プログラムを使用して，セッション・マネージャの色を調節する場合，色の変
更に使用するセッション・マネージャの[色設定]ダイアログ・ボックスが，現在の
カラー値を正しく反映しないことがありますが，これは正常な動作です。これらの
値の変更には，セッション・マネージャ[色設定]ダイアログ・ボックスではなく，
カラー・カスタマイザを使用してください。別の方法としては，カラー・カスタマ
イザを終了してセッション・マネージャを再起動します。

2.4.9.3 省略時に生成される独立プロセスがあるために他のアプリケーションが開
けないことがある

V1.1

ファイルビューおよびセッション・マネージャによって生成されるアプリケーショ
ンは独立プロセスとなります。

これは， SYS$MANAGER:SYLOGIN.COMおよび SYS$LOGIN:LOGIN.COM
コマンド・プロシージャがアプリケーション起動時に実行されることと密接な関
係があります。これらのコマンド・プロシージャで実行される (SYS$INPUTか
ら読み込む)コマンドは，ファイルビューあるいはセッション・マネージャがア
プリケーション起動に使用するデータを読み込んでしまいます。これによって
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アプリケーションの起動が妨げられます。 INQUIRE， READ/PROMPT， SET
TERMINAL/INQUIREなどがこのようなコマンドの例です。

2.4.9.4 プライベート・ロゴを使用する際の入力フォーカスの変更

V1.0

DECwindows Motifにログインし，プライベート・ロゴ・コマンド・ファイルを
使用する場合，プライベート・ロゴを起動するときに入力フォーカスが[ユーザ
名]フィールドに戻ってしまうことがあります。

2.4.9.5 セッション・マネージャ・プロセスの停止

V1.0

セッション・マネージャ・プロセスを突然停止すると，以下のように，特権を持っ
ていないワークステーション・ユーザが深刻な状況になることがあります。

• 特権を持っていないユーザは新しいセッション・マネージャを起動したり，新
しいログイン・ボックスを作成することができません。

• セッションを休止している場合，休止カバー・ウィンドウが削除され，不正に
別のユーザがそのワークステーションのウィンドウにアクセスすることができ
てしまいます。

• セッション・マネージャ・プロセスをジョブ・コントローラによって停止す
ると，ワークステーションが使用不能になることがあります (たとえば，ユ
ーザのアクセス時間 (午前 8時～午後 5時)を超過した場合)。この問題の解決
方法の 1つは，各ワークステーションで時間外に実行するバッチ・ジョブで
DECwindowsを再起動することです。

この問題を解決するためには， STOP/NOEXITコマンドを使用してプロセスを停
止します。あるいは，セッション・マネージャ・プロセスを停止し，システム・ア
カウントから (あるいはシステム管理者特権を持つアカウントから)次のコマンドで
DECwindowsを再起動してください

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART
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2.4.10 ウィンドウ・マネージャ

この項は，DECwindows Motifウィンドウ・マネージャに関するリリース・ノー
トです。

2.4.10.1 マルチヘッド・システムで画面にヘルプ・テキストが表示されない問題

V1.3

従来のDECwindows Desktopでスクリーン 0以外のスクリーンで (右クリックに
よって)ヘルプを起動すると，ブックリーダ・ウィンドウが表示されますが，内容
は何も表示されません。

マルチヘッド構成で右クリックによってヘルプを表示するには，スクリーン 0から
要求を行ってください。

2.4.10.2 Alt + Spaceキーでウィンドウ・メニューが表示されない

V1.2–4

多くのMotif実装では， Alt+spaceキーの組み合わせにより，ウィンドウ・マネー
ジャがウィンドウ・メニューを表示します。しかし，DECwindows Motifでは，
Alt+spaceキーの組み合わせは Compose Characterキー機能にマッピングされて
います。これにより， Compose Characterキーを備えていないキーボードでも，
その機能を使用できます。

Alt+spaceキーの組み合わせでウィンドウ・メニューを表示するように変更するに
は，ご使用のデスクトップ環境に合わせて以下の手順に従ってください。

New Desktopシステムの場合:

1. CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.lang]SYS.DTWMRCを
DISK$:[LOGIN.DT]DTWMRC.DATにコピーします。

2. Keys DtKeyBindingsセクションで，次の行が コメント化されているのを元に
戻します。

Alt<Key>space icon|window f.post_wmenu

3. ワークスペース・マネージャを再起動します。
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従来の DECwindows Desktopシステムの場合:

1. DECW$SYSTEM_DEFAULTS:DECW$MWM_RC.DATを DECW$USER_
DEFAULTS:DECW$MWM_RC.DATにコピーします。

2. Keys DtKeyBindingsセクションで，次の行が コメント化されているのを元に
戻します。

Alt<Key>space icon|window f.post_wmenu

3. ウィンドウ・マネージャを再起動します。

2.4.10.3 DECwindows Motifウィンドウ・マネージャでのカラー・カスタマイザの
使用

V1.2

DECW$EXAMPLESディレクトリで提供されているカラー・カスタマイザを使
用してMotifウィンドウ・マネージャの色を調節する場合，色の変更に使用する
Motifウィンドウ・マネージャの[カラー設定]ダイアログ・ボックスが，現在のカ
ラー値を正しく反映しないことがありますが，これは正常な動作です。これらの値
を変更するには，Motifウィンドウ・マネージャの[カラー設定]ダイアログ・ボッ
クスではなく，カラー・カスタマイザを使用してください。別の方法としては，カ
ラー・カスタマイザを終了して，Motifウィンドウ・マネージャを再起動する方法
があります。カラー・カスタマイザについての詳細は，『HP DECwindows Motif
for OpenVMS Alpha New Features』を参照してください。

2.4.10.4 ウィンドウ・マネージャの構成ファイルを使用した，ファンクション・キ
ーのバインディングの変更

V1.0

構成ファイルDECW$MWM_RC.DATでは，ウィンドウ・マネージャでのファン
クション・キーの使用方法を定義します。アクセラレータの多くは， Altキー (ま
たは Compose Characterキー)とファンクション・キーの組み合わせを使用します
(たとえば， Alt+F7)。

アプリケーションがこれらのキーを使用する必要がある場合は，行頭に感嘆符 (!)
を付けてコメントにするか，新しいキーボード・バインディングを作成します。続
いて，Mwmリソース・ファイルのMwm*keyBindings:DefaultKeyBindingsを新しい
バインディングを指すように変更します。
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Motifバインディングでは，漢字端末エミュレータでの Compose Characterシー
ケンスを妨げないよう，ウィンドウ・メニューの表示に Alt+Spaceキーあるいは
Compose + Spaceキーを使用することができないようにしています。ウィンド
ウ・メニューは Shift+Escape (F11)キーで表示してください。

Alt+Spaceを再度有効にするには，[ルートメニュー:設定]ダイアログ・ボックスの
適切なオプションを選択し，現在の設定を適用します。あるいは，構成ファイル
DECW$MWM_RC.DATの Alt+Spaceの省略時のボタン対応のコメントを削除す
るようにします。

2.4.10.5 ウィンドウ・マネージャの再起動

V1.0

ファイル SYS$MANAGER:DECW$MWM.COMは，ウィンドウ・マネージャを再
起動する方法を指定するために使用します。省略時の設定では，必ずすべての画面
で再起動されます。ただし，ウィンドウ・マネージャをセッション・マネージャか
ら起動していない場合，ウィンドウ・マネージャは最初にすべての使用可能な画面
で起動されていない可能性があります。このファイルを変更してユーザのシステム
でウィンドウを再起動する方法を変更することができます。

2.4.10.6 モノクロ・モニタの色に関連するリソースのカスタマイズ

V1.0

Motifウィンドウ・マネージャは，オプションのダイアログ・ボックスのモノク
ロ・モニタの色に関連するリソースを完全にカスタマイズすることはできません。
色を変えるには，DECW$MWM_BW.DATリソース・ファイルを直接編集してピ
ックスマップ・リソースを変更する必要があります。たとえば，有効なウィンド
ウのタイトルの背景色を変更する場合は，Mwm*activeBackgroundPixmapリソース
を変更しなければなりません。値としては， 25_foreground， 50_foreground，
75_foreground， unspecified pixmapなどがあります。

また，省略時の設定では，タイトル・テキストの背景色は白になっています。タイ
トル・テキスト以外と同じ色を使用する場合は，Mwm*cleanTextリソースを FALSE
に設定します。
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2.4.10.7 マルチヘッド・システムでの色のカスタマイズ

V1.0

異なるモニタ・タイプ (カラー，モノクロ，グレースケール)を持つマルチヘッド・
システムを使用している場合は，メイン・モニタ (screen 0)のタイプと一致するモ
ニタでのみ，オプションのダイアログ・ボックスから色をカスタマイズすることが
できます。他のモニタをカスタマイズするには，そのモニタ・タイプでシステムに
ログインするか，リソース・ファイルを直接編集しなければなりません。

2.4.10.8 アイコン・ボックスの画面外への移動

V1.0

アイコン・ボックスを画面の端に移動し，キーボードからサイズ変更を行うと，画
面から消えてしまうことがあります。アイコン・ボックスを探すには，そのウィン
ドウが見つかるまで Alt+Tabを押し，続いて Shift Escape (F11)キーを押してそ
のウィンドウのウィンドウ・メニューを表示させます。それから，ウィンドウを画
面上に移動します。

2.4.10.9 マルチライン・アイコン・タイトルのセンタリングのずれ

V1.0

ウィンドウ・マネージャは，マルチライン・アイコン・タイトルの各行をセンタリ
ングしません。

2.5 ツールとユーティリティ

この節は，DECwindows Motifに移植された X Window Systemユーティリティ
に関するリリース・ノートです。

2.5.1 X権限ユーティリティ (xauth)

この項は， X権限ユーティリティ (xauth)に関するリリース・ノートです。
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2.5.1.1 論理名でのファイル・ロックの非サポート

V1.3

論理名を使用してファイルが指定された場合， X権限ユーティリティ (xauth)はフ
ァイル・ロックをサポートしません。 xauthはOpenVMSの論理名を解釈しない
ため，論理名で指定されたディレクトリではなく，現在の省略時のディレクトリに
ロック・ファイルを作成します。

たとえば，次の xauthコマンドは，ロック・ファイルを論理名 XAUTH_FILEで
指定されたUSERディレクトリに作成するのではなく，現在の省略時のディレク
トリに作成します。

$ DEFINE XAUTH_FILE DISK:[USER]FILE.DECW$XAUTH
$ XAUTH -f XAUTH_FILE

xauthで論理名を使用するには， xauthを起動する前に，次のように各論理名を変
換します。

$ XAUTH_FILE = F$TRNLNM ("XAUTH_FILE")
$ XAUTH -f ’XAUTH_FILE’

この制限は， xauthで論理名を使用する場合にだけ該当するもので， SET
DISPLAY/XAUTHORITY_FILEコマンドで論理名を使用する場合には適用されま
せん。

2.5.1.2 ファイル・タイプなしのファイル名指定時の問題

V1.3

X権限ユーティリティ (xauth)は，指定されたファイルがディレクトリ内にまだ存
在せず，タイプが指定されていない場合は，同じ名前のファイルとディレクトリを
区別することができません。たとえば，次の xauthコマンドはロック・ファイルを
1セット作成しますが， X権限ファイルは作成しません。

$ CREATE/DIRECTORY [.TEST]
$ XAUTH -f TEST

この場合， xauthはエラーを表示せずに失敗します。
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この問題を回避するには， X権限ファイルを指定する場合に必ずファイル・タイプ
を指定してください。

2.5.2 フォント・サーバ情報ユーティリティ (fsinfo)

この項では，フォント・サーバ情報ユーティリティ (fsinfo)に関する注意事項につ
いて説明します。

2.5.2.1 フォント・サーバ情報ユーティリティ起動時のフェール

V1.3

フォント・サーバ情報ユーティリティ (fsinfo)を最初に起動した際に，アクセス違
反で終了する場合があります。この問題が発生した場合は fsinfoを再実行してくだ
さい。以降に実行する fsinfoセッションは正しく起動されます。

2.5.3 画面印刷

この項は，画面印刷ユーティリティに関するリリース・ノートです。

2.5.3.1 画面印刷で PostScript出力が欠ける問題

V1.2–3

画面印刷 (Print Screen)アプリケーションを使用して PostScript出力を作成する
ときに，一部のプリンタで出力の一部が欠ける問題が発生することがあります。通
常，欠ける部分は，横長モードでの印刷時に左上部，縦長モードでの印刷時には左
下部です。この問題は， PostScriptプリンタ間に相違があることが原因です。

この問題を解決するために，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.2–5で
DECW$PRINTSCREEN.DATに指定できる 4つのリソースに対するサポートが追
加されました。

PrintScreen.plxtranslate
PrintScreen.plytranslate
PrintScreen.plxscale
PrintScreen.plyscale
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これらのリソースは，ページ上の PostScriptイメージのサイズと位置を制御し
ます。plxtranslateリソースとplytranslateリソースは，原点からのイメージ
の xオフセットと yオフセット (インチ単位)を制御します。plxscaleリソース
とplyscaleリソースは，原点移動後にイメージ全体をページに表示するための xと
yのスケール・ファクタです。
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3
システム管理者向けリリース・ノート

この章では，DECwindows Motifシステムの管理に関する変更，修正，制限事
項，および既知の問題について説明します。

3.1 インストレーションおよびアップグレードに関する情報

この節は，DECwindows Motifのインストレーションおよびアップグレード・プ
ロシージャに関するリリース・ノートです。

3.1.1 DECwindows Motifのサポート・バージョンと互換性

V1.5

次の表は，OpenVMSの各バージョンでサポートするDECwindows Motifの
バージョンの一覧です。ここでいうサポートとは，OpenVMS V7.3以降すべ
てのDECwindows Xディスプレイ・サーバでサポートしなくなったDisplay
PostScriptを除き，すべての機能が利用できることを示します。

表 3–1 DECwindows Motifのサポート・バージョン

DECwindows Motif OpenVMS

Version 1.5 OpenVMS I64 Version 8.2
OpenVMS Alpha Version 8.2

Version 1.3–1 OpenVMS Alpha Version 7.3–2

(次ページに続く)

システム管理者向けリリース・ノート 3–1



表 3–1 (続き) DECwindows Motifのサポート・バージョン

DECwindows Motif OpenVMS

Version 1.3 OpenVMS Alpha Version 7.3–1

Version 1.2–6 OpenVMS Alpha Versions 7.3, 7.3–1, 6.2
OpenVMS VAX Versions 7.3, 6.2

Version 1.2–5 OpenVMS Alpha Versions 7.3, 7.3–1, 6.2
OpenVMS VAX Versions 7.3, 6.2

DECwindows Motif V1.3以降，DECwindows Motifは特定のOpenVMSサー
バ・イメージおよびデバイス・ドライバ・イメージに依存しているため，表 3–1
に示したオペレーティング・システムのバージョンにのみインストールするように
してください。

バージョン混在クラスタは，クラスタ内の各システムが表 3–1に示す
DECwindows MotifとOpenVMSの組み合わせのいずれかで動作している限
りサポートされます。なお，OpenVMSの当該バージョンでクラスタ構成をサポ
ートしていなければなりません。バージョン混在クラスタがサポートされるかどう
かの確認は，OpenVMSの各バージョンのソフトウェア仕様書 (SPD)を参照して
ください。

3.1.2 他社製 TCP/IP製品のサポートに関する制限 (Alphaのみ)

V1.5

新しいソケット・インタフェース (getaddrinfoおよび getnameinfo)およびそれ
らのアドレス形式のサポートのために，DECwindows Motifの TCP/IPトランス
ポート・インタフェースが大きく変更されています。この結果，いくつかの他社
製 TCP/IP製品では新しいインタフェースと互換性がない可能性があります。特
に， Process Software社の古いバージョンのMultiNet (Version 5.1より前)およ
び TCPware (Version 5.7より前)は，アップデートされたDECwindowsトランス
ポートの機能をサポートせず，サーバに正しく接続できません。

新しいインタフェースのサポートにためのソフトウェア・パッチあるいはリリース
については，それぞれの TCP/IP製品のベンダーにお問い合わせください。
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3.1.3 DECW$STARTUPで必要な SHARED特権

V1.5

DECW$STARTUP.COMコマンド・ファイルは，これまで必要だったシステ
ム特権に加え SHARED特権を必要とします。これにより，すべてのシステ
ム特権を持っていないユーザのアカウントでも，シリアル・コンソールから
DECW$STARTUP RESTARTコマンドを正しく実行することが可能になります。

ただし，システム・スタートアップで問題が発生するのを避けるため，
DECwindows Motifの起動および再起動は SYSTEMアカウントから実行する
ことをお勧めします。

3.1.4 共有可能リンクを使用したイメージのインストレーション

V1.2–4

OpenVMSシステムでは，共有可能リンクを使用してDECwindows Motif for
OpenVMSにイメージをインストールした場合，次のようなメリットがあります。

• イメージの起動時間が短縮することによる，起動速度の向上

• イメージが使用するメモリの総ページ数が減少することによるメモリ使用量の
節約

V1.3

省略時の設定では，共有可能リンクを使用して次のイメージがインストールされま
す。

DECW$XLIBSHR.EXE (X Library)
DECW$XTLIBSHRR5.EXE (X Toolkit Intrinsics)
DECW$XMLIBSHR12.EXE (Motif Toolkit)
DECW$MRMLIBSHR12.EXE (Motif Resource Manager)
DECW$DXMLIBSHR12.EXE (DECwindows Extensions to the Motif Toolkit)
CDE$UNIX_ROUTINES.EXE (UNIX emulation routines)
DECW$TRANSPORT_COMMON.EXE (Transport)
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DECW$XPORT_SERVICES.EXE (Transport)
DECW$LCNLIBSHR.EXE (Logical Connection Number)
DECW$SETSHODISSHR.EXE (OpenVMS Display Device)
DECW$XAUSHR.EXE
DECW$ICELIB.EXE (ICE)
DECW$ICELIB_PTHREAD.EXE (ICE)
DECW$SMSHR.EXE (X Session Manager Protocol)

上記のイメージは，/SHARE=ADDRESS_DATAおよび/RESIDENTオプションで
インストールすることができます。デフォルト値を設定すると，上記のイメージは
常駐メモリにインストールされDECwindows Motifの再起動中に置き換えられま
せん。このため，DECwindowsの再起動時に次のようなメッセージが表示されま
す。

Shared linkage sections are in use on this system and no images will be
reinstalled. If you are restarting DECwindows to reinstall images then you
must reboot the system.

/SHARE=ADDRESS_DATAオプションでインストールした新しいイメージに置き
換えるには，システムを再起動します。 SYSTARTUP_VMS.COMコマンド・プロ
シージャ内で論理名DECW$IGNORE_SHARE_ADDRESSを定義することによっ
て，共有可能リンクのセクションを使用禁止にすることができることに注意してく
ださい。

3.1.5 DECW$COMPARE_VERSIONSコマンド・ファイルの制限

V1.2–4

DECW$COMPARE_VERSIONSコマンド・ファイルは， 2桁の年数を使用してバ
ージョン識別子を比較しています。したがって， 2000年より前に生成されたイメ
ージのバージョン識別子と 2000年以降に生成されたイメージのバージョン識別子
を正しく比較することができません。
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3.1.6 オペレータ・コンソール (OPA0:)からの DECwindows Motifの再起動

V1.0

OPA0:に接続されているシリアル・コンソールからDECW$STARTUP.COMを実
行してDECwindows Motifを起動または再起動すると，端末の属性が変化するこ
とがあります。たとえば，この方法でDECwindows Motifを起動すると，現在の
デバイス・タイプの設定が変化して，その後，エディタを使用できなくなる可能性
があります。

この問題を回避するには，次に示すように，DECW$STARTUP.COMプロシージ
ャを起動する前に端末属性を永久的に設定します。

$ SET TERMINAL/INQUIRE/PERMANENT
$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

3.2 システムのチューニングと性能

この節では，DECwindows Motifのチューニングに関する重要な問題や考慮事項
について説明します。

3.2.1 UAFおよびシステム・パラメータの推奨値の変更

V1.5

本リリースのDECwindows Motifでは，OpenVMS Alphaプラットフォームにお
けるユーザ権限ファイル (UAF)およびシステム・パラメータの推奨最低値の多く
が，大きく増えています。また，OpenVMS I64プラットフォーム用のパラメータ
推奨値も用意されています。

DECwindowsディスプレイ・サーバ・アプリケーションおよびクライアント・ア
プリケーションの性能を最適化するために，DECwindows Motif for OpenVMS
Version 1.5を実行しているシステムの現在のUAFおよびシステム・パラメータ
値を確認して，それらが『HP DECwindows Motif for OpenVMS Management
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Guide』の付録 Aに記載されている推奨最小値を満たしているかどうか調べてくだ
さい。

3.3 セキュリティと承認

この節では，システム・セキュリティに関する重要な問題や考慮事項について説明
します。

3.3.1 GENPWDフラグの正しい処理 (Alphaのみ)

V1.5

システム・マネージャがユーザ・アカウントに対してGENPWDフラグを設定した
場合，そのユーザは，自身で設定したパスワードではなくシステムが生成したパス
ワードを使用するように制限されます。このため，ユーザの生成パスワードが期限
切れになると，生成リストから新しいパスワードを選択する必要があります。

以前は，このフラグが設定されたユーザ・アカウントでは，次のような問題が発生
していました。

• 従来のDECwindows Desktopで，生成パスワード・リストに含まれてい
るパスワードよりも古いパスワードをユーザが入力すると，システムが
ハングしていました。この問題が発生した場合，システム管理者は既存の
DECW$LOGINOUTイメージを終了してDECwindowsを再起動する必要があ
りました。

• New Desktopでは，システム生成パスワードを選択するように制限はされてい
ませんでした。

この問題は，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で修正されていま
す。
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3.3.2 Kerberosが有効な場合に認証キーの生成時に
BadAuthorizationProtocolエラーが表示される問題

V1.3–1

Xディスプレイ・サーバに対するセキュリティ拡張 (SECURITY)では，Kerberos
認証プロトコル用の認証キーのオンデマンド生成機能がサポートされません。キー
の生成をサポートしないのは， X.Orgから公開されているサーバ拡張に関する標準
実装との整合性のためです。

このため，Kerberosが有効になっている Xサーバで，次のDCLコマンドを使用
して認証キーを生成すると， BadAuthorizationProtocolエラーが発生するか，ま
たは不適切な結果が発生します。

• SET DISPLAY/GENERATE=(PROTOCOL=MIT-KERBEROS-5)

• XAUTH GENERATE

この動作は設計意図にそったものであり，Kerberosプロトコルを使用する Xサー
バでは，これらのコマンドを使用して認証キーを生成しないようにしてください。
Kerberosが有効になっているサーバで，どのような場合に X権限ファイル・エン
トリを手動で作成しなければならないのか，また作成する方法については，『HP
DECwindows Motif for OpenVMS Alpha New Features』を参照してください。

3.3.3 hostListリソースの手動設定

V1.3

New Desktopシステムでは， SYS.RESOURCESあるいはDT.RESOURCES
ファイルで*hostListおよび*numHostsリソースに値を指定することにより，
DECwindows Motifへのアクセスを事前に定義された一連のユーザに限定して許
可することができます。*hostListリソースは (ホスト名とアドレスにより)アクセ
スを許可するユーザを指定し，*numHostsリソースはリスト内の総ユーザ数を指定
します。
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通常これらのリソースは，セッション・マネージャによりユーザ・ベース
のセキュリティを実装あるいは変更すると自動的に修正されます。ただ
し，*hostListを手動で修正してユーザ・ベースのアクセス・リストを維持し
ている場合は，*numHostの値も適切な値になるように注意してください。

グローバル・リソースおよびシステム・レベル・リソースの定義方法の詳細は，
『New Desktop使用概説書』を参照してください。アクセス制御を有効にするた
めのさらに詳細な情報については，『日本語DECwindows Motif for OpenVMS環
境設定の手引き』を参照してください。

3.3.4 Kerberosを有効にしたときに認識できないコードのエラーが表示さ
れる

V1.3

Kerberosの論理名 (KRB$ROOT)が適切に設定されていないと，DECwindows
Motifデスクトップ，またはKINITを使用したDCLコマンド・ラインから
Kerberosを有効にしようとしたときに，次のエラーが表示されます。

"Unknown code 6 while initializing krb5"

この問題を解決するには，Kerberos for OpenVMS Security Clientソフトウ
ェアを構成し直します。この手順については，OpenVMSのWebサイト (http:/
/www.hp.com/go/openvms)にある『Kerberos for OpenVMS Installation Guide
and Release Notes』を参照してください。

3.3.5 非トラステッド接続でアプリケーションを実行したときに不正なア
トム・エラーが表示される問題

V1.3

セキュリティ・ポリシが定義されていない非トラステッド接続でDECwindows
Motifアプリケーションを実行しようとすると，多くのアプリケーションは，起
動されないか，起動後に終了します。非トラステッド接続は， SET DISPLAY
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/GENERATEコマンドまたは XAUTH GENERATEコマンドによって生成された
クッキーを使用して Xサーバへのアクセスを認めることにより，確立されます。

多くの場合，この問題が発生すると次のエラー・メッセージが表示されます。

X Error of failed request
BadAtom (invalid Atom parameter)

非トラステッド接続上でアプリケーション・エラーが発生する可能性を低くするに
は，DECW$SECURITY_POLICYシンボルにDECW$EXAMPLES:DECW$SECURITY_
POLICY.TXTを設定して，サーバを省略時のセキュリティ・ポリシ・ファイルで
起動します。

ただし，次のアプリケーションは，セキュリティ・ポリシ・ファイルがあっても，
非トラステッド接続上では正しく実行できません。

• ブックリーダ

• CDAビューア

• 漢字端末エミュレータ

• DTPAD

• OpenVMSデバッガ

• ペイント

• 画面印刷

• スタイル・マネージャ

3.3.6 XINERAMA拡張と SEC_XAG拡張が存在すると非トラステッド接続
で実行されるアプリケーションが動作しない問題

V1.3

生成されたクッキーを使用して非トラステッドで Xサーバに接続されたアプリケー
ションは， XC-APPGROUP， SECURITY，および XINERAMAサーバ拡張がロ
ードされている場合，動作しないことがあります。この問題は，サーバの起動時に
これらの 2つの拡張が初期化される順序により発生します。
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この問題を回避するには， XINERAMAと SEC_XAG (SECURITYと
XC-APPGROUPを組み合わせたイメージ)の両方をロードする場合，
DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COM内のDECW$SERVER_EXTENSIONS
で，必ず XINERAMAを SEC_XAGより前に定義してください。

たとえば，次のように定義します。

$ decw$server_extensions == "XINERAMA,SEC_XAG"

次の定義は使用しないでください。

$ decw$server_extensions == "SEC_XAG,XINERAMA"

3.3.7 Kerberosおよび TCP/IPがノード名 0を解釈できない問題

V1.3

TCP/IPでKerberosを使用している場合，ローカル・ホストを意味するノード名 0
は正しく機能しません。この問題は，Kerberosがサーバの権限ファイルから初期
化されている場合にのみ発生します。次の例を参照してください。

$ SET DISPLAY/TRANSPORT=TCPIP/NODE=0
$ RUN DECW$EXAMPLES:ICO

Xlib: krb5_sname_to_principal failed: Hostname cannot be canonicalized
Cannot open display
: non-translatable vms error code: 0x182B2
%rms-e-rnf, record not found

この問題を回避するには，ローカル・ホストの TCP/IPアドレスを指定してくださ
い。

$ SET DISPLAY/TRANSPORT=TCPIP/NODE=11.22.33.44
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3.3.8 サーバの X権限ファイルから Kerberosの設定を初期化する際の
DECwindows Motifログインの使用禁止

V1.3

サーバの X権限ファイルを使用してKerberosの設定を初期化している場合，
DECwindows Motifログインは使用できません。これは，DECwindowsログイン
が特権付きイメージであり，Kerberosランタイム・イメージはインストールされ
たイメージではないためです。さらに，ログインによって実行されたクライアント
は，Kerberosの設定を操作します。このため，この構成ではセッション管理はサ
ポートされません。

DECwindowsログイン・ボックスが表示されないようにするには，次に
示すように， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMで
DECW$MAINAPPを定義します。

$ DECW$MAINAPP == " "

3.3.9 Kerberosログイン・ボックスのヘルプの問題

V1.3

チケットの削除 (Revoke Ticket)に関するオンライン・ヘルプの説明は正しくあ
りません。正しい説明は『HP DECwindows Motif for OpenVMS Alpha New
Features』を参照してください。

3.3.10 デフォルトの X権限ファイルへのクッキーの生成

V1.3

生成したクッキーをデフォルトの X権限ファイルに書き込むと，現在のセッション
のクッキーと干渉して問題が発生することがあります。生成したクッキーの値を広
めたくない場合は，次のように/XAUTH修飾子を使用して，デフォルト以外の X
権限ファイルに書き込むよう指定してください。

$ SET DISPLAY/GENERATE=NOTIMEOUT/XAUTH=DISK$:[DIR]MYAUTHORITY.DECW$XAUTH
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現在のDECwindows Motifセッション中に，生成したクッキーをデフォルトの X
権限ファイルに書き込んだ場合は，セッションを終了することで，通常のシステム
操作を復元できます。

DECwindows Motifセッションの外部で，生成したクッキーをユーザのデフォル
トの X権限ファイルに書き込んだ場合は，ユーザがログインする前に X権限ファ
イルを削除する必要があります。

3.4 デスクトップ管理

この節では，デスクトップ・アプリケーションの管理に関する重要な問題と考慮事
項について説明します。

3.4.1 トラステッド・アンポーズ機能のサポート (Alphaのみ)

V1.5

『HP DECwindows Motif for OpenVMS Alpha New Features』に記述され
ているトラステッド・アンポーズ機能は，DECwindows Motif for OpenVMS
Alpha Version 1.3–1が動作するシステムでは機能しませんでした。この問題は，
DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で修正されています。ただし，こ
の修正が適用されるのはOpenVMS Alphaシステムだけです。OpenVMS I64環
境では ACME (Authentication and Credentials Management Extensions)サブシ
ステムをサポートしていないため，OpenVMS I64システムではこの問題は残って
います。

3.4.2 ACMEログイン機能の非サポート (I64のみ)

V1.5

OpenVMS Alphaでサポートされている ACMEサブシステムは，OpenVMS
I64環境ではまだ利用できません。このため，このメカニズムに依存する
DECwindows Motifのいくつかの機能 (トラステッド・アンポーズなど)は
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OpenVMS I64システムでは利用できません。 ACMEサブシステムについての詳
細は，『HP OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。

3.4.3 DECwindowsログイン画面の色に関する問題点

V1.2

DECW$LOGIN.DATファイルをカスタマイズしているシステムでは，[セッション
起動]ダイアログ・ボックスの色が褐色ではなく青になるという問題が発生する場
合があります。この状態が発生した場合は，
SYS$COMMON:[DECW$DEFAULTS.USER]ディレクトリからカスタマイズされ
たDECW$LOGIN.DATファイルを探し，これを SYS$MANAGERに移します。
SYS$COMMON:[DECW$DEFAULTS.USER]にDECW$LOGIN.DATファイルが
ある場合， "*background:"リソースが定義されず，省略時の設定である青となり
ます。

弊社提供のDECW$LOGIN.DATファイルが， SYS$COMMON:[DECW$DEFAULTS.
SYSTEM]ディレクトリに置かれています。このファイルをカスタマイズしたもの
は， SYS$MANAGERにだけ置くようにしてください。

3.5 フォントとキーマップの管理

この節は，フォントとキーマップのサポートに関するリリース・ノートです。

3.5.1 TrueTypeフォントのプロパティの問い合わせでディスプレイ・サー
バがリセットされる問題の解決 (Alphaのみ)

V1.5

以前のバージョンでは，デスクトップ・アプリケーションや xlsfontsユーティリ
ティ (-lオプションを使用)で TrueTypeフォントのプロパティの問い合わせを行う
と，ディスプレイ・サーバが部分的にリセットされハングしたようになる場合があ
りました。この問題はDECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で解決され
ています。
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3.5.2 ユーロ通貨記号の制限

V1.3

DECwindows Motifと，そのユーロ通貨記号のサポートに関して，次の制限事項
があります。

• 異なるプラットフォーム (UNIXなど)上の他の X Windowアプリケーション
に， Compound Textフォーマットを使用してユーロ記号をペーストしたり送
信した場合，その文字は他のプラットフォーム上ではユーロ記号として認識さ
れないことがあります。

• ユーロ通貨記号は，DECwindows Motifで利用可能なスケーラブル・フォン
ト・セットには含まれていません。スケーラブル・フォントを使用しているア
プリケーションでは，ユーロ記号は表示できません。

• EDTを使用してユーロ文字をファイルに入力することはできますが，この記号
は画面上には正しく表示されません。たとえば，Compose o xと入力すると，文
字コードの A4が表示されます。

3.5.3 Mode_switch修飾子が実装されているキーマップのリソース設定の
調整

V1.3

Mode_switch修飾子が実装されている従来のDECwindows Motifキーマップを使用
している場合，ウィンドウのグラブが可能なように，最初にデフォルトのウィンド
ウ・マネージャのリソース設定を調整する必要があります。この調整を行っておか
ないと，デスクトップでオープンされているウィンドウのハンドルをマウスでグラ
ブできません。

たとえば， AUSTRIAN_GERMAN_LK401AG_TWキーマップでは， composeキ
ーはワンショットのロックダウン修飾キーとして実装されています。このキーマッ
プをロードした状態で初めて composeキーを押すと，Mode_switch modifierがオン
になり，デスクトップで現在オープンされているアプリケーション・ウィンドウの
ハンドルをグラブできなくなります。
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この問題を回避するには，次のようにデフォルトのウィンドウ・マネージャ・リソ
ースを再定義し，DECwindows Motifセッションを再起動します。

• New Desktopシステムの場合:

CDE$USER_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.C]DTWM.DATファイルを編
集し，Dtwm*ignoreModKeysとDtwm*ignoreAllModKeysの値を TRUEに設定し
ます。このファイルおよびディレクトリが存在しない場合は，ディレクト
リを作成し，DTWM.DATファイルを CDE$SYSTEM_COMMON:[APP-
DEFAULTS.C]からそのディレクトリにコピーします。

• 従来の DECwindows Desktopシステムの場合:

DECW$SYSCOMMOM:[DECW$DEFAULTS.USER]DECW$MWM.DATファ
イルを編集し，Mwm*ignoreModKeysとMwm*ignoreAllModKeysの値を TRUEに設
定します。このファイルが存在しない場合は，DECW$MWM.DATファイルを
DECW$SYSTEM_DEFAULTSからそのディレクトリにコピーします。

3.6 プロキシ・サーバの管理

以降の項は， LBX (Low-Bandwidth X)プロキシ・サーバと，関連のプロキシ・ア
プリケーションの管理に関するリリース・ノートです。

3.6.1 プロキシ・サーバで XC-QUERY-SECURITY-1プロトコルがサポート
されない問題

V1.3–1

LBX (Low-Bandwidth X)プロキシ・サーバ (およびその他の他社製プロキシ・サ
ーバ)では， XC-QUERY-SECURITY-1認証プロトコルの使用はサポートされませ
ん。この認証プロトコルは SECURITYサーバ拡張によって有効になるもので，一
般に接続先のディスプレイ・サーバのセキュリティ構成の検証のために，ファイア
ウォール・サーバで使用されます。通常，ファイアウォール・サーバはプロキシ・
サーバを経由せずに，ディスプレイ・サーバに直接接続されます。
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XC-QUERY-SECURITY-1プロトコルを使用しているディスプレイ・サーバに接続
するために，クライアント・アプリケーションで他社製プロキシ・サーバを使って
いる場合，アプリケーションでループやブロック，クラッシュなどが発生すること
があります。 LBXプロキシ・サーバは，プロトコルが使用されているかどうかを
検出するように変更され，使用されている場合は，次のエラー・メッセージが出力
されるようになりました。

Multi-pass authentication not supported by LBX

プロキシ・サーバを使用して 1つ以上の Xディスプレイ・サーバへの接続を処
理する場合は，セキュリティ拡張 (SECURITY)が Xサーバで有効になっていな
いことを確認してください。このことを確認するには，各サーバ・システムで
DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMファイルをスキャンし，パラメータ
DECW$SERVER_EXTENSIONSの値が SEC_XAGでないことをチェックしてく
ださい。

3.6.2 プロキシ・マネージャ・プロセスが自動的に再起動しない問題

V1.3

DECwindows Motifがプロキシ・マネージャ・プロセスを自動的に再起動するよ
うに構成されていて，DECwindows Motifセッションが手動で再起動された場
合，プロキシ・マネージャに関して次の問題が発生することがあります。

• プロキシ・マネージャが実行されていた場合，DECwindows Motifの再起動時
に新しいプロセスが起動されない。

• プロキシ・マネージャが実行されていなかった場合，新しいプロセスが起動さ
れる。ただし，プロセスの所有者が， SYSTEMアカウントではなく，起動コ
マンドを入力したユーザになる。

これらの問題は，通常のシステム・シャットダウン (再ブート)の一環として
DECwindows Motifが再起動された場合には発生しません。
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プロキシ・マネージャを手動で再起動するには，DECwindows Motifを再起動す
る前に，アクティブなプロキシ・マネージャ・プロセスごとに次のコマンドを入力
します。

$ STOP DECW$PROXY

このコマンドは，アクティブなプロキシ・マネージャ・プロセスを停止するだけで
はなく，このプロセスが管理していたプロキシ・サーバ接続もすべて終了させま
す。

プロキシ・マネージャ・プロセスの所有者が確実に SYSTEMアカウントになるよ
うにするには，DECwindows Motifを再起動するときには必ず SYSTEMでログ
インします。

3.6.3 プロキシ・マネージャ構成ファイルの制限事項

V1.3

プロキシ・マネージャでは，同じプロキシ・サービスに対して，管理対象または管
理対象外のエントリを，構成ファイル内に複数指定することはサポートしていませ
ん。複数のエントリが存在する場合は，最初の 1個だけが処理されます。

3.7 Xディスプレイ・サーバの管理

以降の項は，DECwindows X11ディスプレイ・サーバの管理に関するリリース・
ノートです。

3.7.1 ATI RADEONグラフィックス・カード付きシステムでのピクセル深
度の調整

V1.5
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ATI RADEONグラフィックス・カードのデフォルト設定では，ピクセル深度は
ピクセル当たり 24ビットで，ビジュアル・カラーは TrueColorです。これらの
設定は，DECwindows Motifグラフィックス・アプリケーションあるいはユー
ティリティで特定のピクセル深度あるいはビジュアル・タイプ値を想定している
場合，フェールの原因となる可能性があります。たとえばDECW$PAINTは，
PseudoColorモードでピクセル深度 8ビットを想定しています。

ATI RADEONカードを使用しているシステムで表示の問題が発生した場合は，
『HP OpenVMSリリース・ノート[翻訳版]』の記述を参考に，システム論理
名DECW$SERVER_PIXEL_DEPTHあるいはDECW$SERVER_DEFAULT_
VISUAL_CLASSを使用してデフォルト設定を調整してください。

3.7.2 XINERAMAマルチヘッド・システムでの性能の低下

V1.3

XINERAMA拡張を使用するように構成されているマルチヘッド・システムでは，
シングルヘッドあるいは XINERAMAを使用しない従来のマルチヘッド・システ
ムよりも，性能が低い場合があります。システム性能の低下は， 3つ以上のグラフ
ィックス・カードを使用し複数のアプリケーションが同時に集中的な要求の発行を
行うようなマルチヘッド・システムでしばしば発生します。

これは予測範囲内の動作で， X.Orgの XINERAMAの実装に内在するシステム性
能の低下をもたらす次のような設計により発生するものです。

• 描画アイテムを表示する際の処理レイヤーの追加
典型的な Proc*関数を使用してスクリーン上 (ウィンドウなど)に描画アイテム
を表示する代わりに， XINERAMAは，レンダリング関数を呼び出す前に新た
に処理のレイヤーを追加する独自の関数を使用します。この構成における各ス
クリーンでは， XINERAMA関数がレンダリング関数に対してスクリーン固有
の適切なリソース値を供給します。この特別な処理レイヤーは，描画範囲の比
較，適用可能なスクリーンの判断，各スクリーンのリソースの変更，新たな呼
び出しの実行などのためにより多くの計算時間を必要とします。
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• セカンダリ・スクリーンのためのより複雑なイベント処理
通常，イベントは単一のスクリーンに送られます。マルチヘッド・システムで
は， XINERAMAはディスパッチ・レイヤーから個々のスクリーンへ表示のた
めのイベントを送ります。セカンダリ・スクリーン (スクリーン 0以外)からイ
ベントが起こるたびに，適切なスクリーン・リソースを探すためにリバース・
ルックアップが必要になります。 XINERAMAはその後，イベントを仮想スク
リーン 0にイベントを割り当て，その後，最終的にクライアントに割り当てま
す。

• グラフィックス最適化の適用の困難さ
それぞれのグラフィックス・カードは，表示性能を最適化できるよう個々にフ
レームバッファを持っています。シングルヘッドおよび従来のマルチヘッド構
成では，表示の最適化はDRI (Direct Rendering Infrastructure)やオンカー
ド・ハードウェア・アクセラレーションなどのメカニズムにより制御可能で
す。

しかしながら XINERAMAでは,これらの個別のフレームバッファは単一の場
所にマージされます。それぞれのカードではフレームバッファ全体で 1つのセ
グメントだけを維持するため，マージされたフレームバッファは，グラフィッ
クスの最適化の妨げになる場合があります。

XINERAMAベースのマルチヘッド・システムを構成しておりシステム性能の大幅
な低下が発生した場合は，応答時間を改善するための以下のいずれかあるいは複数
の対処を行うことをお勧めします。

• 構成内のヘッドの数を減らす。

• 要求を集中的に発行する複雑なアプリケーションの同時実行の数を制限する。

• Xサーバ・システムは表示ノードとして使用し，すべてのクライアントは別の
ノードを使用する

システムのレスポンスに改善が見られない場合は XINERAMA拡張を無効にし，
『日本語DECwindows Motif for OpenVMS環境設定の手引き』で説明しているよ
うに従来のマルチヘッド・システムを構成します。
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3.7.3 New Desktopシステムでの XINERAMAの使用

V1.3–1

XINERAMAベースのマルチヘッド・システムでNew Desktopを使用する場合，
次の制限があります。

DECwindows Motifの一部のダイアログ・ボックスは，画面の中心に表示される
ように設計されています。縦横いずれかの方向で，表示されている画面の数が偶数
の場合，ダイアログ・ボックスは 2つの画面が接合する部分に表示されるため見づ
らくなります。一部のダイアログ・ボックスは画面上で移動できますが，次のダイ
アログ・ボックスは，ウィンドウ・マネージャが動作していないときに表示される
ので，画面上で移動することができません。

[ログイン]ダイアログ・ボックス
[ログイン・ヘルプ]ダイアログ・ボックス
[ログイン・パスワード設定]ダイアログ・ボックス
[Kerberosログイン]ダイアログ・ボックス
[ログアウト確認]ダイアログ・ボックス
[ワークスペース再起動確認]ダイアログ・ボックス
ワークスペース・マネージャが表示する[座標の移動/サイズ設定]

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.C]:にある XRESOURCES.DATファイル
で次のリソースを設定すると，ログイン・ダイアログ・ボックスを手動で移動でき
ます。

Dtlogin*matte.x: 50
Dtlogin*matte.y: 100

注意

CDE$SYSTEM_DEFAULTSにある XRESOURCES.DATファイルは，
DECwindows Motifをインストールするたびに置き換えられます。
このファイルを変更した場合は，変更後のコピーを CDE$USER_
DEFAULTS:[CONFIG.C]に保存して，カスタマイズした設定が失われ
ないようにしてください。
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Dtlogin*matte resourcesを再定義した後，ログイン・プロセスを再起動します。
ログイン・ダイアログ・ボックスは指定した (x,y)座標に表示されます。 x座標ま
たは y座標を省略したり， 0に設定した場合には，画面はその軸の中心に表示され
ます。

コンソール・ウィンドウが使用されている場合，画面の垂直方向の位置は中心から
少しだけ上にずれることがあります。

3.7.4 サポートされていないサーバ拡張の組み合わせ

V1.3

現在，次の組み合わせの Xサーバ拡張はサポートされていません。

XINERAMAとD2DX
DBEとMULTIBUFFERING

これらの拡張は，同じDECwindows Motifシステム上で同時に有効にすることが
できます。ただし，リソースや関数が衝突するため，これらの拡張を同じシステム
で同時に使用することはできません。

3.7.5 XINERAMAを使用した垂直マルチヘッド構成で XMAGを実行してい
るときに余分な文字が表示される問題

V1.3

XINERAMAを使用しているマルチヘッド・システム上に XMAGを使用してイメ
ージを表示する場合，画面が垂直に構成されていると，画面間に余分な文字の行が
1ピクセル分表示されます。画面が水平に構成されている場合は，この問題は発生
しません。
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3.7.6 XINERAMAを使用したマルチヘッド構成でカスケード・メニューが
誤った位置に表示される問題

V1.3

XINERAMAを使用するマルチヘッド構成では，DECwindows Motifのカスケー
ド・メニューが正しい画面に表示されないことがあります。メニューは，誤った画
面上の正しい位置に表示されます。現在，回避策はありません。

3.7.7 XINERAMAの 3Dモードでのサポート

V1.3

3Dアプリケーション (OpenGLなど)を使用する Xサーバで， XINERAMA拡張
を使用することはサポートされていません。この拡張は， 2D環境でのみ使用でき
ます。
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4
プログラミングに関するリリース・ノート

この章では，DECwindows Motif環境でのプログラミングについての注意事項を
説明します。

4.1 プログラミング全般

この節では，DECwindows Motifプログラミング環境全般についての注意事項を
説明します。

4.1.1 OSF/Motifツールキットのサポートと互換性

V1.3–1

次の表に，DECwindows Motifのリリースごとに，ベースとなっているOSF
/Motifツールキットと X Window Systemの最新バージョンを示します。

DECwindows Motif OSF/Motifツールキット X Window System

Version 1.3， 1.3–1
および 1.5

CDE Motif 1.0 (OSF/Motif
Release 1.2.5)

Version 11 Release 6.6 (X11R6.6)

Version 1.2–4,
1.2–5,および 1.2–6

CDE Motif 1.0 (OSF/Motif
Release 1.2.5)

Version 11 Release 5 (X11R5)

Version 1.2–3 OSF/Motif 1.2.3 (Common
Desktop Environment
(CDE)用の拡張あり)

X11R5

Version 1.2 OSF/Motif 1.2.2 X11R5

Version 1.1 OSF/Motif 1.1.3 Version 11 Release 4 (X11R4)

Version 1.0 OSF/Motif 1.1.1 X11R4
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日本語DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.1アプリケーションは，
DECwindows Motifの現在のバージョンに変更を加えなくても継続して実行する
ことができますが，ドラッグ・ドロップ機能やテア・オフ・メニューなどの V1.2
の機能を利用することができるのは，OSF/Motifリリース 1.2.2ツールキットに対
してビルドされているアプリケーションだけです。

4.1.2 ランタイムおよびプログラミング環境

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5では，次のランタイムおよびプロ
グラミング環境を提供します。

• CDE Motif 1.0ツールキット (OSF/Motifリリース 1.2.5)，OSF/Motifリリー
ス 1.1.3ツールキット，および Xユーザ・インタフェース (XUI)ツールキット
には，ランタイム・サポートが用意されています。

• 開発サポートは CDE Motif 1.0ツールキットだけに用意されています。

• Pascal， Fortran， C用にアップデートされたMotif言語バインディングとと
もに， C++の言語サポートが提供されます。

• Ada用の言語バインディングは，レイヤード製品 Ada Version 3.5A for
OpenVMSの一部として，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS VAXプラット
フォームで利用できます。ただし，これらのバインディングはDECwindows
Motif for OpenVMS Version 1.2–6以後に追加された拡張を含みません。

開発サポートは特に CDE Motif 1.0 Toolkit用に提供されますが，DECwindows
Motif for OpenVMS Version 1.2–4より前からシステムに存在するOSF/Motif
Release 1.1.3プログラミング環境を保管することをインストール時に選択するこ
ともできます。

POLYCENTER Software Installationユーティリティを使用してこのソフトウェ
アをインストールする際にOSF/Motifリリース 1.1.3ツールキットのプログラミン
グ・ファイルが存在している場合は，OSF/Motifリリース 1.1.3アプリケーション
の開発に使用されたヘッダ・ファイルおよびUILコンパイラの保存を選択するこ
とができます。このファイルの保存を選択した場合，インストレーション・プロシ
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ージャはサブディレクトリ[.DECW$113]を作成し，以前のプログラミング・ファ
イルはこの新しいディレクトリに移されます。

Release 1.1.3のプログラミング環境の保管については『HP DECwindows Motif
for OpenVMSインストレーション・ガイド』を参照してください。OpenVMS
Alphaおよび OpenVMS I64における Release 1.1.3プログラミング・サポートに
関するその他の情報は，第 4.3.3項を参照してください。

4.1.3 アップコールが有効なマルチスレッド・アプリケーションでアドレ
スの間違いが発生する問題の解決 (Alphaのみ)

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以上のシステムで，マルチ
スレッドのDECwindows Motifアプリケーションをアップコールを有効にしてコ
ンパイルし，実行すると，ユーザ・モード・スタックでランダム・アドレスに間
違いが発生する場合があるという問題がありました。この問題は，DECwindows
Motif for OpenVMS Version 1.5で解決されています。

4.1.4 すべてのトランスポート・バッファが使用中の場合に DECwindows
ディスプレイ・サーバが書き込み操作をブロックする問題

V1.5

すべてのトランスポート・バッファが使用中の場合，DECwindows Xディスプレ
イ・サーバはDECwindowsクライアントへの書き込み操作をブロックします。ク
ライアントが， 30秒のタイムアウト期間内でバッファの読み取りおよび解放に失
敗すると，サーバはその接続をクローズします。この場合，このタイムアウト時間
内はサーバーはハング状態になりその他の要求あるいはイベントの処理を行いませ
ん。

DECwindows Motif Version 1.3より前のバージョンでは，クライアント・ソフト
ウェアは，ユーザ・モード ASTを使用してトランスポート・バッファから内部メ
モリへイベントを転送します。このため，一時停止状態の場合あるいはユーザ・モ
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ード ASTが長期間無効な場合は，クライアントはバッファの読み取りに失敗しま
す。

Version 1.3以降，DECwindows Motifクライアントは，イベントを処理するクラ
イアント機能，あるいは応答が必要なクライアント機能が呼び出されるまでトラン
スポート・バッファからの読み取りを行いません。特定の表示接続に関してクライ
アントがイベントをアクティブに処理していない場合，イベントが到着したときに
サーバがハングし，接続がクローズします。 Xtを使用してアプリケーション・コ
ンテキストを作成し XtAppMainLoopを使用してイベントを処理するプログラムで
は，この問題は発生しません。

4.1.5 getaddrinfoおよび getnameinfoを呼び出す関数が TCP/IP接続でスレ
ッドセーフでない問題

V1.5

HP TCP/IP Services for OpenVMSでは，現在は getaddrinfoおよび getnameinfo
関数のスレッドセーフの実装を提供していません。このため， XOpenDisplayおよ
び IceOpenConnectionのDECwindowsの実装，ならびにこれらの関数でビルドさ
れたイメージも， TCP/IPトランスポートで接続がオープンされた場合はスレッド
セーフではありません。この問題は， IPv4あるいは IPv6のどちらの名前フォー
マットの TCP/IPトランスポート接続の場合も同じように適用されます。

4.1.6 UILコンパイラでサポートするトップレベル・ウィジェットの最大数
の変更方法

V1.3–1

UILコンパイラでは，UIDファイルに書き込むことができるトップレベル・ウィ
ジェットの最大数が設定されています。トップレベル・ウィジェットとは，名前が
付けられ，UILコンパイルで参照されないウィジェットのことです。ウィジェッ
トの最大数のデフォルトは 1000に設定されます。この最大数を超えると，UILコ
ンパイラは次のエラー・メッセージを表示します。

$ UIL test.uil
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%UIL-F-SUBMIT_SPR, internal error - submit defect report

この制限を変更し，エラーが発生しないようにするには，論理名DECW$MRM$MAX_
MODULE_WIDGETを使用します。UILコンパイラを実行する前に，この論理名
を次のように定義してください。

$ DEFINE DECW$MRM$MAX_MODULE_WIDGET 2000
$ UIL test.uil

注意

上記のエラー・メッセージは，コンパイルの他の問題によって発生するこ
ともあります。すでに論理名 DECW$MRM$MAX_MODULE_WIDGETを使
用してトップレベル・ウィジェットの最大数を引き上げているのに，コン
パイル時にこのエラー・メッセージが引き続き表示される場合は，ビルド
の問題や依存関係の問題がないか， UILファイルを確認してください。

4.1.7 スタック要件の増加

V1.3

DECwindows Motifクライアント・ライブラリへの重要な新機能の追加により，
実行時にDECwindows Motifが使用するスタック領域が増えることがあります。
DECwindows Motifの関数をメイン・スレッド以外のスレッドから呼び出すクラ
イアント・アプリケーションでは，スタック・オーバフローが発生することがあり
ます。

オーバフローが発生した場合，生成されるスレッド用に大きいスタック・サイズを
指定してアプリケーションを再構築してください。

この問題は，シングルスレッド・アプリケーションや，DECwindows Motifの関
数をすべてアプリケーションのメイン・スレッドから呼び出すマルチスレッド・ア
プリケーションでは発生しません。

プログラミングに関するリリース・ノート 4–5



4.1.8 ICE，プロキシ・マネージャ，および LBXサーバ・プロセスに必要
な特権

V1.3

ICE (Inter-Client Exchange)，プロキシ・マネージャ，および LBX (Low-
Bandwidth X)プロキシ・サーバはそれぞれ，独立したサーバ・プロセスを生成す
る機能を持っています。これらのサーバ・プロセスは， 1つ以上のトランスポー
ト・インタフェースにアクセスし，クライアント・コネクションを管理するため
に，システム・リソースを必要とすることがあります。

次の表では，ネットワーク・トランスポート別に，適切なリソースにアクセスする
ために必要な最小限の特権を示します。

トランスポート 特権

TCPIP NETMBX

DECNET TMPMBX， NETMBX， SYSNAM

LOCAL PRMMBX， SYSGBL

4.1.9 Display PostScriptのサポート終了

V1.2–6

1998年 8月 1日から， Adobe Display PostScriptソフトウェアはサポートされな
くなりました。これは， Adobe Systems社がDisplay PostScriptのサポートを打
ち切ったことに伴う措置です。

この決定により，弊社は契約上，DECwindows Motifソフトウェアからすべての
Display PostScript機能を削除する義務を負います。これには，関連する変換イメ
ージのサポートおよび次のプログラミング・リファレンス・マニュアルに記述され
ているすべての機能が含まれます。

• 『VMS DECwindows Display PostScript System Programming
Supplement』

• 『Display PostScript System: Perspective for Software Developers』

4–6 プログラミングに関するリリース・ノート



• 『Display PostScript System: Client Library Reference Manual』

• 『Display PostScript System: Color Extensions』

• 『Display PostScript System: pswrap Reference Manual』

• 『PostScript Document Structuring Conventions Specification Version 2.1』

現在のところ，これに対する回避策はありません。DECwindows Motif環境のア
プリケーションに及ぼすおそれのある影響についての詳細は，以降の各項を参照し
てください。

4.1.9.1 DECwindows Motifアプリケーションへの影響

DECwindows MotifからDisplay PostScriptが削除されたことにより，
PostScriptフォーマットのグラフィックスやドキュメントの表示にDisplay
PostScriptの機能を使用するアプリケーションが影響を受けます。

なお，これには， CDAビューアなど，弊社が開発したアプリケーションだけで
なく，次のいずれかのファイルやライブラリに依存するサード・パーティ製やユ
ーザ作成のアプリケーション，および変換した VAXのアプリケーションも含ま
れます。これらのアイテムはもう製品キットには含まれておらず，DECwindows
Motifクライアント・ソフトウェアの以前のバージョンからアップグレードする際
にシステムから削除されます。

• PSWRAPコマンド (DCL)

• Display PostScript (XDPS)ライブラリ

[SYSLIB]XDPS$DPSBINDINGSSHR.EXE
[SYSLIB]XDPS$DPSCLIENTSHR.EXE
[SYSLIB]XDPS$DPSLIBSHR.EXE

• Display PostScriptヘッダ・ファイルおよびサンプル・プログラム

• 変換イメージ・サポート (TIS)ファイル

[SYSLIB]XDPS$DPSBINDINGSSHR_TV_SUPPORT.EXE
[SYSLIB]XDPS$DPSCLIENTSHR_TV_SUPPORT.EXE
[SYSLIB]XDPS$DPSLIBSHR_TV_SUPPORT.EXE
[SYSLIB]CDA$ACCESS_TV_SUPPORT.EXE
[SYSLIB]DDIF$VIEWSHR_TV_SUPPORT.EXE

プログラミングに関するリリース・ノート 4–7



[SYSLIB]DECW$BKRSHR_ _TV_SUPPORT.EXE
[SYSLIB]DECW$MAILSHR_TV_SUPPORT.EXE

Display PostScript削除の実際の影響は，アプリケーションでインプリメントされ
ている範囲によって異なります。 PSWRAPコマンドを呼び出すアプリケーション
は，そのコマンドが呼び出される場所でのみ異常終了します。しかし， XDPSラ
イブラリにリンクしているアプリケーションまたは TISイメージは，実行時に解決
できないリンクがあるため全く実行できません。

このため，現在のDECwindows Motif環境で正しく実行するために，これらのフ
ァイルに依存するDECwindows Motifアプリケーションの該当箇所を修正する必
要があります。

4.1.9.2 Javaアプリケーションへの影響

Java Development Kit (JDK) for OpenVMS V1.2.2-1には，Display PostScript
(XDPS)ライブラリにリンクする 2つの共有可能イメージ (JAVA$FONT_
MANAGER_SHR.EXEおよび JAVA$FONT_MANAGER_G_SHR.EXE)が含
まれています。このため，Display PostScript機能を使用するこれらのキットでビ
ルドされたすべての Javaアプリケーションは，現在のバージョンのDECwindows
Motif環境では異常終了します。

この制限事項はバージョン 1.2.2-1のキットにのみ適用されることに注意してくだ
さい。 1.1*シリーズ用の Javaマシンは，バージョン 1.2.2-1以降のすべての JDK
のリリース同様， Adobe Display PostScriptソフトウェアまたはそのライブラリ
に依存していません。

4.1.10 DECW$INCLUDE:INTRINSIC.Hファイル使用上の問題

V1.2–5

DECwindowsのヘッダ・ファイルDECW$INCLUDE:INTRINSIC.Hは，
/STANDARD=VAXCコンパイラ・スイッチが指定されているときでも，DEC C
コンパイラ使用時に globalrefマクロを externとして再定義します。これは，ユー
ザ・アプリケーションに広範な影響を与える可能性があります。
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INTRINSIC.Hにこの再定義が要求されるのは，ユーザの作成したアプリケー
ションがDECwindows共有イメージにあるデータを参照するとき，必ず共有
イメージのコンパイル時に使用したものと同じ外部モデルを使用するように，
DECwindows側で保証する必要があるためです。

この問題を回避するため，アプリケーションでは変数に globalrefと globaldefを使
用しないで，次のプリプロセッサ命令を使用してください。

#pragma extern_model strict_refdef

この回避策には，厳密に ANSIに適合するという利点があります。この pragma
命令は，『OpenVMSシステム用DEC Cユーザーズ・ガイド』に説明されていま
す。

4.1.11 DECW$WML_TOKENS.DATを現在のディレクトリで検索する
DECW$WML.EXE

1.2–4

SYS$SYSTEM:DECW$WML.EXEを使用して，UILファイルのオペランド解
析をカスタマイズすることができます。DECW$WML.EXEは，DECW$WML_
TOKENS.DATファイルからトークン・リストを読み込みますが，DECwindows
Motifの以前のバージョンでは，このトークン・ファイルは常に SYS$LIBRARY
から読み込まれていました。日本語DECwindows Motif V1.2-4では，
DECW$WML.EXEがまず最初に現在ディレクトリ内でこのファイルを検索し
てから， SYS$LIBRARYディレクトリ内を検索します。これによりカスタマイズ
したトークン・ファイルを使用することができます。

4.1.12 OpenVMSシステムでの変換イメージの実行 (Alphaのみ)

V1.2–3

OpenVMSオペレーティング・システムは，OpenVMS VAXからOpenVMS
Alphaへ移行する際の次のような問題を解決する変換イメージ・サポート (TIS)を
提供します。
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• 完全な言語プログラミングがサポートされていない。

• 再コンパイルするためのソース・コードがない。

• VAXアーキテクチャの機能に依存するコードの再コンパイルが難しい。

変換イメージ環境は， VMS Version 5.5-2で導入された VAXプログラミング言語
機能をサポートします。また， TIS環境は VMS Version 5.5-2システム・サービ
スおよびランタイム・ライブラリ・エントリ・ポイントを使用するよう制限されて
いるイメージをサポートします。

DECwindows Motifの変換イメージのサポート機能は，DECwindows Motifの
インストレーションによって使用可能となります。DECwindows Motif TIS環境
では，変換されたDECwindows Motif for OpenVMS VAXイメージをOpenVMS
Alphaシステム上で実行する機能がサポートされています。ただし，そのイメージ
はOSF/Motif Release 1.1.3ライブラリに対してビルドされたという条件が付きま
す。それより新しいOSF/Motif Releaseライブラリ (1.2以上)でビルドされた変換
イメージの実行は，サポートされません。

(DECwindows Motif for OpenVMS Versions 1.2以降で提供される)より新しい
OSF/Motifライブラリに対してビルドされたアプリケーションを実行したい場合
は，OpenVMS AlphaあるいはOpenVMS I64システム上でネイティブにアプリ
ケーションのコンパイルおよびリンクを実行しなければなりません。

OpenVMS Alphaシステムで VAXアプリケーションをビルドできない場合，
OpenVMS Migration Software for VAX to Alpha (OMSVA)を使用して変換する
ことができます。ただし，そのアプリケーションがOSF/Motif Release 1.1.3プロ
グラミング環境でビルドされているという条件が付きます。

OSF/Motif Release 1.1.3プログラミング環境に対してビルドされたほとんどの
VAXイメージは，OpenVMS Alphaシステムへコピーし，変換し，正しく実行す
ることができます。ただし，変換イメージで使用されるOSF/Motif Release 1.1.3
共有イメージはネイティブ・イメージのものとは異なり，ネイティブ・イメージに
使用される共有イメージとは互換性がありません。このため，次のような制限事項
が適用されます。
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• DECwindows Motifソフトウェアを使用するネイティブ・イメージと変換
イメージの両方を， 1つのプロセス内で使用することは避けてください。
DECwindows Motifソフトウェアを使用するイメージ，およびお互いに呼び出
しを行うイメージは，すべて移植するか変換するかどちらかに統一してくださ
い。

• 変換イメージから LIB$FIND_IMAGE_SYMBOLを使用して動的に
DECwindows Motifイメージを起動するような変換イメージは，サポート
されません。

DECwindows Motif TIS環境を有効にするための詳細については，『HP
DECwindows Motif for OpenVMSインストレーション・ガイド』を参照して
ください。OSF/Motifアプリケーション・プログラミング・サポートについての
詳細は，第 4.3節を参照してください。

4.1.13 ループしたオブジェクト参照による UILコンパイルの問題

V1.2

自分自身を含んでいるオブジェクトの階層構造が存在し，それぞれの名前付きオブ
ジェクトは階層内の他のオブジェクトから内部的に参照されるだけである場合，
UILコンパイラはUIDファイルから一部のオブジェクトに関する情報を省略する
ことがあります。少なくとも階層内の参照の 1つは子関係以外である必要がありま
す。

どのオブジェクトで情報が省略されているかを判断するには，コンパイル時
に/LISTおよび/MACHINE_CODE修飾子を使用します。生成されるリスト・ファ
イルには，情報が省略されているオブジェクトが示されます。

この問題を回避するには，階層内の名前なしオブジェクトの 1つに名前を追加して
ください。
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4.1.14 Fortranで記述したアプリケーションのコンパイル

V1.1

OpenVMSシステムで，DECW$MOTIF.FORファイルなどのDECwindows
Motifアプリケーションを Fortranで作成するために使用するインクルード・ファ
イルには，使用するコンパイラ・スイッチに応じてメモリ・レイアウトを変化させ
る構造体定義が含まれています。

次の処置のいずれかを行うことができます。

• FortranプログラムがDECwindows Motifランタイム・ライブラリで正しく動
作するように，ソース・コード内で CDEC$ OPTIONSを使用します。

ファイルをプログラムに組み込む前に，次の文を追加します。

CDEC$ OPTIONS /ALIGN=RECORDS=NATURAL

INCLUDE文の後に次の文を追加します。

CDEC$ END OPTIONS

例:

CDEC$ OPTIONS /ALIGN=RECORDS=NATURAL
INCLUDE "DECW$MOTIF.FOR"
CDEC$ END OPTIONS

• プログラムをコンパイルするときに， Fortranコンパイラ・スイッチ
/ALIGN=RECORDS=NATURALを使用します。

4.1.15 Cで作成したアプリケーションのコンパイル

V1.0

DEC Cでは，DECC$TEXT_LIBRARYの論理名を次のように定義すれば，ヘッ
ダ・ファイルをテキスト・ライブラリから展開する必要はありません。

$ DEFINE DECC$TEXT_LIBRARY SYS$LIBRARY:DECC$RTLDEF.TLB
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4.2 アプリケーション・プログラミング

この節では，DECwindows Motif環境用のアプリケーションの開発についての注
意事項を説明します。

4.2.1 CDAビューアのプログラミング

この項では， CDAアプリケーションおよびランタイム・サービスに関するプログ
ラミング情報を説明します。

4.2.1.1 SYS$LIBRARY:DDIF$VIEWSHR.EXEのイメージ identの修正 (Alphaのみ)

V1.3

DECwindows Motif V1.2–6の SYS$LIBRARY:DDIF$VIEWSHR.EXEには，誤
ったイメージ identが含まれています。 V1.2–6のイメージにリンクされているプ
ログラムはロードできず， SHRIDMISMATCHエラーが報告されます。この問題
が修正され，イメージ identは元の値に戻されました。

DECwindows Motifの V1.2–6のイメージをリンクしているアプリケーションは，
修正後のイメージと再度リンクする必要があります。この事項は，DDIF (Notes
for OpenVMSへのDECwindowsインタフェースなど)の V1.1–3互換バージョン
にリンクしているイメージにのみ影響し，現在のDDIF$VIEWSHR12イメージを
使用しているイメージには影響しません。

4.2.1.2 スタイル・ガイドのフォールバックのメッセージ

V1.2

ローカルのスタイル・ガイドが見つからない場合は，次のメッセージが表示されま
す。

STYGDEFBK, Fallback to nonlocale-specific style guide: file-spec
レベル: 通知
説明: ロケール固有のスタイル・ガイドが見つからなかったため，ロケール固
有ではないバージョンのスタイル・ガイドが代わりに使用されます。
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4.2.1.3 CONVERTコマンドでの論理名の使用

V1.2

ドキュメント変換中に，論理名を使用して 1次ドキュメントのディレクトリを指定
し，ドキュメント・ファイルの拡張子を省略すると，相対ファイル指定を含む外部
参照によって変換が失敗します。

これは，フロントエンド・コンバータが入力ファイルをオープンするにもかかわら
ず，バックエンド・コンバータがコンバータ処理オプションを調べるために発生し
ます。コンバータ・ソフトウェアは，フロントエンド・コンバータが適用する省略
時のファイル拡張子を予測できないため，OpenVMSファイル・サービスを使用
して論理名を解決し，実際のファイル指定を見つける必要があります。こうすれ
ば，ディレクトリのオペランド解析ができ，相対指定を展開することができます。

変換が失敗するのは，外部参照が次のようなフォーマットになっている場合だけで
す。

sys$login:mydoc

この場合参照は解決されません。次の例のように，これ以外の場合は，参照はすべ
て解決されます。

sys$login:mydoc.doc
disk$:[smith]mydoc
disk$:[smith]mydoc.doc

4.2.2 DEClinksプログラミング

この項では，DEClinksアプリケーションおよびランタイム・サービスに関するプ
ログラミングについて説明します。
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4.2.2.1 DEClinks共有ライブラリが提供されない (I64のみ)

V1.5

DEClinks共有ライブラリ (LWK$DXMSHR*.EXE)はOpenVMS I64環境へ
移植されていないため，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5以降
OpenVMS I64プラットフォームでは使用できません。

他のアプリケーションのリグレッションを避けるためにこれらの共有ライブラリは
OpenVMS Alpha環境で廃止されました。OpenVMS I64環境で必要であると判断
されれば，将来のリリースで提供される可能性もあります。

4.2.3 漢字端末エミュレータ・プログラミング

この項では，漢字端末エミュレータ・アプリケーションと実行時サービスのプログ
ラミングに関する情報を説明します。

4.2.3.1 DECCRAシーケンス

V1.2

漢字端末エミュレータでは，DECCRA (Copy Rectangular Area —方形領域複写)
シーケンスに対するサポートには制限があります。ページ全体を一度に複写する必
要があり，複写元のページも複写先のページも現在のページでなければなりません
(たとえば，画面外のページを別のページに複写することはできません)。

4.2.3.2 DECLFKCシーケンス

V1.2

漢字端末エミュレータには F5 (Break)キーを再定義するためのユーザ・インタフ
ェースがありません。したがって，変更するキーを選択するために‘‘0’’ (all keys)を
使用すると，DECLFKC (Local Function Key Control —ローカル・ファンクシ
ョン・キー制御)シーケンスで F5キーが再定義されます。

プログラミングに関するリリース・ノート 4–15



4.3 OSF/Motifツールキット (Xm)

この節では，OSF/Motifツールキット (Xm)に関する制限事項および修正点につい
て説明します。

4.3.1 OSF/Motifリリース 1.2.2と X11R5またはそれ以降の共有可能ライブ
ラリ

V1.2

OSF/Motifリリース 1.2.2ツールキットとOSF/Motifリリース 1.1.3ツールキット
の間にはバイナリ互換性がありません。アプリケーションはどちらか別々のツール
キットでリンクする必要があります。OSF/Motifリリース 1.2.2のアプリケーショ
ンのリンクには，OSF/Motif 1.2.2および X11 R5をベースとする共有可能ライブ
ラリしか使用できません。また，OSF/Motifリリース 1.1.3のアプリケーションの
リンクには，OSF/Motif 1.1.3および X11 R4をベースにする共有可能ライブラリ
しか使用できません。

OSF/Motifリリース 1.2.2をベースにする共有ライブラリとOSF/Motifリリース
1.1.3をベースにする共有可能ライブラリの両方のライブラリを提供するために，
リリース 1.1.3をベースにするライブラリにはDECwindows Motifバージョン 1.1
と同じファイル名が，リリース 1.2.2をベースにするライブラリには後ろに "R5"ま
たは "12"の付くファイル名が使用されています。

OSF/Motifリリース 1.1.3ツールキットまたはOSF/Motifリリース 1.2.2ツールキ
ットとともに使用される共有可能ライブラリのファイル名には，接尾辞は付きませ
ん。このようなライブラリには，次のものがあります。

V1.2–6

• CDA$ACCESS.EXE

• DECW$D2DXLIBSHR.EXE

• DECW$XEXTLIBSHR.EXE

• DECW$XLIBSHR.EXE
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• XIE$SHRLIB.EXE

Xtツールキットのリリース 5またはそれ以降とリンクされた共有可能ライブラリ
には， "R5"の接尾辞が付きます。 XUIツールキットをベースにするライブラリに
は R5に相当するライブラリがなく， X11R5， X11R6.6，またはOSF/Motifリリ
ース 1.2.2をベースにしたリンカ・オプション・ファイルに含めることはできませ
ん。これらのファイル名については表 4–1を参照してください。

注意

DECW$XLIBSHR.EXEファイルは Xlibの X11R5バージョンであり，
X11R4バージョンの Xlibではありません。

表 4–1 X11R5またはそれ以降をベースにする共有可能ライブラリの名称

R4準拠ファイル名 R5またはそれ以降の準拠ファイル名

DECW$DWTLIBSHR.EXE (なし)

DECW$DWTSHR.EXE (なし)

DECW$XMULIBSHR.EXE DECW$XMULIBSHRR5.EXE

DECW$XTRAPLIBSHR.EXE DECW$XTRAPLIBSHRR5.EXE

DECW$XTSHR.EXE DECW$XTLIBSHRR5.EXE

リリース 5またはそれ以降ではDECW$DWTLIBSHR.EXEまたはDECW$DWTSHR.EXE
に相当するファイルは用意されていません。リリース 5またはそれ以降用に作成さ
れたアプリケーションは，これらのファイルとリンクすることはできません。

OSF/Motifリリース 1.2.2とリンクされた共有可能ライブラリには， "12"の接尾辞
が付きます。これらのファイルは X11R5または X11R6.6およびOSF/Motifリリー
ス 1.2.2と互換性のあるライブラリだけにリンクされる必要があります。これらの
ファイル名については，表 4–2の一覧を参照してください。

プログラミングに関するリリース・ノート 4–17



表 4–2 OSF/Motifリリース 1.2.2準拠の共有可能ライブラリ名

リリース 1.1.3準拠ファイル名 リリース 1.2.2準拠ファイル名

DDIF$VIEWSHR.EXE DDIF$VIEWSHR12.EXE

DECW$BKRSHR.EXE DECW$BKRSHR12.EXE

DECW$DXMLIBSHR.EXE DECW$DXMLIBSHR12.EXE

DECW$MAILSHR.EXE DECW$MAILSHR12.EXE

(なし) DECW$MRMLIBSHR12.EXE

DECW$PRINTWGTSHR.EXE (なし)

DECW$TERMINALSHR.EXE DECW$TERMINALSHR12.EXE

DECW$XMLIBSHR.EXE DECW$XMLIBSHR12.EXE

DGIT$LIBSHR.EXE DGIT$LIBSHR12.EXE

IMG$SHRLIB.EXE IMG$SHRLIB12.EXE

LWK$DXMSHR.EXE LWK$DXMSHR12.EXE

XNL$SHR.EXE XNL$SHR12.EXE

DECW$PRINTWGTSHR12.EXEファイルはありません。プリント・ウィジェッ
トはDECW$DXMLIBSHR12.EXEファイルの一部です。

DECW$MRMLIBSHR12.EXEファイルは，以前にはDECW$XMLIBSHR.EXE
の一部であったMotif Resource Manager (Mrm)ルーチンを含む新しいイメージで
す。OSF/Motifリリース 1.2.2をベースにして，.UIDファイルにアクセスするた
めにMrmルーチンを呼び出すプログラムはすべて，このライブラリとリンクする
必要があります。

たとえば，OSF/Motifリリース 1.1.3をベースにする典型的なリンカ・オプショ
ン・ファイルは，次のようなものです。

SYS$SHARE:DECW$XLIBSHR/SHARE
SYS$SHARE:DECW$XTSHR/SHARE
SYS$SHARE:DECW$DWTLIBSHR/SHARE
SYS$SHARE:DECW$XMLIBSHR/SHARE
SYS$SHARE:DECW$DXMLIBSHR/SHARE
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このプログラムをOSF/Motifリリース 1.2.2とリンクするには，リンカ・オプショ
ン・ファイルを次のように変更します。

SYS$SHARE:DECW$XLIBSHR/SHARE
SYS$SHARE:DECW$XTLIBSHRR5/SHARE
SYS$SHARE:DECW$XMLIBSHR12/SHARE
SYS$SHARE:DECW$MRMLIBSHR12/SHARE
SYS$SHARE:DECW$DXMLIBSHR12/SHARE

このように変更することで， XUIツールキット (DECW$DWTLIBSHR.EXE)を参
照せず，また，Motifリソース・マネージャ (DECW$MRMLIBSHR12.EXE)とリ
ンクします。

4.3.2 呼び出し可能OSF/Motif UILコンパイラ

V1.2–6

OSF/Motifリリース 1.2.2 Toolkitには，呼び出し可能UIL (User Interface
Language)コンパイラが含まれています。現在では，リンク・オプションに次の 1
行を含めると，このイメージに対してリンクすることができます。

SYS$SHARE:DECW$UILSHR/SHARE

呼び出し可能インタフェースについての詳細は， Prentice Hallから出版されてい
る『OSF/Motif Programmer’s Guide』を参照してください。

4.3.3 OSF/Motifリリース 1.1.3プログラミング・サポートと XUI

V1.2–3

以下の項で，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64環境でOSF/Motif Release
1.1.3アプリケーションをビルドする際の問題点について説明します。
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4.3.3.1 OpenVMS Alpha環境における Release 1.1.3アプリケーションのビルド
(Alphaのみ)

V1.2

DECwindows Motif Versions 1.2以降で提供される X WindowとOSF/Motifラ
イブラリは，以前のバージョンで提供されていたものとは互換性がありません。
ランタイムの互換性は維持されていますが，プログラミング環境には下位互換性
がありません。このため，DECwindows Motifの旧バージョンで提供されていた
XUIあるいはMotifリリース 1.1.3のプログラミング環境は，DECwindows Motif
Versions 1.2以降ではサポートされません。

Motif Release 1.1.3でビルドされた古いアプリケーションがある場合は，
DECwindows Motifのインストレーション時に Release 1.1.3のプログラミン
グ環境を保管しておくことができます。

インストレーション・プロシージャは，すでにシステムに存在するプログラミン
グ・ファイルを保管するためのオプションをユーザに提供します。これらのファイ
ルを保管するためのオプションを選択すると，プログラミングの際にアクセスでき
るようそれらのファイルがサブディレクトリに移されます。つまり，インストレー
ションの過程で，表 4–3に記載された各ディレクトリに[.DECW$113]というサブ
ディレクトリが作成され，既存のファイルがこの新しいサブディレクトリに移動さ
れます。

既存のプログラミング・ファイルの保管についての詳細は，『日本語
DECwindows Motif for OpenVMSインストレーション・ガイド』を参照して
ください。

表 4–3 XUI，Motif旧バージョンのプログラミング環境用ディレクトリ

ディレクトリ 内容 新しい位置

DECW$INCLUDE Cヘッダ・ファ
イル

SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE.DECW$113]

(次ページに続く)
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表 4–3 (続き) XUI，Motif旧バージョンのプログラミング環境用ディレクトリ

ディレクトリ 内容 新しい位置

SYS$SYSTEM UILコンパイラ SYS$SYSROOT:[SYSEXE.DECW$113]

SYS$LIBRARY 非 C言語バイン
ディング

SYS$SYSROOT:[SYSLIB.DECW$113]

これらのファイルを使用してプログラミングを行うには，新しい[.DECW$113]サ
ブディレクトリを各論理名の検索パスに含めます。次の例を参照してください。

• DECW$INCLUDEの定義を次のように変更します。

$ SHOW LOGICAL DECW$INCLUDE
"DECW$INCLUDE" = "SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE]" (DECW$LOGICAL_NAMES)

= "SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE.EXTENSIONS]"

$ DEFINE/EXECUTIVE/TABLE=DECW$LOGICAL_NAMES DECW$INCLUDE -
SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE.DECW$113], -
SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE], -
SYS$SYSROOT:[DECW$INCLUDE.EXTENSIONS]

今回のリリースで更新されたファイルには，[.DECW$113]サブディレクトリに
移されたファイルと同じ名前を持っているものも多くあります。したがって，ま
ず検索リストに新しいサブディレクトリ[.DECW$113]を入れます。これによっ
て[.DECW$113]の中のファイルをソフトウェア開発用に使用することができま
す。

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMのコマンド・プロシー
ジャでDECW$INCLUDEが再定義された場合は，それに従って上記の指示を変更
してください。

XUIまたはOSF/Motifリリース 1.1.3でUILコンパイラを使用するには，次のよ
うにします。

1. SYS$SYSROOT:[SYSEXE.DECW$113]DECW$UILCOMPILER.CLDという
ファイル名で，次のテキストを含むファイルを作成します。
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define type trace_keywords
keyword tokens
keyword symbols

define type warning_keywords
keyword nowarnings
keyword noinformationals

define type version_keywords
keyword V1, syntax=xui_uil
keyword V2, syntax=xui_uil, default
keyword MOTIF11, syntax=motif_uil

define syntax xui_uil
image decw$uilcompiler

define syntax motif_uil
image decw$uilmotif

define verb uil
image decw$uilcompiler
parameter p1, label=source_file,

prompt="File", value(required,noconcatenate,type=$infile)
qualifier trace, label=trace_qual,

value(list,noconcatenate,type=trace_keywords), nonnegatable
qualifier warnings, label=warnings_qual,

value(list,noconcatenate,type=warning_keywords)
qualifier list, label=listing_file,

batch, value(type=$outfile)
qualifier machine, label=machine_qual,
qualifier output, label=resource_file,

default, value(type=$outfile)
qualifier version, label=version_qual, default,

value(type=version_keywords),
nonnegatable

qualifier XUI, default, nonnegatable, syntax=xui_uil
qualifier MOTIF, nonnegatable, syntax=motif_uil

qualifier widget_meta_description, label=widget_qual,
value(required, noconcatenate, type=$infile)

disallow XUI and MOTIF
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2. 次のように，DCLコマンド・テーブルを XUI UILコンパイラ用に設定しま
す。

$ SET COMMAND SYS$SYSROOT:[SYSEXE.DECW$113]DECW$UILCOMPILER.CLD

注意

UILコマンドの定義を前の状態に戻すには，次のコマンドを実行します。

$ SET COMMAND SYS$LIBRARY:DECW$UILCOMPILER.CLD

4.3.3.2 OpenVMS I64環境における Release 1.1.3アプリケーションのビルド (I64
のみ)

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5にはアップデートされたOSF
/Motif Release 1.1.3共有ライブラリ一式が含まれていますが，OpenVMS I64
プラットフォームでは Release 1.1.3ベースのUILコンパイラあるいは関連す
る Cヘッダ・ファイル一式は含まれていません (これはDECwindows Motif for
OpenVMS Alphaの最近のリリースと同様です)。

OpenVMS I64環境の Release 1.1.3イメージをベースにしたアプリケーションの
ネイティブ・ビルドの方法は以下のとおりです。

1. OpenVMS Alphaシステムで保管した以前のバージョンのOSF/Motif Release
1.1.3環境の Cヘッダ・ファイルを使用してアプリケーション・ソース・ファイ
ルをコンパイルします。

2. 移植された共有イメージに対してリンクを行います。移植されたイメージの名
前には，‘‘R5’’や‘‘12’’などのサフィックスはありません。たとえば Release 1.1.3
ベースのビルドでは，DECW$XTLIBSHRR5およびDECW$XMLIBSHR12
ではなく，DECW$XTSHRおよびDECW$XMLIBSHRに対してリンクを行い
ます。

3. 状況に応じて次のいずれかの処理を行います。

• UILの変更が必要ない場合，OpenVMS AlphaシステムからOpenVMS
I64ランタイム環境へコピーしたUIDファイルを使用してアプリケーショ
ンを実行してください。
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• 変更が必要な場合は，OpenVMS Alphaシステムで保管した以前のバージ
ョンのOSF/Motif Release 1.1.3プログラミング環境のUILコンパイラを使
用し，その結果生成されるUIDファイルをOpenVMS I64ランタイム環境
へコピーします。

4.3.3.3 Motif Release 1.1.3コンパイルおよびランタイムに関する制限事項

V1.2–3

以前のプログラミング環境 (Release 1.1.3)を保存した上で，Motif Release 1.1.3
ターゲット・システム上の実行ファイルから，DECwindows Motif Version 1.2
が動作しているシステム上で作成したOSF/Motif Release 1.1.3 (Xlib Release
4)アプリケーションを実行しようとすると，問題が発生します。これは，
DECwindows Motif V1.2以降が動作しているシステム上でアプリケーション
を作成すると，省略時の設定によりイメージは Xlib Release 5にリンクされるため
です。OSF/Motif Release 1.1.3がインストールされているシステムでこの実行フ
ァイルを実行しようとすると， identミスマッチの fatalエラーとなります。

また，OSF/Motif Release 1.1.3のUILコンパイラと Release 1.2.2のUILコンパ
イラでは異なる出力を生成します。それぞれ構造が異なるため，互換性はありませ
ん。適切なUILコンパイラを使用して正しいUIDを生成してください。

これらの問題の発生を回避するために，次の操作を行ってください。

1. Release 1.1.3のコンパイラの実行ファイルDECW$UILMOTIF.EXEの
名前をDECW$UILMOTIF113.EXEに変更し， SYS$COMMONディレ
クトリに保存します。これで，新しい Release 1.2.2コンパイラの名前
DECW$UILMOTIF.EXEが旧バージョンのコンパイラ名と競合しなくなり
ます。

2. DECW$XLIBSHR.EXEファイル (Xlibリリース 4)を SYS$COMMON:
[SYSEXE.DECW$113]ディレクトリに移動します。

Xlibリリース 5またはそれ以降のバージョンにも同じ名前のファイルがありま
す。しかし，プログラムのリンク時に，リリース 4バージョンを使用するよう
に論理名が定義されます。DECwindows Motif V1.2とDECwindows Motif
V1.2以降の間でのDECW$XLIBSHR.EXEのマイナー identの変更のため，
Release 1.1.3システムとの下位互換性は失われました。

4–24 プログラミングに関するリリース・ノート



3. インストレーション時に以前のプログラミング環境を保存する場合は，次の 2
つのファイルを作成して， SYS$COMMON:[SYSEXE.DECW$113]ディレクト
リにコピーしてください。

DECW$UILCOMPILER113.CLD

このファイルは，OSF/Motif Release 1.1.3に対してDECW$UILMOTIF113.EXE
を，または XUIに対してDECW$UILCOMPILER.EXEを選択している
場合に，UIL/OSF MotifおよびUIL/XUIが XUIあるいはOSF/Motif
Release 1.1.3のいずれかに対して機能するようにします。

DECW$DEFINE113_LOGICALS.COM

このファイルは，保存されているヘッダ・ファイルをポイントし，このヘッ
ダ・ファイルは Xlibリリース 4バージョンのDECW$XLIBSHR.EXEファ
イルをポイントします。

4. 必ず，リンク元のバージョンと同じバージョン (以降)のオペレーティング・シ
ステムでアプリケーションを実行します。たとえば， VMS Version 7.3-2シス
テム上でリンクされているアプリケーションは， VMSバージョン 7.3-2 (以降)
のシステムで実行しなければなりません。

4.3.4 カスケードおよびトグル・ボタンにおけるメモリ・リークの解決
(Alphaのみ)

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.2–4以上のシステムでカスケードあ
るいはトグル・ボタンを作成し，そのあと消滅した場合，使用されていないグラフ
ィックス・コンテキスト・オブジェクトが後に残ります。これらのオブジェクト
は，クライアントおよびサーバの両方のメモリ・リークの結果発生するもので，ク
ライアントが終了するまで存続します。

この問題は，あるグラフィックス・コンテキストについては normal状態でウィジ
ェットが関与し，別のグラフィックス・コンテキストについては armed状態でウ
ィジェットが関与する場合に発生します。通常の使用環境では，ほとんどのウィジ
ェットは同じカラーを共有するため，一組のグラフィック・コンテキストを共有し
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ます。メモリ・リークは，異なる背景色あるいは選択テキストで多くのウィジェッ
トが作成され消滅した場合に，多く発生します。

この問題はDECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で解決されています。

4.3.5 Bulletin Boardにおけるメモリ・リークの解決 (Alphaのみ)

V1.5

DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.2–4以上のシステムで
は， BulletinBoardウィジェットが作成され， XmNbuttonFontList，
XmNlabelFontList，あるいは XmNtextFontListリソースに対してデフォル
トのフォント・リストが使用された場合，そのフォント・リスト・エントリに対す
る参照カウントが間違ってキャッシュされていました。これは，そのフォント・リ
ストが必要なくなった場合に，そのフォント・リストに使用されたメモリを解放す
るのを妨げる原因となります。

この問題は，デフォルトのフォント・リストがその後変更された他の bulletin
boardあるいはベンダーのシェル・ウィジェットの子孫として， bulletin boardが
作成された場合に発生します。

この問題は，DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で修正されていま
す。

4.3.6 Motifヘッダ・ファイルでのコンパイル時の非互換性

V1.2–3

OSF/Motifプログラミング・サポートでMotifヘッダ・ファイルからマクロ定義が
いくつか削除されています。この変更は次のヘッダ・ファイルに影響します。

• DECW$INCLUDE:XMP.H

次の定義が削除されています。

#define XmLONGBITS sizeof(Cardinal)*8

#define XmHALFLONGBITS (XmLONGBITS/2)
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上記マクロに代えて，次のマクロが同じヘッダ・ファイルに挿入されていま
す。

XmOFFSETBITS

XmOFFSETBITSマクロを呼び出すコードを更新してください。

• DECW$INCLUDE:TEXTP.H

次の定義が削除されています。

#define MAXINT 2147483647
/* Biggest number that can fit in long */

#define NODELTA MAXINT

MAXINTの定義はオペレーティング・システムに依存します。次のいずれかの
方法でアプリケーションにこの定義を組み込んでください。

該当するシステム・ヘッダ・ファイルの include

定数の定義

4.3.7 _Xmルーチンの使用

V1.2

OSF/Motifツールキットは，多くの「内部専用」ルーチンで実現されています。
これらのルーチンは_Xmで始まり，標準Motifウィジェットだけが使用するよう
になっています。 API (Application Programing Interface)については文書化され
ておらず，OSFではこれらのルーチンをサポートしていません。OSF社は API
を変更して新しい_Xmルーチンを追加し，現在の_Xmルーチンを削除し，あらゆ
る_Xmの機能性の変更を警告や予告なしに行う権利を保有しています。

警告

弊社では，_Xmルーチンを複写して，OSF/Motifリリース 1.2.2ツールキ
ットの共有可能イメージ転送ベクトルに置くことによって，_Xmルーチン
へアクセスできるようにしています。弊社では，これらのルーチンについ
て，その使用，ドキュメント，またはサポートを保証していません。これ
らの機能を使用するユーザは，ご自分の責任で行ってください。
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4.3.8 サンプル・プログラム用 UIDファイル

V1.2

Motifのサンプル・プログラムが使用するUIDファイルは，現在のディレクトリ，
DECW$SYSTEM_DEFAULTS，またはユーザのDECW$USER_DEFAULTSデ
ィレクトリに入れておかなければなりません。DECwindows Motifは，DECNET
(DECnetあるいはDECnet-Plus)トランスポートによるリモートUIDのアクセス
はサポートしていません。このため，デフォルト・ディレクトリはノード名指定を
サポートしません。UIDディレクトリ指定でノード名を入力するとアプリケーシ
ョンの起動に失敗し，次のようなエラーが表示されます。

X Toolkit Warning: I18NOpenFile: Could not open file decburger.uid - MrmNOT_FOUND
can’t open hierarchy

UIDファイルはDECW$EXAMPLESディレクトリからコピーできます。リモー
トUIDファイルにアクセスするには，クラスタのローカル・ノードへファイルを
コピーするか，Distributed File System (DFS)を使用してクラスタ上のファイル
を含むディスクをマウントします。

4.3.9 Motifテキスト・ウィジェットの変換

V1.0

仮想バインディングを実現するには，弊社が省略時の XmTextおよび
XmTextFieldの変換マネージャ構文を変更する必要がありました。特に，次
の設定が削除されています。

Shift ~Ctrl ~Meta ~Alt <Key>osfDelete: cut-clipboard()

osfCut仮想 keysymがバインドされていない仮想バインディングを使用すると，
省略時の設定で， cut-clipboard動作のキー・シーケンスはバインドされません。
この制約に対処するには，DECW$XDEFAULTS.DATファイルで XmTextおよび
XmTextFieldのトランスレーションをオーバーライドしてください。
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4.3.10 Motifウィジェットと XUIウィジェットの混合に関する制約

V1.0

Motifウィジェットと XUIのウィジェットの混合には制限があります。問題の原因
は， XUIとMotifの両方がそれぞれ独自の Vendor Shellウィジェット・クラスを
持っていることにあります。アプリケーションがMotifではなく XUIに対してリ
ンクされると， XUI Vendor Shellウィジェット・クラスが，DECwindows XUI
との互換性を保つために使用されます。アプリケーションがMotifに対してリンク
されたときは，Motif Vendor Shellウィジェット・クラス使用されます。Motifウ
ィジェットはMotif Vendor Shellを必要とし， XUIウィジェットはMotif Vendor
Shellとの互換性があります。問題が発生するのは， XUI専用アプリケーションが
Motifを使用する共有可能イメージを (LIB$FIND_IMAGE_SYMBOLを使用して)
動的に起動したときです。ツールキットが初期化されたときに，動的に起動された
共有可能イメージでMotifウィジェットが動かない場合は，ツールキットは XUI
Vendor Shellを使用するよう決定します。

この問題に対処するには，アプリケーション・イメージ名をDECW$USE_XM_
VENDOR_SHELL論理名に加える方法があります。この論理名には，ツールキ
ットがMotif Vendor Shellを使用するイメージ名を，コンマで区切って並べて
あります。DECW$USE_XM_VENDOR_SHELL論理名の値は省略時の設定で
NOTES$MAINとなっています。さらにイメージ名をこの論理名に追加するに
は，次のコマンドを入力します。

$ DEFINE DECW$USE_XM_VENDOR_SHELL "NOTES$MAIN,-
_$ yourimage1,yourimage2,..."

Motifを使用するアプリケーションは，すでにMotif Vendor Shellを使用している
ため，DECW$USE_XM_VENDOR_SHELLの影響は受けないことに注意してく
ださい。

4.4 Motifに対するDECwindows拡張 (DXm)

この節では，Motifツールキットに対するDECwindows拡張について説明しま
す。
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4.4.1 DXmFormSpaceButtonsEquallyの制限

V1.1

ウィジェットやガジェットがXmLabelまたはXmLabelGadgetのいずれかのサブクラ
スを持っている場合は，DXmFormSpaceButtonsEqually (便宜ルーチン)がすべて
平等にそのサイズとスペースを決定します。しかし，ウィジェットやカジェット
がXmLabelやXmLabelGadgetのサブクラスではない場合は，結果は不確定です。

4.4.2 水平方向のライブ・スクロールをサポートしていない SVNウィジェ
ット

V1.0

水平方向のライブ・スクロールは， SVNウィジェットではサポートされていませ
ん。

4.5 X Window Systemツールキット (Xt)

この節では， X Window Systemツールキット (Xt)についての注意事項を説明しま
す。

4.5.1 XtGetValues関数とヌル引数値

V1.3

XtGetValuesおよび XtVaGetValues関数は引数配列で引数値を提供します。 Xtの
仕様では，引数構造体の値メンバは適切なサイズのオブジェクトをポイントしなけ
ればならないと定義しています。しかし Xtの実装では，引数値が 32ビット長を越
えないという条件付きで，ヌル値のメンバを渡すことを許しています。この場合，
Xtは引数値メンバに引数値を直接書き込みます。
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DECwindows Motif Version 1.3以降のシステムでもこの機能はサポートしま
すが，ヌル値メンバを検出すると次のような Xt警告メッセージが生成されます
(function_nameは XtGetValuesあるいは XtVaGetValuesのいずれかになりま
す)。

X Toolkit Warning: NULL ArgVal in function_name

アプリケーションのコンパイルあるいは実行時にこのメッセージが表示されたら，
アプリケーションを修正して，ヌル・メンバ値の使用をやめてください。

4.5.2 複合クラス拡張レコードの実行時警告

V1.3

X11R6.6では，ブール値オプションallows_change_managed_setがデータ構造
体CompositeClassExtensionRecに追加されました。このデータ構造体が変更された
結果，以前のバージョンのCompositeClassExtensionRecでビルドされたアプリケー
ションでは，次のような警告メッセージが実行時に表示されることがあります。

X Toolkit Warning: widget class Calc has invalid CompositeClassExtension
record.

このメッセージが表示されないようにするには，最新バージョンの CompositeP.h
ファイルを使用してアプリケーションをビルドし直します。新しいオプションの値
が適切かどうか確認してください。メモリがゼロに初期化された場合，以前と同じ
ように動作します。初期化されていない場合の動作は予測できません。

4.5.3 XtOpenDisplayルーチンと大文字/小文字の区別

V1.2–6

XtOpenDisplayのアプリケーション名が，コマンド・ラインに入力されたアプリ
ケーション名を表すargv[0]からきている場合があります。
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この場合，大文字/小文字の区別が保持されなければならない環境 (大文字/小文字の
区別を有効にしてODS-5システムを参照したり，ユーザ定義の argvリストを渡す
場合など)では，問題になることがあります。

4.6 X Window Systemライブラリ (Xlib)

この節では， X Window Systemライブラリ (Xlib)の情報について説明します。

4.6.1 XPutImageによる大きなグラフィック・イメージの正しい表示

V1.5

XPutImage内の間違ったエラー条件は修正されています。このため，この再帰的
な Xlibプロシージャを呼び出すアプリケーションでは，目立ったクリッピングや
スタック・オーバーフローが発生することなく，大きなグラフィック・イメージの
処理および描画を正しく行うようになりました。

4.6.2 Xlibルーチンによる再帰的ロックの使用

V1.5

マルチスレッド Xlibアプリケーションで実装される表示ロックが再帰的ロ
ックとして実装されるようになりました。スレッド機能が有効な場合，
XCheckIfEvent， XIfEvent，あるいは XPeekIfEventに対するすべての呼び
出しは， XLockDisplay/XUnlockDisplayのペアに入れられます。これにより，上
記のイベントにより述語関数が呼び出された際に単一スレッド内でデッドロックが
発生するのを防ぎます。

再帰的ロック機能がないと，たとえば，スレッド対応のMotifアプリケーションや
awtライブラリを使用する Javaアプリケーションでデッドロックが発生します。
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4.6.3 XOpenDisplayおよび XCloseDisplayにおけるメモリ・リークの解決
(Alphaのみ)

V1.5

表示接続のオープンおよびクローズ時に小さなメモリ・リークが発生する問題は解
決されています。この結果，多くの接続をオープンおよびクローズするクライアン
ト・アプリケーションが，多くの仮想ページを必要とすることなく，少ないペー
ジ・ファイル・カウントおよびチャネル・カウント・クォータで機能します。

4.6.4 XOpenDisplayで Pending Wake状態が発生する問題の解決 (Alpha
のみ)

V1.5

XOpenDisplayの最初の呼び出しで，プロセスにおける pending wake状態が発生
し次の LIB$WAITあるいは SYS$WAKE呼び出しがすぐに終了するという問題は
解決されました。

4.6.5 イベント・フラグ番号 63の状態が保管なしに変更されてしまう問題
の解決 (Alphaのみ)

V1.5

イベント・フラグ番号 (EFN) 63の状態を，最初に保管することなく，変更し
てしまうというDECwindows Motifの問題は解決されています。この問題は，
DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以上が動作するシステム上
のサーバからのディスプレイのオープン，データの書き込み (サーバへの転送キュ
ーに空きがない場合)，およびデータの読み取りの際に発生していました。
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4.6.6 Xpoll.hヘッダ・ファイルと ConnectionNumberマクロの制限

V1.5

現在のバージョンの Xpoll.hヘッダ・ファイルは，DECW$LCN_SELECTへ
のインタフェースを実現します。このインタフェースは， select関数の Cラン
タイム・ライブラリ (CRTL)定義との互換性はありません。特にDECW$LCN_
SELECTは，スレッドが初期化されていない場合の ConnectionNumberディスプ
レイ・マクロのサポートを実装していません。

アプリケーションで Xpoll.hおよび ConnectionNumberマクロを使用している場
合は，問題の発生を避けるために次のように変更することをお勧めします。

#include <X11/Xlib.h>
#define DECW$LCNConnectionNumber(dpy) ((_XDisplayPriv)dpy->fd)

4.6.7 接続障害エラー・メッセージのレコード形式の変更

V1.3–1

接続要求が拒否されると， Xディスプレイ・サーバは情報メッセージを生成し，
Xlibはそのメッセージをstderrに出力します。以前のバージョンでは，出力される
メッセージはレコードごとに 1文字の形式でした。この出力形式は変更され，メッ
セージ全体が 1つのレコードとして渡されるようになりました。

この変更は，レコード単位で記録されるエラー・メッセージ・ファイルでのみ明ら
かになります。たとえば，HP Digital Test Manager (DTM)で生成されたメッセ
ージ・ファイルでは，変更された形式を確認できます。

4.6.8 廃止されたエントリ・ポイントと変更されたエントリ・ポイント

V1.3

4–34 プログラミングに関するリリース・ノート



次のサポートされない Xlibエントリ・ポイントは，DECW$XLIBSHRイメージ
から削除されました。

XCMSCIELAB_VALIDSPEC
XCMSCIELUV_VALIDSPEC
XCMSCIEUVY_VALIDSPEC
XCMSCIEXYY_VALIDSPEC
XCMSCIEXYZ_VALIDSPEC
XCMSLRGB_RGBI_PARSESTRING
XCMSLRGB_RGB_PARSESTRING
XCMSTEKHVC_VALIDSPEC

また，次のファイルは廃止予定になっており，OpenVMSの今後のリリースで削
除されます。

これらの関数を使用しているアプリケーションは，変更が必要です。

4.6.9 XConnectionNumberと ConnectionNumberの意味の変更

V1.3

DECwindows Motif Version 1.3以降のシステムでは， XConnectionNumber関数
と ConnectionNumberマクロの意味が変更されました。

以前のバージョンのDECwindows Motifでは，この関数とマクロのどちらも，イ
ベント・フラグ番号 (EFN)を返していました。次のように一般的な方法で実装さ
れている呼び出しでは，イベント・フラグは入力を受け取った時点で設定されまし
た。

sys$clref (ConnectionNumber (dpy));
while (XPending (dpy) != 0) XNextEvent (dpy);
sys$waitfr (ConnectionNumber (dpy));

DECwindows Motif Version 1.3では， XInitThreadsの呼び出しによってマルチ
スレッドのサポートが有効になったときの，この関数やマクロの動作が変更されま
した。マルチスレッドが有効になっている場合は，この関数やマクロは論理接続番
号 (LCN)を返すようになりました。
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LCNは，サーバからの入力が存在する場合，読み取り設定状態にあります。 LCN
は，すべての出力バッファが使用中でなければ，書き込み設定状態にあります。こ
れ以外の状態は，弊社で使用するために予約されています。

EFNの代りに LCNを使用するには，上記の実装を，次のように変更します。

int readState;
while (XPending (dpy) != 0) XNextEvent (dpy);

decw$lcn_select_one (ConnectionNumber (dpy), &readState);

LCN状態はサーバからの入力を反映し，応答の処理中にキューイングされたイベ
ントは含まないため，イベント・キューが空になった後に select呼び出しを行わな
ければなりません。

DECW_CONNECTIONNUMBER_IS_LCNマクロに true (1)を設定して XLIB.H
をインクルードすることによって， ConnectionNumberマクロが LCN値 (常に利
用可能)を取得するように強制できます。例を次に示します。

#define DECW_CONNECTIONNUMBER_IS_LCN 1
#include <X11/Xlib.h>
.
.
.

これは，スレッドが初期化されているかどうかにかかわらず同様に機能しなければ
ならない共有イメージやオブジェクト・ライブラリでこのマクロを使用する場合に
便利です。

LCNインタフェースの詳細については，『HP DECwindows Motif for OpenVMS
Alpha New Features』を参照してください。

4.6.10 OpenVMSシステムでのロケールのサポート

V1.2–4
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DECwindows Motif V1.2-4 for OpenVMSで提供されるロケール・サポートは，
DEC Cランタイム・ライブラリでのロケール・サポートと互換性があります。こ
のロケール環境で，これらの関数を使用して国際化アプリケーションを作成する場
合は，次の手順に従ってください。

• Xlibアプリケーションでは，<X11/Xlocale.h>をインクルードしま
す。<stdlib.h>をインクルードする場合は，<X11/Xlocale.h>をインクルー
ドする前にインクルードしてください。

• Motifアプリケーションでは，<X11/Xlocale.h>は自動的にインクルードされま
す。

• 次のコンパイル・フラグをオンにしてください。

/define=(X_LOCALE,X_WCHAR,_WCHAR_T_,XLIB_XPG4_FUNCS)

4.6.11 XSelectAsyncEventルーチンと XSelectAsyncInputルーチン

V1.1

XSelectAsyncEventルーチンと XSelectAsyncInputルーチンは， AST引き渡し情
報記憶用のメモリを割り当てます。このメモリは次のいくつかの方法で解放されま
す。

• ディスプレイをクローズ (XCloseDisplay)すると，そのディスプレイのすべて
のウィンドウに対応する AST引き渡し情報が解放されます。

• ウィンドウを破棄 (XDestroyWindow)すると，そのウィンドウ用の AST引き渡
し情報が解放されます。

サブウィンドウ用の AST引き渡し情報は， XDestroyWindowによっては解放され
ません。

所定のウィンドウ内のすべてのイベント・タイプの AST通知をオフにし， AST
引き渡し情報も解放したいときには，クライアント・アプリケーションは, event_

mask引数に -1 (全ビット・セット)を指定し，ast_routine引数に 0を指定して
XSelectAsyncEventルーチンあるいは XSelectAsyncInputルーチンを呼び出して
ください。
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注意

DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以上を実行しているシ
ステムでは， XInitThreadsへの呼び出しによってマルチスレッド処理が有
効になっている場合， XSelectAsyncInputおよび XSelectAsyncEventsはサ
ポートされません。同等の機能は，スレッド対応 Xlib関数を使用すること
によって提供されます。

マルチスレッド環境におけるこれらの関数の使用についての詳細は『HP
DECwindows Motif for OpenVMS Alpha New Features』を参照してくだ
さい。

4.6.12 コマンド・プロシージャが.PENファイルを作成

V1.0

Pascalプログラムが Xlib用とMotif用の環境ファイルを利用できるように，
SYS$LIBRARY:DECW$PEN_BUILD.COMコマンド・プロシージャを実行する必
要があります。このコマンド・プロシージャは，DECW $XLIBDEF.PENファイ
ルとDECW$MOTIF.PENファイルを生成します。 Pascalプログラムへのコンパ
イルには，提供されている.PASファイルよりも.PENファイルの方が高速となりま
す。

4.6.13 パラメータ/プロトコルのデータ・サイズの不適合

V1.0

いくつかの Xlibルーチンはロングワードのパラメータを受け付けますが，サーバ
へ送信される Xプロトコル・メッセージにはその全体は含められません。それぞれ
の場合で， Xlibルーチンは，パラメータ値の最下位 16ビットのみを送出します。
これは， Xプロトコル・メッセージ内のフィールド・サイズにより受ける制約で
す。

4–38 プログラミングに関するリリース・ノート



表 4–4は， 16ビット値としてのみ送出されるルーチンの名前とロングワード引数
のリストです。

表 4–4 16ビット値としてのみ送出されるルーチンの名前と引数

ルーチン名 引数

XAllocColorCells/ALLOC_COLOR_CELLS nplanes,npixels

XDrawArc/DRAW_ARC x,y,width,height, an-
gle1,angle2

XDrawLine/DRAW_LINE x1,x2,x3,x4

XDrawPoint/DRAW_POINT x,y

XDrawRectangle/DRAW_RECTANGLE x,y,width,height

XDrawString/DRAW_STRING x,y

XDrawString16/DRAW_STRING16 x,y

XDrawText/DRAW_TEXT x,y

XDrawText16/DRAW_TEXT16 x,y

XFillArc/FILL_ARC x,y,width, height,angle1,angle2

XFillRectangle/FILL_RECTANGLE x,y,width,height

4.7 X Window System拡張とプロトコル

この節では，DECwindows Motif用 X Window System拡張について説明しま
す。

4.7.1 XINERAMAでの XCopyAreaの使用

V1.3–1

グラフィック・エクスポーズ・イベントは XCopyArea要求に対して生成されるよ
うになりました。 XCopyArea関数を呼び出すプログラムでは，要求で使用される
gcで常にグラフィック・エクスポーズを有効にしておく必要があります。
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4.7.2 XINERAMAが VisibilityNotifyを正しく報告しない問題

V1.3–1

XINERAMAを使用するマルチヘッド・システムでアプリケーションが表示を行
う場合， VisibilityNotifyイベントはウィンドウの状態を正しく報告しません。ウ
ィンドウが表示され VisibilityNotifyが選択されている場合，ウィンドウの状態
はUnobscuredとして報告されますが，実際のウィンドウの状態はUnobscured
または PartiallyObscuredである可能性があります。この問題を回避するには，
VisibilityNotifyイベントを PartiallyObscuredとして扱うようにアプリケーショ
ンを変更してください。

ウィンドウが表示されると，それ以上表示に関するイベントは報告されません。た
とえば，VisibilityNotifyが選択されているウィンドウが他のウィンドウの下に
隠れた場合，FullyObscuredであることを示すイベントを報告する必要があります
が，このイベントは送信されません。

4.7.3 EVI拡張とカラーマップの競合

V1.3

EVI (Extended Visual Information)拡張を使用して利用可能なビジュアルの情報
を要求する場合，DECwindows X11ディスプレイ・サーバはカラーマップの競合
情報を返しません。返されるデータは，競合が存在する場合でも，カラーマップの
競合は存在しないと示します。

4.7.4 Dead Mouseのサポート

V1.3

以前は AccessX拡張で利用可能だったDead Mouse機能が， Xキーボード拡張
(XKB)で利用可能な機能サブセットに組み込まれました。この機能は，Mouse
Keysと呼ばれます。
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DECwindows Motifの以前のバージョンではDead Mouse機能は Xサーバの一部
でもあったため， XKB拡張が有効になっていなくてもこれらの機能は利用できま
す。

4.7.5 AccessX拡張のサポート終了

V1.3

AccessXキーボード拡張のサポートが削除されました。この拡張のすべての機能
(スティッキ・キーなど)は， Xキーボード拡張 (XKB)で利用できます。 XKBの詳
細については，『HP DECwindows Motif forOpenVMS New Features』を参照し
てください。

4.7.6 セキュリティおよびアプリケーション・グループの拡張でグループ
がチェックされない問題

V1.3

セキュリティ (SECURITY)拡張とアプリケーション・グループ (XC-
APPGROUP)拡張では，グループのチェックは実行されません。グループ ID
を XSecurityGenerateAuthorizationに渡すことはできますが，この IDはチェッ
クされません。グループ IDが何であっても，承認されます。

4.7.7 オープン中の ICE接続からの watchプロシージャの削除

V1.3

ICE接続がオープン状態の間は， ICEのwatchプロシージャを削除しないでくだ
さい。オープン中の接続にwatchプロシージャがメモリを割り当てていた場合，
このプロシージャを削除するとwatchプロシージャへのコールバックが適切に行
われないため，メモリを解放することができません。
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4.7.8 ICE使用時の BAD_LOCAL_NODEエラー

V1.3

DECwindows Motifで実装していたオリジナルのトランスポートでは，ネットワ
ーク・トランスポートとして LOCALを使用した場合に，ノード指定を無視して
いました。 ICEプロトコルでは，ノード名は必ず，値 0か，システム名からなる
文字列でなければなりません。 ICEは LOCALトランスポートを使用するため，
ICEがノード指定をチェックしようとしたときに， BAD_LOCAL_NODE警告メ
ッセージが表示されます。

4.7.9 SmsGenerateClientIdが IDを生成しない

V1.3

DECnetアドレスと TCP/IPアドレスのどちらも割り当てられていないシステムで
は， XSMP要求の SmsGenerateClientIdはクライアント IDを生成できません。

4.7.10 拡張 includeファイルの使用法

V1.2

拡張 includeファイルを含むプログラムを正しくコンパイルするためには， Cの
includeディレクトリ検索リストに論理名DECW$INCLUDEを追加してくださ
い。

この論理名を追加するには，次のコマンドを入力します。

$ DEFINE DECC$USER_INCLUDE DECW$INCLUDE

4.8 X Window System国際化ライブラリ (Xnl)

この節では， XNLライブラリについて説明します。
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4.8.1 xnl_parsedatetime

V1.2–5

xnl_parsedatetime (およびその VAXバインディング， XNL$PARSE_DATE_
TIME)は，入力の引数XmString s (構文解析される日付時刻)に 2桁または 4桁の
年数を受け付けます。 2桁形式での有効な年数の値は 70～ 99の範囲で， 1970～
1999年を意味します。値 00～ 69は無効です。 2000年以降は 4桁形式が必須で
す。

4.8.2 xnl_langinfo

V1.2–5

xnl_langinfo (およびその VAXバインディング， XNL$LANGINFO)は，item引数
にD_FMTまたはD_T_FMTを指定すると，日付時刻フォーマッティング用の文字
列を返します。下記のロケールで，この関数は%yを含むフォーマッティング文字
列を返します。%yは 2桁年数形式を意味するので，このフォーマッティング文字
列は 2000年以降は慎重に使用する必要があります。

• es_ES Spanish

• fr_BE French Belgium

• fr_CA French Canada

• iw_IL Hebrew

• no_NO Norwegian

4.9 トランスポート・プログラミング

この節では，トランスポート・インタフェースの情報について説明します。
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4.9.1 ユーザ作成トランスポートのサポートの終了

V1.3

DECwindows Motif Version 1.3では， ICE (Inter-Client Exchange)プロトコ
ル， LBX (Low-Bandwidth X)プロキシ・サーバ，および入力メソッド・サーバ
の通信要件およびマルチスレッドに対応するために，DECwindows Motifトラン
スポート・ライブラリが大幅に変更されました。特に，サーバ接続に番号を割り
当てる代替の方法が追加されました (『『HP DECwindows Motif for OpenVMS
Alpha New Features』』を参照)。外部用として公開されるトランスポート関連機
能は，論理接続番号 (LCN)インタフェースのサポートだけです。

DECnet， TCP/IP， LAT，およびローカル・ネットワーク・トランスポート・イ
ンタフェースはアップデートされており，DECwindows Motif V1.3以降の環境で
も引き続き利用でき，期待どおりに機能し，以前のバージョンのクライアント・
ライブラリとの互換性もあります。しかし，以前のバージョンのDECwindows
Motif用に構築された，ユーザ作成のカスタム・トランスポートは，DECwindows
Motif V1.3以降のシステムではサポートされません。次のファイルに対して構築さ
れ，リンクされたトランスポートがこれに該当します。

SYS$LIBRARY:DECW$XPORTCOM.H
SYS$LIBRARY:DECW$XPORTCOM.MAR
SYS$LIBRARY:DECW$XPORTCOM.R32
SYS$LIBRARY:DECW$XPORTDEF.H
SYS$LIBRARY:DECW$XPORTDEF.MAR
SYS$LIBRARY:DECW$XPORTDEF.R32

これらのファイルはキットから削除されており，今後は提供されません。
『『VMS DECwindows Transport Manual』』はアーカイブ化され，新しいライ
ブラリについては，ドキュメントに記載されず，一般には提供されません。

カスタム・トランスポートを実装していて，このトランスポートをDECwindows
Motif for OpenVMS Alpha Version 1.3以降の環境に移行する場合は，移行計画の
策定について弊社のカスタマ担当者にご相談ください。
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5
関連ドキュメントに関するリリース・ノート

この章では，DECwindows Motifドキュメントの訂正について，簡単に説明して
います。DECwindows Motifドキュメント・セットへの追加や変更の完全なリス
トについては，『HP DECwindows Motif for OpenVMS Alpha Documentation
Overview』を参照してください。

5.1 『New Desktop使用概説書』

この節では，『New Desktop使用概説書』の記載の誤りを訂正します。

5.1.1 ファイル指定の訂正

V1.2–5

『New Desktop使用概説書』のコマンド・プロシージャのファイル指定の記述に
誤りがあります。同マニュアルの第 3.4.9項の 5段落で，ファイル指定は次のよう
に記載されています。

「DECwindows Notesなどの，DECwindowsのオプション・アプリケーシ
ョンは，情報を提供しないため自動再起動されない場合があります。その場
合，disk$:[user.DT]SESSIONETC.COMのコマンド・プロシージャを使用して，
自動起動されないアプリケーションを起動することができます。このプロシージャ
は，従来のDECwindows環境ではDECW$LOGIN.COMプロシージャに相当しま
す。」

正確な記述は次のとおりです。

disk$:[user.DT.SESSIONS]SESSIONETC.COM
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5.2 『Using DECwindows Motif for OpenVMS』

この節では，『Using DECwindows Motif for OpenVMS』の記載の誤りを訂正し
ます。

5.2.1 ロゴの変更例の訂正

V1.2

『Using DECwindows Motif for OpenVMS』の「Changing Your Logo」に記述
されている例は間違っています。手順 1に出てくる次のコード例を変更してくださ
い。

$ COPY SYS$COMMON:[SYSMGR]DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.TEMPLATE -
_$ SYS$SPECIFIC:[SYSMANAGER]DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COM/LOG

正しいコード例は，次のとおりです。

$ COPY SYS$COMMON:[SYSMGR]DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.TEMPLATE -
_$ SYS$SPECIFIC:[SYSMGR]DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COM/LOG

5.3 『DECwindows Motif for OpenVMS Applications Guide』

この節では，『DECwindows Motif for OpenVMS Applications Guide』の訂正お
よび補足事項について説明します。

5.3.1 [印刷終了]オプションの明確化

V1.2–3

『DECwindows Motif for OpenVMS Applications Guide』の漢字端末エミュレー
タに関する章の「印刷情報」の節では，[印刷]メニューについての情報を提供して
います。「印刷終了」の節に記載されている情報をさらに理解するために，次のこ
とに注意してください。
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[印刷]メニューの[印刷終了]オプションを選択した場合，プリント・ジョブをクロ
ーズし，自動印刷モードを通常印刷モードに戻します。

5.3.2 アプリケーション・メニュー項目へのターゲット画面オプションの
追加についての例の訂正

V1.2

『DECwindows Motif for OpenVMS Applications Guide』の「Adding Target
Screen Options to Application Menu Items」に記述されている例は間違っていま
す。最初に出てくる次の行を削除してください。

$ select_qualifiers:

5.4 『DECwindows Motif for OpenVMS Guide to Non-C
Bindings』

この節では，『DECwindows Motif for OpenVMS Guide to Non-C Bindings』へ
の補足と訂正を行います。

5.4.1 GET_CHAR_STRUCT関数へのアクセスについての訂正

V1.2–3

『DECwindows Motif for OpenVMS Guide to Non-C Bindings』では， XLIB
GET_CHAR_STRUCT関数の char_struct引数に関するアクセスの記述が間違っ
ていました。正しいアクセスはwrite (書き込み)です。

5.5 『DECwindows Motif Guide to Application Programming』

この節では，『DECwindows Motif Guide to Application Programming』への訂
正について説明します。
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5.5.1 OpenVMS DECburgerサンプル・アプリケーションの UILソース・
コードの位置

V1.2–3

『DECwindows Motif Guide to Application Programming』の第 4章の「UIL
によるHelpウィジェットの作成」の節の説明では，OpenVMS DECburger
アプリケーションの完全なUILソース・コードがOpenVMSシステムの
DECW$EXAMPLESに含まれていることを明確に記述していません。

5.5.2 Helpウィジェットのドキュメントの訂正

V1.2–3

『DECwindows Motif Guide to Application Programming』には，次の訂正事項
があります。

• 例 4–7の「Helpウィジェットの実現— C言語モジュール」というタイトルに
は，次のようにDECBURGER.Cを追加してください。

「Helpウィジェットの実現— C言語モジュール (DECburger.C)」

• 例 4–8のタイトルは次のように訂正してください。

「Helpウィジェットの実現—コールバック (DECburger.C続き)」

• 第 4.10節の「ツールキットのHelpウィジェット作成ルーチンの使用」とい
うタイトルは，この節の内容を正しく反映していません。このタイトルは，
「UILによるHelpウィジェットの作成」と訂正してください。

• この節の例 4–9「ツールキット・ルーチンによるHelpウィジェットの作成」
についての説明は，不完全です。次の記述が正しい説明です。

• 「例 4–9のコードはDECburger.Cに入っていますが，コメント化されている
ため，サンプル・プログラムのビルド時にはコンパイルされません。」

この例は不完全です。例 4–7および例 4–8のいくつかのセクションが必要で
す。
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5.6 『DECwindows Extensions to Motif』

この節では『DECwindows Extensions to Motif』に対する訂正を行います。

5.6.1 Corrected List of DXmNlayoutDirection Resource Constants

V1.2–3

『DECwindows Extensions to Motif』の第 2章のDXmNlayoutDirectionリソース
に関する節で次のような定数がリストされています。

• DXmLAYOUT_LEFT_DOWN

• DXmLAYOUT_LEFT_UP

• DXmLAYOUT_RIGHT_DOWN

• DXmLAYOUT_RIGHT_UP

しかし，次の定数は現在はDXmNlayoutDirectionリソースには使用できません。

• DXmLAYOUT_LEFT_UP

• DXmLAYOUT_RIGHT_UP

また，表 2-1についての説明は正しくありません。表 2-1は，この関数
のDXmLAYOUT_LEFT_DOWNおよびDXmLAYOUT_RIGHT_DOWN定数の効果について説明
しています。

V1.2

『DECwindows Extensions to Motif』の 2.2節では，DXmChildrenルーチンを
使用してwidget_listの長さを調べることができると説明しています。

この説明は正しくありません。DXmNumChildrenルーチンを使用することによ
り，DXmChildrenによって返されるウィジェット・リストの長さを調べることが
できるというのが正しい説明です。
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6
日本語機能に関するリリース・ノート

この章では，日本語機能に関する新規機能および制限事項について説明します。

6.1 日本語DECwindows Motif V1.5の新機能

6.1.1 I64プラットフォームでの DECwindows Motifのサポート

日本語DECwindows Motif V1.5では，新しいプラットフォームとして，日本語
OpenVMS I64がインストールされたHP Integrityサーバを新たにサポートしま
す。

日本語DECwindows Motif for OpenVMS I64 V1.5では基本的に日本語
DECwindows Motif for OpenVMS Alphaと同等の機能を提供します。ただ
し，以下のコンポーネントについては I64版では提供されません。

• 変換イメージ・サポート

• XIMP IMプロトコルサポート

6.2 日本語DECwindows Motif V1.3-1の新機能

6.2.1 既知の問題点の解決

V1.3-1

日本語DECwindows Motif V1.3-1では次の問題点が解決されています。

• ノートパッドの問題

128文字以上の全角文字列を一度に入力すると確定文字列が欠ける場合がある
という問題が解決されています。
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• セッション・マネージャの問題

DEC漢字 2000ロケールで一部メニューが文字化けする問題が解決されていま
す。

• CSTextウィジェット

SetValue時にメモリ・リークが発生する場合があるという問題が解決されてい
ます。

6.3 日本語DECwindows Motif V1.3の新機能

6.3.1 X Window System Version 11 Release 6.6のサポート

日本語DECwindows Motif V1.3は X Window Systemの最新の仕様である X
Window System Version 11 Release 6.6 (X11R6.6)をサポートします。従来のバ
ージョンの日本語DECwindows Motifでは X Window System Version 11 Release
5 (X11R5)をサポートしていました。

本バージョンの日本語DECwindows Motifでは XOpenOM( )， XCreateOC( )，
XtOpenApplication( )といった， X Window System Version 11 Release 6
(X11R6)以降で新たに追加されたライブラリ関数を使用して日本語アプリケーショ
ンを開発・実行することができます。

一方 X11R6.6は X11R5からの上位互換が保たれているため，従来のバージョン
の日本語DECwindows Motifで開発した日本語アプリケーションは，再コンパイ
ル・再リンクすることなく，そのまま本バージョンの日本語DECwindows Motif
上で動作します。

6.3.2 DEC日本語入力サーバのアップデート

本バージョンではDEC日本語入力サーバDECW$JIMがアップデートされていま
す。

• 国際化テキスト入力 (IM)プロトコルとして X11R6標準の R6 XIMプロトコル
をサポートします。従来の R5 DECXimプロトコルも引続きサポートします。
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• Off The Spot入力スタイルのサポートが追加されました。

• リソースが変更されました。

• GUIが変更されました。

• 日本語入力時のキー定義は変更ありません。

詳しくは『日本語機能説明書』を参照してください。

6.3.3 日本語入力プロトコル

日本語アプリケーションは Xライブラリの国際化機能を使用して日本語入力サー
バとの通信を行います。本バージョンの Xライブラリはテキスト入力 (IM)プロト
コルとして X11R6標準の R6 XIMプロトコルをサポートします。また，日本語
DECwindows Motif for OpenVMS Alphaでは， Ximp IMプロトコルもサポート
します。

これに対し本バージョンのDEC日本語入力サーバは R6 XIMプロトコルと R5
DECXimプロトコルをサポートします。

なお，日本語アプリケーションが日本語入力サーバとの接続を試みる場合，
最初に R6 XIMプロトコルをサポートする日本語入力サーバーとの接続を試
み，続いて Ximp IMプロトコルをサポートする日本語入力サーバーとの接続
を試みます。従来のバージョンでは Ximp IMプロトコルを使用するには論理名
DECW$XVENDORLAYERの設定が必要でしたが， V1.3以降は必要ありませ
ん。

6.3.4 ja_JP.deckanji2000ロケールのサポート

本バージョンから ja_JP.deckanji2000日本語ロケールが新たにサポートされまし
た。本バージョンでサポートする日本語ロケールは次のとおりです。

ja_JP
ja_JP.deckanji
ja_JP.deckanji2000
ja_JP.eucJP
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ja_JP.sdeckanji

6.3.5 多国語対応

本バージョンのDECwindows MotifはひとつのDECwindows Motif環境で日本語
と中国語といった複数の言語を同時にサポートする多国語サポートに対応していま
す。

6.3.5.1 キットの構成

多国語対応のため，本バージョンから日本語DECwindows Motifは国際化キット
と日本語キットという２つのキットで構成されます。国際化キットには各国語共通
部分が，日本語キットには日本語固有部分が含まれています。

他の言語のDECwindows Motifも同様の構成となります。たとえば，中国語
DECwindows Motifは国際化キットと中国語キットで構成されます。

ひとつの国際化キット上に複数の言語キットをインストールすることができます。
これによって多国語環境を実現することができます。

本バージョンの日本語DECwindows Motifは次の手順でインストールします。

1. 標準版のインストール

2. 国際化キットのインストール

3. 日本語キットのインストール

詳しくは『インストレーション・ガイド』を参照してください。

6.3.5.2 システムのデフォルト言語

多国語環境では最後にインストールされた言語がシステムのデフォルト言語になり
ます。以下の例では，最後にインストールされた中国語がデフォルト言語です。

1. 標準版のインストール

2. 国際化キットのインストール

3. 日本語キットのインストール

4. 中国語キットのインストール
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インストール後にシステムのデフォルト言語を変更するには，コマンド・プロシ
ージャ SYS$MANAGER:DECW$SET_LANG.COMを特権アカウントで実行しま
す。

$ @SYS$MANAGER:DECW$SET_LANG.COM <言語>

<言語>には次のいずれかを指定します。

値 言語

JDECW 日本語

KDECW 韓国語

CDECW 中国語 (簡体字)

TDECW 中国語 (繁体字)

6.4 日本語DECwindows Motif V1.2–6の新機能

6.4.1 日本語 DECwindows Motifキットの PCSI化

V1.2–6

日本語DECwindows Motif V1.2-6のキットは，従来のセーブセット形式から，標
準版 Compaq OpenVMS Alphaの POLYCENTERソフトウェア・インストレーシ
ョン・ユーティリティ (PCSI)形式のキットへ移行しました。これにより，より迅
速かつ分かり易いインストール環境を提供します。

6.4.2 既知の問題点の解決

V1.2–6

日本語DECwindows Motif V1.2-6では，次の問題点が解決されています。

1. 日本語入力サーバ (DECW$JIM)の問題

• IM$PROFILE論理名が不正な値に定義されたときに異常終了する問題

• TAROモードが正常に動作しない問題
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• Over the spot時の動作の改善

2. 日本語キーマップの問題

LK411-AJ日本語キーボードおよびキーマップ使用時に "カタカナ/ひらがな "キ
ーが機能しない問題。

3. 漢字端末エミュレータの問題

マウスで漢字端末エミュレータ・ウィンドウをクリックまたはドラッグすると
ウィンドウが縮む問題。

この問題を解決するため，以下のファイルを変更しました。従来通りの漢字端
末エミュレータの環境を使用されたい方はこのファイルの autoResizeTerminal
の前のコメントを削除してください。

DECW$SYSTEM_DEFAULTS_JA_JP:DECW$TERMINAL.DAT

6.5 日本語DECwindows Motif V1.2–5Aの新機能

6.5.1 日本語ファイル名サポート

V1.2–5A

日本語DECwindows Motif V1.2–5Aでは，日本語OpenVMS V7.2から提供され
ている日本語ファイル名サポート機能を使用することによって日本語ファイル名を
使用することができます。

以下のアプリケーションで日本語ファイル名を使用することができます。

• カレンダ

• テキスト・エディタ

• アイコン・エディタ

• メール

• ブックリーダ

• CDAビューア

• カード管理
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• ノートパッド

日本語Motif V1.2–5Aでは，ODS–5ディスク上で最長 40文字の日本語ファイル
名を使用することができます。日本語ファイル名の使用できる長さは，ファイルが
存在するディレクトリの長さにも依存します。制限を超えた場合，ファイル名はフ
ァイル ID，ディレクトリ ID形式に変換されます。

注意

日本語ファイル名として使用できる文字は， ASCII文字， JIS X0208–
1983漢字です。半角カナは使用することができません。半角カナを使用し
た場合，予期せぬ結果が生じる場合があります。

日本語Motif V1.2–5Aの日本語ファイル名サポート機能は，日本語OpenVMS
V7.2以降で提供されている機能を使用しています。したがって，日本語
OpenVMS V7.2より前のOS上にインストールされた場合，日本語Motif 1.2–5A
のアプリケーションで日本語ファイル名を使用することはできません。

アプリケーションから RMSを使用してファイルの読み込みあるいは書き込みを行
う場合， SDECKANJIコードでファイル名の指定あるいは取得を行うことができ
ます。ウィンドウ・アプリケーションのファイル・セレクション等で，日本語ファ
イル名を使用することができます。

使用する場合は以下の論理名定義を行います.

$ DEFINE /SYSTEM JDECW$RMS_ENCODING SDECKANJI

また，使用を中止する場合は以下の論理名定義を行います。

$ DEFINE /SYSTEM JDECW$RMS_ENCODING DEFAULT

あるいは

$ DEASSIGN /SYSTEM JDECW$RMS_ENCODING
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6.6 制限事項

この節では，日本語機能の制限事項について説明します。

6.6.1 USBキーボードの使用 (I64のみ)

V1.5

OpenVMS I64システムの標準版DECwindows Motifでサポートされる LK463
（英語）キーボードを日本語環境で使用する場合は，スタイル・マネージャの「キ
ーボード」アイコン (New Desktopの場合)あるいはセッション・マネージャの
「オプション」メニューから「キーボード」オプション (従来型のデスクトップ環
境の場合)を選択して，キーボードタイプとして "JAPANESE_LK411AJ"または
"JAPANESE_LK41WAJ"を指定してください。 LK463キーボードには日本語入力
機能に関するキーおよびカナ LEDが存在しないためそれらの機能は使用できませ
んが，それ以外のキー入力は可能です。

LK463キーボードでカナモードに切り替えるには，左側の Composeキーを押して
ください。

6.6.2 ノートパッド

V1.2-6

ノートパッドには以下の制限事項があります。

• ノートパッド上で Shift/Removeキーを使用してテキストを切り抜いた場合，
貼り付け操作でそのテキストを貼り付けることができません。切り抜いたテキ
ストを貼り付ける場合は，「編集」メニューから「切り抜き」を選択して切り
抜き操作を行なってください。

なお Ctrl/Insertキーでテキストを複写した場合は，貼り付け操作で正しくテキ
ストを貼り付けることができます。
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6.6.3 スタイル・マネージャ

V1.3

低解像度のディスプレイを使用している場合，大きいフォントを設定するとセキュ
リティのアイコンが消えてしまうことがあります。

セキュリティの設定を行う場合は，一旦小さいフォントを設定しアイコンを表示さ
せてください。

6.6.4 SWB (Secure Web Browser)の日本語入力サポート

V1.3

SWBの日本語入力には以下の制限事項があります。

• SWBにおける標準の入力スタイルは on-the-spotになっていますが， on-the-
spotでは日本語入力が正常に行われません。

この場合，入力スタイルを over-the-spotに設定することで日本語の入力が可能
となります。

SWBの入力スタイルの設定方法については以下のWebページを参照してくだ
さい。

http://h50146.www5.hp.com/products/software/oe/openvms/products/internet/mozilla/jp_input.html

6.6.5 日本語ファイル名使用時の制限

V1.2–5A

• New Desktopのファイル・マネージャでは，日本語ファイル名を使用すること
はできません。また，日本語ファイル名は表示されません。

• DECwindowsアプリケーションのファイルビューでは，日本語ファイル名の表
示はできますが，削除，複写，比較等の操作はできません。

• DECwindowsアプリケーションのペイントでは，日本語ファイル名は使用でき
ません。使用した場合，予期せぬ結果が起こる場合があります。
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• DECwindowsアプリケーションの日本語 EVEをコントロール・パネルから起
動した場合，日本語ファイル名を使用することはできません。ただし，次のコ
マンドを使用して起動することによって，日本語ファイル名を使用することが
できます。

$ mcr jsy$control set rms /filename=sdeckanji
$ edit /xtpu /interface=decwindows <filename>
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A
OSF/Motifリリース 1.2リリース・ノート

本リリース・ノートは，OSF/Motif Release Note for Release 1.2の第 3章を基に
しており，OSF/Motifアプリケーションを開発するプログラマ向けのその他いく
つかの注意事項も記載しています。注意事項の大部分はOSF/Motifリリース 1.2へ
の変更についての説明です。最初の 2つの注意事項では，性能向上と上位の互換性
について説明します。

本リリース・ノートは，日本語 HP DECwindows Motif for OpenVMS製品で現在
提供されているOSF/Motifソフトウェアに対応しています。

A.1 性能の向上

Open Software Foundation社の目標は，OSF/Motifリリース 1.2の性能を可能な
限り向上させ，性能を最低でもOSF/Motifリリース 1.1以下にはさせないことで
す。

性能テストが以下の 3つの分野で行なわれました。

• エンドユーザに明白な部分

• データスペースの使用量

• メモリの漏れ

ダイアログ・ボックスやポップアップ・メニューの表示や消去のような，ユーザが
すぐ気付くイベントの性能は，OSF/Motifリリース 1.1.4の性能と匹敵するかある
いはそれ以上になっています。大量のテストを行なった結果，スクロール・テキス
ト領域内のスクロールが大幅に改善されています。
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データ・スペースの使用量については，OSF/Motifツールキット全体を通じて，
特にテキスト・ウィジェットで改善されています。一部のケースでは，データ・ス
ペース使用量は 40%も節減されています。またテキスト・ウィジェットでテキスト
に使われるメモリは，テキストがより少量のテキストに置き換えられたときは，正
しく減らされるようになりました。

メモリ・リークは，ツールキット全部のウィジェットで生成と破壊を複数回行な
っても，最低限に抑えられるようになりました。Motifテストでは，わずかなメモ
リ・リークがありましたが，OSFでは，この程度の量のメモリは起動オーバーヘ
ッドの一部として必要なもので，本当のメモリ・リークではないと考えています。

しかしOSFでは実際に若干のメモリ・リークを発見しており，将来のリリースで
は修正する予定です。例えば， File Selection Box， Command，Drawn Button
の 3つのウィジェットに，約 500バイトのメモリ・リークがあります。

A.2 下位の互換性

OSFでは，OSF/Motifリリース 1.2のリンク時間の互換性，表示と動作の面での
互換性についてテストしました。

A.2.1 表示と動作の面での互換性

OSFでは，自動化されたテストを行って，現在の表示とOSF/Motifリリース 1.1.4
ライブラリを使用して記録されたものとを比較しました。リリース 1.2とリリース
1.1.4バージョンとの間の違いが解明されてから，表示はリリース 1.2表示を使用
して記録され, この新しく記録された表示がその後のテストで使用されました。

OSFの見解ではMotifリリース 1.2は，表示的にも動作的にもリリース 1.1.4との
互換性があります。ただしOSFは， Traversal and Geometry Management (移
動・外形管理)アルゴリズムに大幅な改善を加えたため，両バージョンに違いがで
てきています。こうした違いには，以前のリリースでの欠陥を正そうとする努力が
反映されています。
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このような新しい改善方針のひとつの例として，アプリケーションのマネージャ・
ウィジェットの初期サイズ設定が，ツールキットで完全なものになっていることが
あげられます。OSF/Motifリリース 1.1では，アプリケーションがマネージャ・ウ
ィジェットのために初期サイズを設定しましたが，実際にはこのサイズを使いませ
んでした。現在のリリース 1.2では，Motifはこのサイズ設定を使い，これに対応
して初期レイアウトが変更されるようになっています。

A.3 OSF/Motifリリース1.2の変更と新機能

この節では，OSFがOSF/Motifリリース 1.2に加えた変更と新機能について要約
します。変更についてさらに詳しくは，Motifのリファレンス・ページと，下記の
Motifリリース 1.2改訂版を参照してください。

• 『OSF/Motifスタイル・ガイド』

• 『OSF/Motifプログラマーズ・ガイド』

以降の各項では，OSF/Motifリリース 1.2で改善された点について説明します。

A.3.1 ツールキットの全般的変更

この項では，OSF/Motifリリース 1.2ツールキット全体に加えられた変更について
説明します。

A.3.1.1 組み込みファイルの変更

OSF/Motifリリース 1.1にあった下記の各ヘッダ・ファイルは，リリース 1.2では
廃止されています。

ExtObject.h
Traversal.h
VaSimple.h
VendorE.h
VendorEP.h
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新しい共用ヘッダ・ファイルXmAll.hがOSF/Motifリリース 1.2に加えられていま
す。このヘッダ・ファイルは，すべてのドキュメント化ヘッダ・ファイルを含みま
す。

A.3.2 XT変換における変更

XT変換コードの問題を解決した結果 (Patch 25 for X11 R5)， Xtにおける変換
は，現在では厳密に処理されて，もう以前のように見込みによる一致を受け付けま
せん。この変更により，QATSおよびMotif VTSテスト・スーツの動作が変更さ
れて，キーパッドで定義されている矢印キーがあるような特定のキーボードに対し
て，誤った仮定をするようになりました。他のMotifアプリケーションも同じよう
な影響を受けることがあります。

問題となるキーについてバインディングを再定義するファイルを作成し，そのファ
イルを xmodmapユーティリティに渡すことにより，この問題を回避することがで
きます。

次の例は，矢印キーに一致するキーパッド・キー用のバインディングを変更して，
キーパッドの数字ではなく，矢印キーだけを生成するようにします。この新しい定
義を使用すると，アプリケーションは矢印キーとともに修飾子を使用できるように
なります。

!
! Always force:
! KP_2 = Down
! KP_8 = Up
! KP_4 = Left
! KP_6 = Right
keycode 120 = Down
keycode 76 = Up
keycode 98 = Left
keycode 100 = Right
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A.3.3 ANSI C準拠

caddr_tへの参照がすべてXtPointerに変更されました。この変更は，caddr_tを参
照するすべてのコールバック・ルーチンやその他のルーチンに影響します。OSF
がこの変更をしたのは，OSF/Motifリリース 1.2が， ANSI C仕様に準拠するよ
うにするためです。

A.3.4 表示と画面特有のデータ

Motifには，各表示ごとにデータとリソースをサポートするXmDisplayオブジェク
トが加わりました。また各画面ごとにデータとリソースをサポートするXmScreenオ
ブジェクトも加えられています。

A.3.5 ドラッグ・ドロップ

OSF/Motifリリース 1.2では，データ交換用に「ドラッグ・ドロップ」メタファー
をサポートしており，「ドラッグ・ドロップ」仕様はフルに実現されています。
「ドラッグ・ドロップ」インタフェースについては，リリース 1.2バージョンの
『OSF/Motifプログラマーズ・ガイド』を参照してください。

注意

ポップアップ・メニューをポップアップさせるためにBtn2を使用すると，
「ドラッグ・ドロップ」は正しく機能しません。この場合，ドラッグ・ド
ロップを無効にしなければなりません。

A.3.6 「ティア・オフ」メニュー

「ティア・オフ」メニューを使用すると，ユーザは，表示領域にメニューを保留し
ておいて次の選択を行うことができます。個々の tearできる (引きはがせる)メニ
ュー枠が「ティア・オフ」ボタンとなっています。「ティア・オフ」ボタンでマウ
スのドラッグ・ボタンを押すと枠が引きはがされてドラッグでき，マウスのドラッ
グ・ボタンを離した場所に設置できます。ウィンドウ・マネージャは，「ティア・
オフ」メニュー枠にメニュー・ボタンおよびタイトルを付けます。ティア・オフさ
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れたメニューのウィンドウ枠へのフォーカスの移動は，標準的なウィンドウ・マネ
ージャの場合と同様です。

ティア・オフ動作は，XmNtearOffModelリソースを，XmTEAR_OFF_ENABLEDに設定す
ることで可能となります (省略時設定はXmTEAR_OFF_DISABLED)。

XmNtearOffModelによってあらかじめ登録されているリソース・コンバータがない
ことに注意してください。ティア・オフ機能をリソース・データベースを通じてオ
ンにできるよう，アプリケーションは，XmRepTypeInstallTearOffModelConverter機
能を使用して，XmNtearOffModelリソース用のアプリケーション自身のリソース・
コンバータを登録しなければなりません。

コンバータが自動的にインストールされない理由は，メニュー内の項目の感度を動
的に設定するために，多くのアプリケーションがマップやカスケードするコールバ
ックを使用しているからです。ただし「ティア・オフ」メニューがマップされる
と，他のアプリケーションの状態の変更を反映するよう，メニュー項目の感度を直
ちに変更しなければなりません。既存のアプリケーションが，このようにメニュー
項目の感度を変更することはないでしょう。このため，メニューをティア・オフで
きるようにすると予期しない時に機能がオンとなることがあります。ユーザがこれ
らのメニュー項目のひとつをアクティブ化すると，アプリケーションがクラッシュ
したり，不変データが損なわれることもあります。

A.3.7 非依存表示

Motifでは，構成要素がユーザからの入力に応答できるかどうかを示す表示が用意
されています。以前のMotifリリースではラベルやボタンがこの動作をしていまし
た。OSF/Motifリリース 1.2ではこの動作は次のウィジェットに拡大されていま
す。

XmArrowButton
XmList
XmScrollBar
XmText
XmTextField
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A.3.8 他の表示の変更

OSF/Motifリリース 1.2では次の表示が変更されています。

• いくつかのピクセルの 3次元斜面表現が変えられています。

• カラー生成ルーチンが若干変更されています。特に，新しいXmScreenオブジェ
クトには，省略時設定のカラー生成を調整できるようにするリソースが入って
います。しきい値用の省略時の値の一部が，カラー・モニター上でよりコント
ラストを出すために調整されています。

• Motifは， Listウィジェットにフォーカスがあり，現在キーボード項目が見え
ないとき， List内のすべての項目を囲む位置カーソルを加えています。

• 外形管理の調整のため，レイアウトが多少異なっています。

A.3.9 フレーム用のタイトル

OSF/Motifリリース 1.2では， Frameウィジェットで Titleウィジェットを指定で
きます。リリース 1.2には， Frame内のタイトルの位置と配置の指定のための次
の新しい制約リソースが加えられています。

XmNchildHorizontalAlignment
XmNchildHorizontalSpacing
XmNchildType
XmNchildVerticalAlignment

A.3.10 警告音

VendorShellの新しいリソースXmNaudibleWarningでは，警告メッセージに音をつ
けるかどうか指定できます。 Textウィジェットが，XmNaudibleWarningの値から，
このリソース用の値を決定します。
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A.3.11 色の改良

次の 3つのリソースがXmScreenウィジェットに加えられました。これはユーザが，
省略時設定の背景色および影計算のためのしきい値を指定できるようにするためで
す。

XmNlightThreshold
XmNdarkThreshold
XmNforegroundThreshold

Motifには，指定のウィジェットの背景その他の色を変更する，XmChangeColor機
能が加えられています。

A.3.12 ベース行の位置合せ

Motifは，ベース行の位置合せ用の 2つの機能を加えました。XmWidgetGetBaselines機
能は，ウィジェットのテキスト・ベース行の位置を決定します。ま
たXmWidgetGetDisplayRectは，ウィジェットの文字列用の境界ボックスのサイ
ズと位置を決定します。

A.3.13 拡大移動セット

OSF/Motifリリース 1.2で，キーボードを使用した移動 (traverse)をサポートする
ウィジェットの数が増えました。例えばタブ・グループ内でユーザは，入れ子にな
ったタブ・グループに含まれず，フォーカスを受ける資格を持つすべての派生制御
に対して，たとえそれが直接の「子」ではない場合でも，矢印キーを使用して移動
できるようになりました。

A.3.14 2次元のメニュー内の移動

OSF/Motifリリース 1.2では，左右，上下方向の移動矢印がメニュー枠の内部で動
き回れるようになりました。上下方向の矢印キーがカラムの間をラップします。左
右方向の矢印キーは，メニュー枠でカラムの右端かまたは左端で押されると，それ
ぞれ前かまたは次のメニュー枠を表示します。
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A.3.15 入力フォーカス

OSF/Motifリリース 1.2は，ManagerクラスにXmNinitialFocusリソースを加えま
した。このリソースは，入力フォーカスを受ける最初のウィジェットを指定しま
す。このリソースではウィジェットのみを指定でき，ポップアップメニュー，メニ
ュー・バー，オプション・メニュー，プルダウンメニューについてはすべて無視さ
れます。

A.3.16 移動アクセス機能

OSF/Motifリリース 1.2は，キーボードによる移動との対話サポートを向上するた
めに次の新しい機能を加えています。

XmGetFocusWidget
XmGetTabGroup
XmGetVisibility
XmIsTraversable
XmIsVisible

次のことを行なうためにXmTrackingLocate機能が変更されました。

• ボタン押しだけでなくすべてのイベントをフィールドする。

• すべてのキーストロークまたはボタン押しで戻す。

• 非依存ウィジェットのために呼び出される。

さらに，XmTrackingEvent機能が加えられました。この機能は， Xイベントに対し
てポインタを戻すこと以外は，XmTrackingLocateに類似しています。

A.3.17 仮想キー

OSF/Motifリリース 1.2では，XmTranslateKey機能を加えています。これによって
アプリケーションは，省略時XtKeyProcをオーバーライドしてMotif仮想キーを扱
うことができます。
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Motifは，次の 2つの新しい仮想keysymsを定義しています。

osfPageLeft
osfPageRight

これらの新しい仮想キーを使用するには，/usr/lib/X11に X11リリース 5
XKeysymDBをインストールしておかなければなりません。インストールされて
いなければ，アプリケーション起動時に警告メッセージが出ます。XKeysymDBファ
イルに次の情報を指定してください。

osfPageLeft :1004FF40

osfPageUp :1004FF41

osfPageDown :1004FF42

osfPageRight :1004FF43

OSF/Motifスタイル・ガイドに従うよう， osfMenuの省略時バインディング
が，<key>F4からShift<key>F10に変更されています。

X11リリース 5では，XKeysymDBファイル中のHP keysymsは，接頭語 hpをつけて
います。しかしこの接頭語は, /bindingsディレクトリのHPバインディング・ファ
イルには反映されません。 X11リリース 5 XKeysymDBファイルを使用している場合
には，アプリケーション起動時に警告メッセージがでることがあります。こうし
た警告メッセージを取り除くためには，次のようにファイルの該当する行に接頭
語hpを加えます。

osfDelete : <key>hpDeleteChar
osfInsert : <key>hpInsertChar
osfPrimaryPaste : <key>hpInsertLine
osfQuickPaste : <key>hpDeleteLine

OSF/Motifリリース 1.2には，Motifアプリケーションが使用する仮想バイン
ディングを設定する新しいクライアントxmbindがあります。仮想バインディン
グは，Motifウィンドウ・マネージャ (MWM)起動時に自動的に設定されるた
め，xmbindを使用する必要があるのはMWMが使われてない場合か，または
MWMを再起動しないで仮想バインディングを変更する必要がある場合だけです。
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現在では仮想バインディングは，個々のベンダによって指定できるようになりまし
た。.motifbindファイルがホーム・ディレクトリにないときは，xmbind.aliasファ
イルを使用して，サーバ・ベンダ名からバインディング・ファイルへマッピングを
提供できます。ユーザのベンダ・バインディングとシステム全体のベンダ・バイン
ディングも設定することもできます。

A.3.18 リソース管理

OSF/Motifリリース 1.2には，表現タイプ管理用の次のような新しい機能がありま
す。

XmRepTypeRegister
XmRepTypeAddReverse
XmRepTypeValidValue
XmRepTypeGetRegistered
XmRepTypeGetId
XmRepTypeGetNameList
XmRepTypeGetRecord

以上の機能は，列挙された値を使用する新しいリソース・コンバータの定義をした
い開発者にとって便利なものです。

A.3.19 CUAおよびWindows準拠の変更

OSF/Motifリリース 1.2では， ReturnキーやosfActivateにバインドされているキ
ー (通常は数字キーパッド上の Enterキー)を使用しても，メニューの外にあるボ
タンをアクティブ化できなくなりました。例えば，このようなキーを押しても，
「オプション」メニューをポップアップしたり，ダイアログ・ボックスの切り替え
ボタンをアクティブ化したりしなくなりました。

アプリケーションにXmBulletinBoardに対応した省略時設定ボタンがある場合は，
フォーカスがXmBulletinBoardにあるときに， Returnキー (複数行XmTextで以外)，
Ctrl/Returnキー，またはosfActivateにバインドされたキーを押すことによって，
省略時設定ボタンをアクティブ化できるようになりました。
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A.4 特定ウィジェットに関する変更と改善

この節では，OSF/Motifリリース 1.2で行なわれた特定のウィジェットに対する変
更について要約します。

A.4.1 XmClipboard

OSFは，XmClipboard機能パラメータにいくつかの修正を加えました。これらの変
更は，Motifの以前のリリースとのバイナリ互換性があります。ただしアプリケー
ション再コンパイルの際に，警告メッセージがでることがあります。この修正で
は，(char *)がXtPointerに，intがlongに，そして(int *)が(long *)にそれぞれ変
更されました。この修正によって，次の関連機能が影響を受けます。

• XmClipboardCopy

• XmClipboardCopyByName

• XmClipboardInquireCount

• XmClipboardInquireFormat

• XmClipboardRegisterFormat

• XmClipboardRetrieve

• XmClipboardStartCopy

• XmClipboardWithdrawFormat

A.4.2 XmCommand

OSF/Motifリリース 1.2で，XmCommandGetChildがXmDIALOG_WORK_AREAを子引数用
の値として受け入れるようにするために，XmCommandGetChildが修正されました。
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A.4.3 XmList

リスト管理能力を高めるために，OSF/Motifリリース 1.2に次の新しい機能が加え
られました。

• XmListAddItemsUnselected

• XmListDeletePositions

• XmListGetKbdItemPos

• XmListIsPosSelected

• XmListPosToBounds

• XmListReplaceItemsUnselected

• XmListReplaceItemsPosUnselected

• XmListReplacePositions

• XmListSetKbdItemPos

• XmListUpdateSelectedList

• XmListYToPos

XmListウィジェットに次の新しい翻訳が加わりました。

• <Copy>

選択を clipboardにコピーします。

XmListに新しい動作が加わりました。

• ListScrollCursorVertically( )

入力率またはyポジションに基づいて，カーソルを縦にスクロールします。

注意

OSF/Motifリリース 1.2では，この動作に誤ってListScrollCursorVisibleと
名前が付けられましたが，今後のMotifのリリースでは訂正されます。
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XmNvisibleItemCountリソースは，省略時の値が動的で，かつ項目カウントと高さ
に基づくよう修正されています。

OSF/Motifリリース 1.2で，リストのselectedItemsおよびselectedItemCountの各
リソースがリソース・ファイルで設定されると，位置カーソルがselectedItemsリ
ストの最初の項目ではなく，最後の項目の上に現われます。

A.4.4 XmMessageBox

OSF/Motifリリース 1.2では，MessageBoxは，MenuBar 1つ，作業領域 1つ，そし
て複数の子PushButtonの追加をサポートしています。

新しいダイアログ・タイプXmDIALOG_TEMPLATEは，Separator 1つだけを含
むMessageBoxを生成します。アプリケーションが追加の子を用意します。

XmCreateTemplateDialogは，DialogShell内にXmDIALOG_TEMPLATE XmMessageBoxを
生成します。

A.4.5 XmRowColumnとメニュー

OSF/Motifリリース 1.2では，縦位置合せスタイルを指定する新しいリソー
スXmNentryVerticalAlignmentが加わっています。

もう 1つのリソースXmNunpostBehaviorが，XmScreenオブジェクトに加えられてい
ます。このリソースを設定すれば，メニューを消去した後の外部ボタン・イベント
のリプレイをオンにできます。

A.4.6 XmScrollBar

OSF/Motifリリース 1.2では，XmScrollBarに次の新しい翻訳が加わっています。

• <Cancel>

現在のスライダ・ドラッグをキャンセルする。
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A.4.7 XmScrolledWindow

OSF/Motifリリース 1.2には，XmScrollVisible機能が加わっています。これは自
動的にスクロールされたウィンドウをスクロールして，部分的または完全に隠れて
しまったウィジェットを見えるようにする機能です。

もう 1つのリソースXmNtraverseObscuredCallbackも加わっています。この
リソースは，見えないウィジェットに移動イベントが要求されたときに
呼び出されるコールバックのリストを指定します。新しいコールバック構
造XmTraverseObscuredCallbackStructがこのコールバックをサポートするために加
えられました。

A.4.8 XmSelectionBox， XmFileSelectionBox

OSF/Motifリリース 1.2の，XmSelectionBoxウィジェットおよびXmFileSelectionBoxウ
ィジェットは，子MenuBarと子PushButton，子作業領域の追加をサポートしていま
す。

新しいリソースXmNchildPlacementが子作業領域の位置を制御します。

XmDIALOG_TEMPLATEの値が，XmNdialogTypeリソースに加えられました。

省略時設定では，XmSelectionBoxDialogとそのサブクラスは，XmTextではな
くXmTextFieldを使います。アプリケーションがXmSelectionBoxまたはそのサブク
ラスのいずれかを作成するときに，USE_TEXT_IN_DIALOGSを定義すれば以前の動作
に復帰できます。

A.4.9 XmText

OSF/Motifリリース 1.2には，ウィジェットを更新変更するための 2つの機能
がXmTextに加わりました。これはXmTextDisableRedisplayとXmTextEnableRedisplayで
す。

さらに 2つの機能，XmTextFindStringおよびXmTextGetSubstringにより，文字列が
さらに操作しやすくなっています。
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リリース 1.2では，行き先カーソルは挿入カーソルに従うようになっており，独立
しては動かせなくなりました。

XmTextには 3つの新しい翻訳があります。

• <Backspace>

ヌル以外のあらゆる 1次選択を削除します。

• <Delete>

ヌル以外のあらゆる 1次選択を削除します。

• <LeaveWindow>

時間遅延の後，選択動作をスクローリングによって続けます。

XmTextには次の 2つの新しい動作があります。

• scroll-cursor-vertically( )

yポジションに基づいてカーソルを縦にスクロールします。

• toggle-overstrike( )

挿入と重ね打ちモードの間で切り替えます。

注意

XmTextおよびXmTextFieldには問題が起こる可能性があります。文字上端が
フォントの上に突き出るような文字を含んだフォントまたはフォント・セ
ットで，文字列を表現する時です。このような文字を含んだテキストが強
調表示されると，前の行の文字の下に突き出た部分が次の行の文字の上端
(突き出た部分)とオーバラップし，オーバーライトされてしまうことがあ
ります。

A.4.10 XmTextField

OSF/Motifリリース 1.2のXmTextFieldウィジェットには新しいリソー
スXmNfocusCallbackがあります。このリソースは，ウィジェットが入力フォー
カスを受け入れるときに呼び出されるコールバックを指定します。
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もう 1つの新しい機能XmTextFieldGetSubstringは，長さによってサブ文字列をウ
ィジェットから取り出します。

リリース 1.2では，行先カーソルは挿入カーソルに従うようになり，独立しては動
かせなくなりました。

XmTextFieldには 2つの新しい翻訳があります。

• <Backspace>

ヌル以外のあらゆる 1次選択を削除する。

• <Delete>

ヌル以外のあらゆる 1次選択を削除する。

A.4.11 XmToggleButton， XmToggleButtonGadget

OSF/Motifリリース 1.2では，XmNindicatorOnが偽のときにXmNfillOnSelectを真
に設定すると，XmToggleButtonセットの背景をXmNselectColorで満たすようになっ
ています。

XmNfillOnSelectの省略時設定値は，XmNindicatorOnの状態に適合するような動的
な値です。

A.5 Motifウィンドウ・マネージャの改良

この節では，Motifウィンドウ・マネージャ (MWM)に対して行なわれた改良につ
いて要約します。

A.5.1 MWMに対する変更

OSF/Motifリリース 1.2では，MWMに対して次の改良が加えられています。

• 国際化された.mwmrcファイル

• 国際化されたダイアログ・メッセージ
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• 組み込み省略時ルート・メニュー

• .mwmrcファイルの<Return>継続文字 (\)のサポート

• XBMLANGPATHによるビットマップ・ファイルでの検索能力

• mwmメニューのポップダウンおよびイベント・リプレイ動作のサポート

• mwmで使われるウィジェット名の文書化

• アイコン・ボックス内のスクロール・オフされた子へのウィンドウ・スクロー
ル移動のサポート

• <Alt>および<Meta>キー修飾子を 2つの別個の修飾子として取り扱うようサポー
ト

• SHAPE非長方形ウィンドウ拡張のサポート

A.5.2 新規または改良されたMWMリソース

OSF/Motifリリース 1.2ウィンドウ・マネージャには，次の新規または改良された
リソースが含まれています。

• feedbackGeometry

移動/サイズ変更・フィードバック・ウィンドウの位置を設定します。省略時の
位置は画面の中央です。

• frameBorderWidth

省略時の値が画面のサイズと解像度に基づくようになりました。

• iconPlacement

各アイコン間にギャップをおかずに並べる自動アイコン配置を指定するtightの
値が追加されました。

• maximumClientSize

verticalおよびhorizontalの値を取れるようになりました。

• moveOpaque

ウィンドウのイメージかそれともウィンドウのアウトラインだけを移動するか
を制御します。
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• resizeBorderWidth

省略時の値が画面のサイズと解像度に基づくようになりました。

• usePPosition

プログラムに指定されたポジションを使用するかどうか制御するために，on，
offかnonzeroの値を使います。

A.5.3 新規および改良されたMWMの諸機能

OSF/Motifリリース 1.2には，新規および改良された次のMWM機能がありま
す。

• f.lower

アプリケーションのスタック順序の中でウィンドウを動かすためのwithin引数
が含まれていますが，親ウィンドウが子の下というルールを保持しています。
この機能はまた，freeFamily引数も含んでいます。これは局所ファミリー・ス
タックとは完全に無関係に，ウィンドウを移動させるためのものです。両方の
修飾子とも局所ファミリー・スタックの中でウィンドウを移動させますが，フ
ァミリー・スタックは動かしません。

• f.minimize

アイコン・ボックス内のアイコンから使用することができるようになりまし
た。

• f.raise

アプリケーションのスタック順序の中でウィンドウを動かすためのwithin引数
を含んでいますが，親ウィンドウが子の下というルールは保持しています。こ
の機能はまた，freeFamily引数も含んでいます。これは局所ファミリースタッ
クとは完全に無関係に，ウィンドウを移動させるためものです。両方の修飾子
とも局所ファミリー・スタックの中でウィンドウを移動させますが，ファミリ
ー・スタックは動かしません。

• f.raise_lower
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アプリケーションのスタック順序の中でウィンドウを動かすためのwithin引数
を含んでいますが，親ウィンドウが子の下というルールは保持しています。こ
の機能はまた，freeFamily引数も含んでいます。これは，局所ファミリー・ス
タックとは完全に無関係に，ウィンドウを移動させるためのものです。両方の
修飾子とも局所ファミリースタックの中でウィンドウを移動させますが，ファ
ミリー・スタックは動かしません。

• f.restore

ウィンドウを前の状態に復元します。ルート・アイコンでのダブルクリック
で，f.normalizeではなく，この機能にバインドされます。

• f.restore_and_raise

ウィンドウを前の状態に復元し，ウィンドウ・スタックのいちばん上に出しま
す。アイコン・ボックス内のアイコンでのダブル・クリックで，f.normalizeで
はなく，この機能にバインドされます。

• f.screen

argによって指定された画面に移動します。argの正当な値は，next， prev，
last，または特定の画面番号です。

A.5.4 MWMの新しい動作

OSF/Motifリリース 1.2には，新しいMWM動作がひとつあります。

• <Alt> <Esc>

このキー組み合わせは，focusAutoRaiseの値に関係なくウィンドウが常に最前
面に出されることを除けば，f.next_keyと同様に動作します。

A.6 ユーザ・インタフェース言語 (UIL)の変更

OSF/Motifリリース 1.2では，ユーザ・インタフェース言語 (UIL)に次のような変
更がされています。

• 新しいコマンド・フラグ-sは，setlocaleの使用，およびローカル復号文字列の
生成を可能にします。
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注意

-sフラグがある二重引用符で囲まれた文字列の構文解析には重大な問題が
あります。二重引用符で囲まれた文字列の構文解析でこのフラグを使用す
る必要がある場合は，OSFからパッチを入手しなければなりません。

• 新しいUIL構文が，フォント・セットとフォント・テーブルをサポートするよ
うになりました。

• 新しいUIL構文が，ワイドな文字列をサポートするようになりました。

• ウィジェット参照をコールバック・タグとして使用するサポートが追加されて
います。

• 新しいUIL構文で，自動的に生成された子のリソースを指定します。

• ウィジェットのメタ言語 (WML:Widget Meta-Language)の構文変更により，
複合ウィジェットから自動的に生成された子の定義が可能となっています。

• WML情報を含むバイナリ・データベース (WMLファイル)を読むために，
UILで-wmd fileフラグを使えるようになりました。

• Mrmには 2つの新しい関数があります。

MrmOpenHierarchyPerDisplay

この関数は，ディスプレイ指示子が明示的な引数として渡される
ことを除いて，古いMrmOpenHierarchy関数と同じです。この関数
が，MrmOpenHierarchyに代わります。

MrmFetchBitmapLiteral

この関数は，深度 1のビットマップ・リテラルをフェッチします。

A.7 OSF/Motifに関する既知の問題点の一覧

OSF/Motifの既知の問題について記述されているOSFのファイルがDECwindows
Motifのインストレーション時にキットから SYS$HELP:DECW$MOTIF_OSF_
BUGLIST_V12.TXTにコピーされます。
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B
OSF/Motifサンプル・プログラム

ここでは，DECwindows Motifソフトウェアに含まれているOSF (Open
Softoware Foundation) Motifのプログラム例について説明します。

B.1 Cutpasteのプログラム例

V1.2

この例では，Motifのクリップボードの使用法が示されています。アプリケーショ
ンによって定義されたデータ・フォーマットは， XmClipboard APIを使用してカ
ット・アンド・ペーストを行うことができます。

2つの cutpasteのクライアント・プログラムを実行して，グラフの値をプルダウ
ン・メニューとポップアップ・メニューを使用して移動してください。

B.2 DNDDemoプログラム例

V1.2

この例では，ドラッグ・ドロップ機能の典型的な使用法が示されています。

このプログラム例の起動時には，有効なドロップ先はありません。色をドラッグし
て移動するためのドラッグ元を示す異なったカラーの四角形がまず表示されます。
ドロップ先は，次のようにして決めます。

• ポインターを (白の背景)を持つ描画領域に移動します。

• MB1を押してドラッグすると，ラバーバンド効果が確認できます。

• 希望するところまでドラッグしたら，MB1を離します。
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黒の四角な囲みケイが現れます。この囲みケイの数には制限はありません。

描画領域の内側に作成された四角が色の有効なドロップ先です。たとえば黄色の四
角からドラッグを開始して，描画領域の内側にある四角な囲みケイの 1つまでドラ
ッグしていき，そこでMB2を放すことで，これを確認することができます。

ドラッグを開始するには，ポインタをドラッグ元の上に移動し， BTransferを押し
たままマウスを移動します (BTransferは省略時の設定ではMB2になります)。カ
ーソルがドラッグ元の四角の色と同じ色のパレットの形に変わったことを確認して
ください。

ドラッグ中には，次の点に注目してください。

• ルート・ウィンドウ上をドラッグしているときは，ドラッグ・アイコンはパレ
ットだけになること。

• 描画領域内の四角な囲みケイのないところでは，ドラッグ・アイコンはパレッ
トの上に "DO NOT ENTER!"(侵入禁止)の表示が現れること。

• 描画領域内の四角な囲みケイの内側をドラッグしているときは， "DO NOT
ENTER!"(侵入禁止)の表示が絵筆の形に変わること。

ドロップを行うにはMB2を放します。描画領域内の四角な囲みケイの外側やルー
ト・ウィンドウ上でMB2を放すと，ドラッグ・アイコンは一瞬ドラッグ開始のた
めのポインタに変わってから，消えます。これによって実行しようとしたドロップ
が失敗したことが分かります。ポインタが描画領域内のいずれかの四角な囲みケイ
の内側にあるときに，MB2を放すと，ドラッグ・アイコンは背景に吸い込まれる
ように消えます。これによってドロップが成功したことが分かります。ドロップが
実行された四角な囲みケイの中は，ドラッグされた色で塗りつぶされます。

描画領域内の四角な囲みケイの中は，ドラッグ元として使用することができます。
ポインタをいずれかの四角な囲みケイの中からドラッグを開始すると，カーソルが
四角形に変わります (四角形の大きさは Xカーソルのサイズ制限内で，囲みと同じ
大きさか，より小さいものになります)。四角形のカーソルをドラッグして，描画
領域内の別の場所にドロップしてください。このようにして元の四角形を新しい場
所に移動することができます。
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四角形を新しい場所に複写する場合は，ドラッグ中またはドロップを行うときに，
適切な変更キーを使用します (現在のところは， Ctrlキーが複写への変更キーとし
て設定されています)。四角形を変更キーを押さないでドラッグした場合，または
Shiftキーを押した場合には，ドラッグを開始した塗りつぶされた四角形は，点線
の囲みケイに変わります。この状態は，ドラッグを行っている間中，または Ctrl
キーを押して複写モードに変更するまで継続します。 Ctrlキーが押されると点線
の囲みケイは，元の四角形に戻ります。

注意

ドラッグ中に取消キー (F11)を押すと，ドラッグを中止することができま
す。また， Helpキーを押せば，ドロップの成否や可能なドロップ操作につ
いての情報が表示されます。

B.3 Dogsプログラム例

V1.1

このプログラム例では，Dogウィジェットおよび Squareウィジェットを使用しま
す。これはユーザ定義機能を使用して新しいウィジェットをUILソースに組み込
む方法を説明します。

Dogsプログラム例によって，DogNwagTimeおよび SquareNmakeSquareリソ
ースを動的に変更できるようになります。

サウンド発生機能を持ったシステムをお持ちの場合は，吠えるコールバックを
XBell( )以外のものにすることもできます。

B.3.1 dogウィジェット

V1.1
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dogウィジェット (DogWidget)は，将来のバージョンのMotifとのバイナ
リ互換性を保つ基本ウィジェットをサブクラスに分ける方法を示すデモ
です。これは，mResolvePartOffsets( )および対応するマクロを使用して，
XmResolvePartOffsetsマニュアル・ページにある勧告をすべて実行します。

dogウィジェットは， XmPrimitiveのサブクラスで，吠えたり尾を振ったりで
きます。もっと面白いしかけが欲しいときは，サブクラスに分けるか，または
up.bm， down.bm， bark.bmをより高度なビットマップに置き換えてください。

dogウィジェットには，次のリソースがあります。

• DogNwagTime:尾を振る間隔 (ミリ秒単位)

• DogNbarkTime:吠えるグラフィックスを表示する時間 (ミリ秒単位)

• DogNbarkCallback:吠える動作によって呼び出されるコールバック

dogウィジェットには次のような変換があります。

• osfActivate/Return/Space/MB1 = Bark (吠える)

• W/MB2 = Wag Tail (尾を振る)

• S/Shift-MB2 = Stop wagging tail (尾を振るのをやめる)

• osfHelp = Help (ヘルプ)

B.3.2 squareウィジェット

V1.1

squareウィジェット (SquareWidget)は，将来のバージョンのMotifとのバイ
ナリ互換性を保つ制約ウィジェットをサブクラスに分ける方法を示すデモで
す。これは， XmResolveAllPartOffsets( )および対応するマクロを使用して，
XmResolveAllPartOffsetsマニュアル・ページにある勧告をすべて実行します。

squareウィジェットは XmBulletinBoardのサブクラスで，制約リソースを使用し
て強制的に子を square (正方形)にします。
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squareウィジェットには SquareNmajorDimensionというリソースがありま
す。このリソースは，子の新しいサイズに使用する寸法を決定します。値は，
SquareWIDTHまたは SquareHEIGHTです。

squareウィジェットには SquareNmakeSquareという制約リソースがあります。
このリソースは，子を強制的に正方形にするか，好きな形に設定するか決定しま
す。

B.4 Hellointプログラム例

V1.2

このプログラム例は， 1つのラベルと 1つの押しボタンとからなる簡単なUIL/Xm
プログラムです。

本バージョンでは，実行時に kanji (日本語)， hebrew (ヘブライ語)， french (フラ
ンス語)， english (英語)のインタフェースを選択することができます。

このプログラムでは，言語特有のインタフェースについてはすべて
LOCALSTRINGS.UIDファイルを使用します。言語を変更するには，
LOCALSTRINGS_*.UIDの各ファイルをDECW$USER_DEFAULTS:
LOCALSTRINGS.UIDに複写します。続いて，DECW$USER_LANGあるいは
xnlLanguageリソースを使用してロケールを設定します。 LOCALSTRINGS接頭
辞およびロケール名には次のもののいずれかを設定してください。

ロケール インタフェース・タイプ

Japan 漢字

Hebrew ヘブライ語

French フランス語

English 標準英語

xnlLanguageリソースを定義するには，DECW$XDEFAULTS.DATファイルに次
の行を追加してください。

*xnlLanguage:locale
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hellointプログラム例には次のフォントが必要です。

Locale Font Name

French -adobe-helvetica-medium-r-normal–12-120-75-75-p-67-iso8859-1

English -adobe-times-medium-r-normal–14-100-100-100-p-74-iso8859-1

Hebrew -Misc-Fixed-Medium-R-Normal–13-120-75-75-C-80-ISO8859-8

Japan -*-JISX0208.1983-1

-*-JISX0201.1976-0

上記のフォントがシステムにインストールされていない場合は，他のフォントを参
照するようにUILファイルを変更するか，DECW$EXAMPLESディレクトリに
入っている*.DECW$BDFフォントをインストールしてください。新しいフォント
をインストールする方法については，『日本語DECwindows Motif for OpenVMS
環境設定の手引き』を参照してください。

B.5 Hellomotifプログラム例

V1.2

このプログラム例は， 1つのラベルと 1つの押しボタンとからなる簡単なUIL/Xm
プログラムです。

B.6 Motifanimプログラム例

V1.1

Motifanimプログラムは，OSF/Motifの次の機能を示すプログラム例です。

• ビジュアル間の移植性のためのUILを使用したアイコン/ビットマップの宣言

• Mrmを使ったUILと Cの間の値の交換

• Motifフォーム・ウィジェットの使用
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• クライアント・プロセスが入力待ちの間に実行する背景プロシージャ (Xtイン
トリンシック機能)

Motifanimでは， X Windowでピクスマップを動画表示できます。ピクスマップ
は，motifanimによって固定されるのではなく，起動時に既存のUIDファイルか
ら読み込まれます。

すべての animation.uidファイルの構文は，motifanimを使用して動画表示する
ピクスマップを簡単に追加することができます。動画データ・ファイルのいくつか
のツリーの例には次のようなものがあります。

dog.uil
plane.uil

省略時の動画は dogです。他の動画のデモを実行するには次のコマンドを使用して
ください。

$ SET DEFAULT DECW$EXAMPLES
$ motifanim := "$DECW$EXAMPLES:motifanim"
$ motifanim -anim plane

motiflogo.uil，motifanim.uil，motifanim.cの各ファイルは，プログラムの中核
となる構成要素です。

B.7 MOTIFGIFおよびPICT表示プログラム

V1.2

次の.gifファイルが提供されています。

• TOUCAN.GIF
熱帯の鳥の写真です。

• CHALLENGER.GIF
スペース・シャトルのチャレンジャーの写真です。

V1.1
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motifgifおよび pictはともに作動して，.gifフォーマットされた絵を表示するプロ
グラムです。motifgifプログラムはMotif構造内で.gifファイルを表示します。
motifgifプログラムは現在のディレクトリで.gifファイルを探します。

motifgifには次の 3つの重要な構成要素があります。

• motifgif

このディレクトリのソースおよび実行可能コードが .gifの絵をディスプレイに
表示するMotifの駆動プログラムです。

• pict

.gifによる絵のファイルをビットマップで表示するために，motifgifによって
呼び出されるプログラムです。このプログラムは以前は xgifでしたが，Motif
に変換されました。

motifgifには次のような問題があります。

• 絵のサイズは変更できません。

• pictを呼び出すとき -dオプションが使用されないため，遠隔ディスプレイでは
DISPLAY環境変数を設定しなければなりません。

B.8 Motifshellプログラム例

V1.2

motifshellプログラムは，Motifを使用して作成された環境を示す一例です。プロ
グラム例の目的は，Motifをスタンドアロンの環境で使用する場合，どのように他
のプログラムやユーティリティをタスク指名するかを示すことです。

motifshellプログラムは Cコードで書かれています。UILは参照しません。

注意

ファイルの一覧や処理状態を表示するのは，多少時間がかかります。これ
らの操作は， SPAWNにより DCLコマンドを起動し，出力をファイルに保
管してから，そのファイルを読むことで行われます。
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省略時のフォントはプロポーショナル・スペースが使用されています。一
覧表の中には，クーリエのような固定スペースを使ったほうが読みやすい
場合もあります。別のフォントを選択するには，フォント・オプションを
使用します。

B.9 Periodicプログラム例

V1.2

periodicプログラムには，Motifの表示可能なウィジェットの例が示されていま
す。このプログラムによりMotifのウィジェットを周期チャート形式で表示しま
す。

B.10 Texteditプログラム例

V1.2

texteditプログラムは， XmNsourceリソース・ファイルを使用するMotif
XmTextウィジェットに基づく，基本的なテキスト・エディタで，重なっている同
一テキストを複数表示することができます。

表 B–1の表で，使用可能な表示メニューのオプションを説明します。

表 B–1 表示メニューのオプション

オプション 説明

Split Pane テキストの独立したスクロールが可能な新しい表示画面を追加しま
す。

Remove Pane 指定画面を消去します。

One Pane 指定画面以外の画面をすべて消去します。

指定画面は次のようにして決定します。
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• 明示 (explicit)フォーカス方法を使用している場合には，最後にフォーカスされ
た画面。

• ポインタによるフォーカス方法を使用している場合には，ユーザが最後に操作
を行った画面。

編集メニューでペーストを選択した場合に，クリップボードの内容のペーストが行
われるのも指定画面です。

texteditのソース・ファイルは独立した層として別れています。 texteditに含まれ
るソース・ファイルは表 B–2に一覧が掲載されています。

表 B–2 Texteditソース・ファイル

ファイル名 説明

tfile.c ファイルの読み込み，書き込み，削除のためのコード。オペレーティング・
システムまたはファイル・システムに対する依存を隠します。

app.c tfile.cを使用してファイル操作およびこれに関連するバッファのためのあら
ゆるコードを提供します。このファイルはツールキットに依存します。

tk.c Xmツールキットへの依存を切り離します。

このファイルの前半では，ユーティリティのルーチンおよびツールキットか
ら独立した (しかし特定のアプリケーションに限定された)インタフェースを
提供します。このインタフェースは，アプリケーションのツールキットに依
存しないダイアログ層を使用することができます。

ファイルの後半では，すべてのコールバック・ルーチンを定義しています。
コールバック・ルーチンの多くは，この層内部の状態更新に使われ，残りが
追加動作を行います。これらの動作は，ファイルの前半で定義された特定の
ツールキットの動作ルーチンとの間に明白に関連しています。明白ではない
場合，行うべき動作を決定するために，ツールキットに依存しないダイアロ
グ・層に対してアップコールが行われます。

dlg.c ユーザとの対話を管理するために tk.cを使用します。このコードはツールキ
ットに依存しません。

textedit.c アプリケーションを初期化し，ウィジェットの階層の実例を示します。この
コードにより UILおよびMrmの使用を他のアプリケーションから隠しま
す。

注意

ファイルの移動と削除の手段は，現在のところ用意されていません。
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B.10.1 追加のトランスレーション

V1.2

次のトランスレーションをDECW$XDEFAULTS.DATファイルに追加しておく
と， emacsを使い慣れたユーザには便利です。

*XmText.translations: Mod1<Btn3Down>: scroll-cursor-vertically()\n\
Mod1<Btn3Motion>: scroll-cursor-vertically()\n\

Ctrl<key>a: beginning-of-line()\n\
Ctrl<key>b: backward-character()\n\
Ctrl<key>d: delete-next-character()\n\
Ctrl<key>e: end-of-line()\n\
Ctrl<key>f: forward-character()\n\
Ctrl<key>g: beep()\n\
Ctrl<key>h: delete-previous-character()\n\
Ctrl<key>i: cut-primary()\n\
Ctrl<key>j: newline-and-indent()\n\
Ctrl<key>k: set-anchor() end-of-line() key-select() cut-clipboard()\n\
Ctrl<key>l: redraw-display()\n\
Ctrl<key>m: newline()\n\
Ctrl<key>n: next-line()\n\
Ctrl<key>o: newline-and-backup()\n\
Ctrl<key>p: previous-line()\n\
Ctrl<key>v: next-page()\n\
Ctrl<key>w: cut-clipboard()\n\
Ctrl<key>y: paste-clipboard()\n\
Ctrl<key>z: scroll-one-line-up()\n\
Mod1<key>b: backward-word()\n\
Mod1<key>d: delete-next-word()\n\
Mod1<key>f: forward-word()\n\
Mod1<key>h: delete-previous-word()\n\
Mod1<key>i: copy-primary()\n\
Mod1<key>k: delete-to-end-of-line()\n\
Mod1<key>v: previous-page()\n\
Mod1<key>w: copy-clipboard()\n\
Mod1<key>z: scroll-one-line-down()\n\
Mod1 Shift<key>greater: end-of-file()\n\
Mod1<key>less: beginning-of-file()\n\
Mod1<key>]: forward-paragraph()\n\
Mod1<key>[: backward-paragraph()
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B.11 Viewプログラム例

V1.2

viewプログラムは，Motifの国際化サポートを使用したDCLコマンドの TYPE
/PAGEと似ています。このプログラムによって，ファイルを数カ国語で表示する
ことができます。

用意されているコマンド・ファイルDECW$EXAMPLES:FILEVIEW.COMを使用
して，各国の言語を選ぶことができます。有効な言語は，フランス語，英語，およ
びドイツ語です。言語を選択するには，次のコマンドを実行してください。

$ SET DEFAULT DECW$USER_DEFAULTS
$ @DECW$EXAMPLES:FILEVIEW language

このコマンド・ファイルでは，.UIDおよび.DATの各ファイルを現在のディレクト
リに複写するとともに，適切なロケールを設定し，ファイル表示のための viewプ
ログラム例を実行します。

アプリケーションが起動されると， 1次の最上位のシェルが作成されます。 1次の
最上位のシェルから， 2次シェルを作成することができます。

各最上位のシェルはメイン・ウィンドウの親に当たります。メイン・ウィンドウの
作業領域が PanedWindowです。

メニュー・バーには，次のエントリがあります。

• File
ファイルのオープンとクローズ，新しいシェルの作成，ならびに終了。

• View
ウィンドウ・パネル内の作業領域の制御。
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ファイル・メニュー
ファイル・メニューには次のオプションが含まれています。

• 新しいファイルをオープン

ファイル選択ボックスは，ファイル選択用にマッピングされています。
OpenFileが正常に実行されると，現在のファイルがクローズされて，既存の作
業領域はすべて破壊され，新しいファイルが表示されます。

• 新しいシェルをオープン

1次シェルに類似した 2次シェルを作成します。ファイルは，各シェルごとに
別々に表示することができます。

• クローズ

このエントリは 2次ウィンドウにだけあります。これによって最上位のシェル
を破壊し，ファイルをクローズします。

• 終了

このエントリは 1次シェルにだけあります。これによってファイルおよびシェ
ルをクローズします。

表示メニュー
表示メニューには，次のオプションが含まれています。

• 新しい作業領域

ウィンドウ・パネルの中に新しい作業領域を作成します。

• 作業領域の削除

現在の作業領域を削除します。

• 検索

[検索]により，ファイル内のテキストを検索するためにダイアログ・ボックス
がポップアップ表示されます。ダイアログ・ボックスの[了解]のコールバック
で文字列の検索を行います。検索する文字列が見つかると現在の作業領域に表
示されます。その文字列が見つからない場合は，ダイアログ・ボックスがポッ
プアップ表示されます。
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1つのウィンドウ内でもう 1つ別のファイルを開こうとすると，アプリケーション
は突然終了します。この場合，表示メニューは正常に作動しません。

B.12 Xmpianoプログラム例

V1.2

xmpianoプログラムはMIDI (Motif Interface to Dumb Instruments)アプリケー
ションの書き込み方法を示します。譜表は，楽譜を書くためにも，キーボードのた
めにも使用することができます。

ウィンドウの下部には，譜表上で使用するための音符のセットがあります。音符ボ
タンの 1つを選択すると，それに従って使用される音符が変わります。選択した音
符は，マウスのカーソルとして表示されます。

選択できる音符の種類は制限されたものですが，自然音階のほかに，シャープも選
択可能です。プログラムのインタフェースは，フラットの音階をサポートしていま
せん。譜表は，音符が書き加えられて右端を超えると自動的に延長されます。右端
を超えたところにある音符は，必要に応じて楽譜のウィンドウをスクロールするこ
とで表示できます。

このアプリケーションを使用するには，表示された譜表の上でマウスの右ボタンを
押します。これによって次のメニュー項目が表示されます。

• 音声追加 (Add Voice)

新しい譜表に別のディスプレイを接続します。このコマンドを選択すると，接
続すべきディスプレイを求めるプロンプトが出ます。新しい譜表に書かれた楽
譜は，このディスプレイで演奏されます。新しい譜表上でマウスの右ボタンを
押すと，メニュー・タイトルにこのディスプレイの名前が表示されること，ま
た，メニュー・バーのメニュー・コマンドは表示されている譜表に関連したも
のであることに注意してください。

• 音声削除 (Remove Voice)

接続されたディスプレイとともに譜表を削除します。このコマンドには，取消
はありません。したがって，この譜表に書かれた楽譜はすべて削除されます。
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• 音声消去 (Clear Voice)

譜表上の音符をすべて消去します。ディスプレイとの接続は，これによって影
響されません。

• 音声演奏 (Play Voice)

マウスの右ボタンを譜表の上で押すと，その譜表に記入された音声を演奏しま
す。音声がローカル・ホストと同一の場合，音符が演奏されるのにつれて音符
に対応するキーボード上のキーが押されたかのように表示されます。キーボー
ドに，同時に複数の音声を組み合わせた演奏をさせることも可能ですが，この
ためには -DCHORDSオプションを使用してコードをコンパイルしなければな
りません。これによって多くのサーバのアプリケーション処理が著しく遅延す
ることに注意してください。

• 全部の演奏 (Play All)

指定された各ディスプレイのすべての音声を同時演奏します。

• 音声保管 (Save Voice)

対応する音声をファイルに保管します。その音声を保管するファイル名入力の
プロンプトのためにファイル選択ダイアログ (FileSelectionDialog)が表示され
ます。ディスプレイ接続関係の情報は保管されません。

• 音声のロード (Load Voice)

すでに保管されている音声を対応する譜表にロード (追加)します。

• 終了 (Quit)

このプログラム例を終了します。

本バージョンでは，音符を操作して編曲することはできません。編曲するには，譜
表を消去して再度入力するか，保管ファイルからデータを読み込みます。

音符の色を設定するには，アプリケーションの前景色を変更します。このためには
コマンド・ラインで -fgオプションを使用します。次の例を参照してください。

$ xmpiano :== $DECW$EXAMPLES:xmpiano
$ xmpiano -fg blue
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B.13 Xmtravelプログラム例

V1.2

xmtravelプログラムは，旅行代理店関係やフライト・データベース向けのプログ
ラム例です。このプログラムによって，『OSF/Motifスタイル・ガイドリリース
1.2』に準拠した様々なユーザ・インタフェースの設計概念を知ることができま
す。

このプログラムはほんの一例に過ぎず，装備されていない機能も多く，使用を目的
とした定義済設定も行われていません。

B.14 Motifサンプル・プログラム

V1.2

表 B–3の表には，Motifツールキットのさまざまな機能の一覧が掲載されていま
す。

表 B–3 Motifサンプル・プログラム

ファイル名 説明

xmdialogs.c ダイアログ・サンプラ

xmfonts.c フォント検索用

xmeditor.c テキスト・エディタ

xmlist.c 例の一覧表示用

xmprotocol.c ウィンドウ・マネージャ・プロトコルの例

xmter.c 図形とアニメーションの例

xmform.c フォーム・アタッチメントの例

xmforc.c フォーム・アタッチメントと行・列の例

xmmap.c 描画領域とスクロールされたウィンドウの例

(次ページに続く)

B–16 OSF/Motifサンプル・プログラム



表 B–3 (続き) Motifサンプル・プログラム

ファイル名 説明

xmgetres.c リソース取り出しの例

xmapdef.c appの定義によるスクロールされたウィンドウの例

これらのサンプル・プログラムには，次の項目が適用されます。

1. xmfontsプログラムは，省略時の設定では字数が 10文字以下のフォント名だけ
を表示します。システムによっては，フォント・パスには長い XLFDフォント
名しか含まれていないものもあります。したがって，XMFONTS*maxLenのリソー
スをより大きな数字 (80)に設定するか， numColumnsのリソースを 1に指定
する必要があります。

2. xmterプログラムをMotifウィンドウ・マネージャ以外のウィンドウ・マネー
ジャで実行する場合，そのウィンドウ・マネージャは (たとえばマットのよう
な)ウィンドウの装飾をすべて削除する必要があります。 xmterプログラムか
らMotifウィンドウ・マネージャに対して，ウィンドウの装飾を削除するよう
に指示が出されます。

3. xmformプログラムでは， Formに組み込まれたMotifウィジェットで構成さ
れた文字列を表示できます。このためには次のコマンドを使用してください。

$ xmform :== $DECW$EXAMPLES:xmform
$ xmform string

stringの変数はオプションです。stringを指定する場合に使用できる文字は，
F,I,M,O,Tです。使用する文字列は必ず大文字で，引用符 (" ")で囲まなければ
なりません。stringが省略された場合， xmformは "MOTIF"に戻ります。

4. xmgetresプログラムは， XmGetSecondaryResourceDataの使用法を示す例で
す。 xmgetresを起動するには次のコマンドを使用します。

$ xmgetres :== $DECW$EXAMPLES:xmgetres
$ xmgetres WidgetClass

WidgetClassの変数はオプションです。WidgetClassが省略された場
合，‘‘Widget’’という省略時のクラスに戻ります。‘‘All’’のクラスも使用でき
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ます。この設定では XtとMotifのすべてのウィジェットに対するリソースが表
示されます。

B.15 プログラム例のリソース・ファイル

V1.2

プログラム例の多くには，それらの表示属性を定義する関連リソース・ファイルが
あります。これらのリソース・ファイルを使用するには，DECW$EXAMPLESデ
ィレクトリからユーザのDECW$USER_DEFAULTSディレクトリに複写を行う
か，あるいはファイルの内容をユーザのDECW$XDEFAULTS.DATファイルに追
加します。

プログラム例ファイルおよびその関連リソース・ファイルの一覧を次の表に示しま
す。

プログラム例 リソース・ファイル

DECW$CDPLAYER.EXE DECW$CDPLAYER.DAT

FILEVIEW.EXE FILEVIEW.DAT

PERIODIC.EXE PERIODIC.DAT

MOTIFANM.EXE MOTIFANIM.DAT

XMAPDEF.EXE XMDEMOS.DAT

XMDIALOGS.EXE XMDEMOS.DAT

XMEDITOR.EXE XMDEMOS.DAT

XMFONTS.EXE XMDEMOS.DAT

XMFORC.EXE XMDEMOS.DAT

XMFORM.EXE XMDEMOS.DAT

XMGETRES.EXE XMDEMOS.DAT

XMLIST.EXE XMDEMOS.DAT

XMMAP.EXE XMDEMOS.DAT

XMPROTOCOL.EXE XMDEMOS.DAT

XMTER.EXE XMDEMOS.DAT

B–18 OSF/Motifサンプル・プログラム



プログラム例 リソース・ファイル

XMTRAVEL.EXE XMTRAVEL.DAT

リソース・ファイルが見つからない場合には，プログラム例は実行されますが，正
しく表示されないこともあります。
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